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坂田　義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

新年のご挨拶

　皆様におかれましては、つつがなく新年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。

　旧年中は、幣団体 (SSK) に対し多大なるご支援と

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

 

　2020 年1月、日本で初めてコロナ感染が報告され

てから今年で3年目を迎えることになります。当時、

こんなにも長期に亘り感染が長引くとは予想だにし

ませんでした。幸い昨年の11月あたりから第5波が

急激な下降線をたどり、12月まで低い数値で抑えら

れてきましたが、やっかいなことに新たなオミクロ

ン株が日本に上陸し、さらに市中感染による広がり

を見せようとしています。残念ながら2022年の新春

もコロナ禍での船出となりますが、今年こそは「虎

の威を借る」ではありませんが、何とかコロナウィ

ルスを撃退したいものです。

　個人的な話で恐縮ですが、私が故郷福岡県で過ご

した高校時代の同窓生が関東に十数名います。実数

はもっと多いのですが、常に連絡を取りあっている

竹馬の友で、毎年新年会を行っています。ただコロ

ナのため、このところ (2021・2021 年 )２回パスを

余儀なくされ、みんな寂しい気持ちでいました。幹

事の私としましては、何とか今年こそは新年会を再

開したいという気持ちを抑えきれず、思い切って企

画しました。当然のことのようにみんな大喜びで再

会を心待ちにしてくれています。

　新年会では毎回私が高校時代の卒業アルバムを持

参します。何しろ55年以上も昔のことですから、必

ずと言っていいほどアルバムを辿りながらの話にな

り、みんな確認作業仕切りです。

　数年前，卒業アルバムをなくしてしまった友人二

人に、現物をコピーしてプレゼントしたら、涙を流

さんばかりに喜んでくれました。この年になると振

り返ることが多くなって、涙腺も緩みがちです。友

と話す言葉は、北九州弁まるだしで、「元気しちょっ

た ?病気ばしちょらんやったね ?」「元気ピンピンば

い ! 」なんて言いながら、話に花を咲かせます。そ

の空間は、タイムスリップした青春時代の景色その

もので、みんな生き生きと目を輝いかせています。

本当にいいですね、故郷の友は。

　もう一つ我が高校の大イベントが毎年 11 月に開

催されていますが、これも２回パスをしました。北

九州・大阪・東京の３ブロックで開催され、東京で

は「東京東筑会」という呼称で現役の大学生から御

年90歳を超える方まで総勢 500人を軽く超えるイベ

ントです。私たちの幹事期は二十数年前に終わりま

したが、持ち回りで当番期を後輩に譲っていきます。

毎回恩師が数名招かれますが、再会したときには感

動の嵐です。既に退職され、ご高齢でいらっしゃい

ますが、先生を前にすると自ずと背筋がピンとなっ

ている自分に気づきます。

　新年のご挨拶が、個人的なとりとめのない話に終

始しまたが、ご容赦ください。

　本年も皆様方のご支援とご協力を賜りながら、老

体に鞭打って全力投球で頑張る所存ですので、どう

ぞ宜しくお願いいたします。

　末筆ながら、皆様のご健勝とご多幸を心よりご祈

念申し上げます。

謹んで新春のご祝詞を申し上げます
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井上　清之（川口市立高等学校  校長）

川口市立高等学校の学校づくり

１　川口市立高等学校の開校　　　　　　　　　

　本校は、平成30年度に旧川口市立３校の再編統合

により開校しました。旧３校は、それぞれ閉校前の

入学者選抜で 1.5 倍程度の倍率を得る、地域から信

頼のある学校であったため、事前に閉校せず２、３

年次の生徒が在籍したまま統合をすることとなりま

した。このことにより開校当初は 4 種類の制服を着

た生徒が、一つ屋根の下で共に学校生活を送るス

タートとなりました。　　

　全日制課程は、各年次、理数科１学級、普通科11

学級、定時制課程は総合学科３学級規模であり県内

公立高校としては２番目の大規模校です。全日制普

通科に、文理スポーツ 3 学級（現スポーツ科学コー

ス 2 学級）を設置した他、入学後の希望者から特進

クラス３学級を編成すること等で文武両道の進学校

をコンセプトとした学校づくりに取組んでいます。

　川口市における市立高校の歴史は昭和４年の川口

実科高等女学校の開校に始まり、その後、工業、商

業高校として地元の産業を支える人材を育成する役

割を担ってきました。かつては「キューポラのある

街」で有名な鋳物産業の町であった川口市も、近年

では、工場がマンションに、植木畑が戸建て住宅に

変わり、人口も 60 万に達する町に成長しています。

市民の教育に対するニーズも変化し期待も高まって

います。川口市では、小・中学校も含めた学力向上

が重要課題となっている中、本校には、市民の教育

ニーズに応えるリーディング校としての役割が求め

られています。

２　新たなタイプの進学校づくり

　川口市は市の三大プロジェクトの一つとして新し

い学校づくりに取り組んでおり、最新鋭の校舎に続

き、令和 3 年度に人工芝グランド等の整備が完了し、

全ての学校施設が完成しました。また、人材配置に

おいても川口市独自の施策を展開し本校をバック

アップしてくれています。これを受けて、本校では、

県立高校や私立高校とは違う、川口市立としての良

さを最大限に発揮した独自の学校づくりを進めてい

ます。本年度は、学校選択問題の導入や附属中学校

が開校するなど進学校としての基盤づくりを着々と

進めています。

（１）高大接続の７年間の学び

　本校の学校教育目標は「未来を創るしなやかでた

くましい人材の育成」です。急激に変化する世の中

にあって、人は生涯にわたって常にリニューアルす

るために学び続けることが必要です。高校３年間、

大学４年間の７年間は、生涯にわたって学び続ける

ための基礎をつくる期間と位置づけ、大学進学を前

提とした進路指導を行っています。

（２）文理分断からの脱却

　大学教育、大学入試が大きく変わろうとしている

中、３年次までは文系と理系の学級編成を行わず幅

広い学力と教養を身に付ける教育課程を編成してい

ます。大学入試がゴールではなく、これからの新し

い大学教育に堪えうる学力を身に着けることを重視

しています。このことによって、大学入試において

も、大学入学共通テストを受検し、国公立大学への

進学を目指す生徒が増えています。また、数学を諦

めない指導は、私立大学のいわゆる文系の学部を目

指す生徒にとっても数学を受験科目とすることがで

き、大学進学に向けた選択の幅を広げることに繋

がっています。

学校紹介
（３）個別最適な学びの場

　令和３年１月の中教審答申「令和の日本型学校教

育の構築を目指して」において「個別最適な学び」

が実現すべき姿として示されました。学習者である

子供たちの視点から、指導の個別化と学習の個性化

を目指そうというものです。

　本校では、学科やコースの設定に加え、特進クラ

スを設置するなどして、高校生活に対する目的意識

が明確で志の高い集団を意図的につくっています。

スポーツ科学コースではクラス内に国際大会に出場

する選手やインターハイ上位を狙う生徒が、ライバ

ルとして応援者として互いに高めあっています。同

じ志や目標を持つ集団に身を置くことで、切磋琢磨

しながら成長を促すことが本校の考え方です。

　中でも、普通科に特進クラスを設置していること

に本校の大きな狙いがあります。埼玉県立高校の進

学校と呼ばれる学校で特進クラスを設置している学

校はほとんどありません。逆に私立高校では、生徒

のレベルに応じたコースを設置し、それぞれのニー

ズに対応しています。本校では、敢えてフラットな

集団づくりをせずに、普通科に特進クラスを置くこ

とで、難関大学進学に対して志の高い集団をつくっ

ています。教育課程や授業の進度は他のクラスと大

きく変わりませんが、生徒の意欲による学習の深度

が大きく変わり学力向上につながっています。新校

になって入学した初代の卒業生は、理数科と特進ク

ラス 160 名のうち 35 名、20％が国公立大学に合格

しました。この数字は、県内トップの進学校には及

ばないものの、進学校としてのレベルには達してい

るものと捉えています。特進クラスは、入学時に希

望者の中から３クラスを編成していますが、毎年２

倍前後の希望者があり、特進クラスに入ることを前

提に本校を志望する中学生も増えつつあります。

　今後も生徒ファーストを基本に、指導の個別化と

学習の個性化をさらに研究していきたいと思いま

す。

（４）理数科の設置と課題研究　　

　科学技術創造立国をリードする人材の育成を目指

し、理数科 1 学級（40 名）を設置しています。理

数科では、本校の立地条件を最大限に生かし、お茶

の水女子大学との連携をはじめ、埼玉大学や東京大

学の高大接続プロジェクトへの参加、日本科学未来

館、JAXA 筑波宇宙センターでの研修、隣接する市

立科学館の活用、海外研修ではハワイ・プナホスクー

ルとの交流など先進的な体験の場を展開していま

す。

　とりわけ「理数探求」における課題研究は、理数

科の学びを象徴するものです。通常の「学習」は、

答えのある問いに向かっての学びですが、「研究」は、

答えがないかもしれない課題を追求する営みです。

自ら課題を見つけ答えのない問いに挑むことは、世

界規模で進められている教育改革のテーマであり、

未来を創る人材を育てることに繋がると考えます。

本校では、課題研究をカリキュラム化し、全校に波

及させることを目指しており、次年度にはスポーツ

科学コースに、その後は普通科にも課題研究を取り

入れるべく準備と研究を進めています。

（５）附属中学校を併設する中高一貫教育校

　附属中学校は、併設型で各学年 80 名規模の中学

校として令和３年 4 月に開校しました。川口市は東

京都に隣接していることもあり、毎年小学校 6 年生

の約 10％ 500 名が市外や県外の中学校に進学して

います。教育委員会では以前から幼小中学校の連携

一貫教育の研究を進めており、本校を中核的拠点と

位置づけた一貫性ある教育の展開も附属中学校開設

のねらいの一つとなっています。附属中生には、6

年間の一貫教育によって、受験学力に偏らない 21

世紀型の学力を身に着け、本校をけん引するリー

ダーになってもらうことを願っています。

３．特色ある教育活動

（１）45分×７限授業と土曜講習

　開校当初の教育課程は、普通科 33 単位、理数科

34単位であり、隔週で土曜授業を実施していました。

進学校づくりの方策の一つとして、令和２年度に

50 分授業から 45 分授業、１日 7 限、週 35 コマ、

年間 39 週の授業に変更をしました。

　このことにより、2 単位（理数科 1 単位）の単位

を増やすことができたほか、土曜日には、教育課程

上の授業に代わって、進路指導に特化した「土曜講

習」を実施することとしました。土曜講習は、教師

による講習と生徒同士のグループ学習をそれぞれ

100 分間行っています。グループ学習は、志望校等

によりグループ分けを行っており、同じ目標や志を

持つ生徒同士が、互いに刺激しあいながら学習を進

めています。また、教育課程上の授業ではないこと

から講師として外部人材の活用を行うなど、月から

金曜日の授業とのメリハリをつけた教育活動を展開

しています。

（２）スポーツ科学コースの新設

　川口市の中学校は運動部活動が盛んであり、毎年

全国大会で活躍する選手を多く輩出しています。本

校は川口市立の高校として文武両道の理念を掲げて

おり、中学校部活動で活躍した生徒の受け皿として

の役割も担っています。本校においても陸上部、水

泳部、ボート部、剣道部、柔道部、新体操部など全国・

関東大会で活躍する部活動が多くあり、野球は、一

昨年の秋季大会で公立高校として唯一県ベスト４ま

で進出することができました。

　開校にあたって、部活動に全力を注ぎながらも大

学進学を目指す文理スポーツが設置されましたが、

コースの特色やねらいの浸透不足もあり、普通科の

他クラスとの違いが不明確になってしまいました。

そこで、令和 3 年度からは、スポーツに特化し、部

活動と授業の連動を図った学習を進めるスポーツ科

学コースに改編し、進学型のスポーツコースとして

新たなスタートを切りました。全員が運動部活動に

所属し、授業では、理数科と同じように課題研究を

取り入れ、部活動での体験から課題を設定した学習

を展開する予定です。

　これまで、高校でアスリートとして部活動に打ち

込んだ選手の進学先として 4 年制大学を選択しない

生徒が多いことや、大学進学にあたっても選択肢の

狭さが課題となっていました。本校のスポーツ科学

コースは、将来、スポーツビジネスや科学など様々

な角度から「する　みる　ささえる」スポーツ文化

の創造者を輩出することを目指しています。進学型

の体育科やコースの例は少なく、アスリートを志す

中学生のニーズに応えるコースになることを期待し

ています。

（３）大学や専門機関との連携

　東京に隣接する立地条件もあり、お茶の水女子大

学、東京大学 CoREF、順天堂大学、東京理科大学等、

川口市が連携協定を締結する多くの大学や研究機関

からの支援を受けています。

　お茶の水女子大学は、理数科の課題研究を中心に

支援を受けており、東京大学 CoREF からは、非常

勤職員を派遣していただき、アクティブ・ラーニン

グの研修を校内で進めています。

（４）自習環境の整備

　生徒の自学する力を伸ばすために、自習環境の整

備に力を入れています。自習室は、平日は朝 7 時

30 分から午後 8 時 30 分まで、土・日曜日も午後 5

時まで使用することができます。また、自習室には

大学生チューターが配置されており生徒の質問等に

対応しています。

　その他にも校内のいたる所に学習スペースを設

け、部活動後も自学自習できる環境を準備していま

す。放課後には、校内の様々な場所で勉強する生徒

の姿が見られ「すき間時間」を見つけ自らの意志で

学ぶ生徒の多さが、本校の校風になっています。

（５）民間教育機関の活用　　　　　　　　　　　

　学校教育を補完するものとして民間教育機関の活

用も進めています。学習メンター制度は放課後学習

の有料サービスとして、生徒 3 名程度に ( 株 ) トモ

ノカイから派遣された大学生メンター 1 名が付き、

学習の進行管理のアドバイスや質問に答える事業で

す。他にも予備校講師が本校を会場に行う夏・冬期

講習や、市の給付型奨学制度を利用して夏・冬季休

業中に代々木ゼミナールの宿泊講習（本年度はコロ

ナ禍により通学で受講）に約 20 名を無償で派遣す

る事業など、民間教育機関の力を積極的に活用して

います。予備校講師等による講習は、生徒にとって

授業とは違った体験となり、大学受験に向けた良い

刺激になっています。

（６）川口市独自の人材配置

　本校の教員配置については、１人の教員が担当す

る生徒数が約 10.6 人であり、一般的な公立高校や

私立高校より多くの教員が配置されています。特に、

本校の教育を充実させるための特色ある人材配置

は、大きな特色となっています。

　　　　　　　　　　　　 　  CIR（Coordinators 

for International Relations 国際交流員）が８

名配置されていることは大きな強みです。一般的な

ALT は教員のアシスタントですが、本校では CIR

を主とした T・T を行い、英語の４技能の向上に成

果を上げています。中でもチーフ CIR は、理科の

専門性が高く、理数科に対して英語で科学を学ぶ

Science English という取り組みを行っています。

その他にも、前述のアクティブ・ラーニング支援員

や ICT 支援員、進路カウンセラーなど、川口市独

自の人材配置を活用して教育活動の充実を図ってい

ます。

（７）グローバル人材の育成

　CIR( 国際交流員 ) のチームとグローバル教育推進

部が連携し、理数科で行う「Science English」な

どのオールイングリッシュの授業や夏季休業中に５

日間行われる「English Summer Camp」、昼休み

のランチ交流会「Ekomai Corner」などのグロー

バルリーダー養成プログラムが豊富なことも本校の

特色の一つです。また、長期留学をはじめ海外派遣

や交流にも積極的に取り組んでいます。

　①フィンドレー市との交流

　　川口市が友好都市の締結をしているアメリカ・

　オハイオ州フィンドレー市との連携を推進してい

　ます。令和元年度からは、２名の生徒を９か月の

　長期留学生としてフィンドレー高校に派遣しまし

　た。また、令和２年度からは川口市教育委員会

　の短期派遣事業として夏季休業中にフィンドレー

　大学で行われる２週間のプログラムに生徒を派遣

　する予定になっています。（コロナ禍により現在

　は中止）

　②理数科ハワイ研修旅行

　　チーフ CIR の出身校であるハワイ州プナホス

　クールとの交流を進めており、修学旅行に代わる

　理数科の研修旅行先として令和元年度には 2 年生

　の生徒を派遣しました。（コロナ禍によって令和

　２，３年度は中止）

　③オーストラリア短期派遣

　　夏季休業中に 1，2 年生の希望生徒を対象に行っ

　ているオーストラリア短期派遣では、現地の幼小

　中高一貫校で生徒同士の交流を中心としたプログ

　ラムが組まれています。

（８）ICT の活用と BYOD の導入

　平成 30 年の開校時には、当時の文部科学省が示

した「ICT 整備５か年計画（2018〜）」の目標値を

満たす環境を整備してスタートしました。各教室に

はプロジェクターが完備され全ての教員にはタブ

レット P C が配布され、３人に１台のタブレット

PC を活用した授業を展開してきました。

　その後、コロナ禍によるオンライン授業や小中学

校における GIGA スクール構想の導入などを受け、

　　　　　　　　　  BYOD（Bring Your Own 

Device）により、各家庭が用意した一人一台の学

習用端末を活用して、学校での学習と家での学習を

連動させ、いつでもどこでも学ぶことができる環境

を構築する計画です。

４　おわりに

　本校は、開校４年目の生まれたばかりの学校です。

未完成であることは、伝統にとらわれず新しいこと

にチャレンジできることにも繋がります。可塑性の

高さが本校の最大の強みであり、今後も、公立・私立、

県内・県外を問わず、先進校から様々な学校づくり

の良い面を吸収し、未来を創るしなやかでたくまし

い人材を輩出する学校づくりを進めていきたいと考

えています。
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１　川口市立高等学校の開校　　　　　　　　　

　本校は、平成30年度に旧川口市立３校の再編統合

により開校しました。旧３校は、それぞれ閉校前の

入学者選抜で 1.5 倍程度の倍率を得る、地域から信

頼のある学校であったため、事前に閉校せず２、３

年次の生徒が在籍したまま統合をすることとなりま

した。このことにより開校当初は 4 種類の制服を着

た生徒が、一つ屋根の下で共に学校生活を送るス

タートとなりました。　　

　全日制課程は、各年次、理数科１学級、普通科11

学級、定時制課程は総合学科３学級規模であり県内

公立高校としては２番目の大規模校です。全日制普

通科に、文理スポーツ 3 学級（現スポーツ科学コー

ス 2 学級）を設置した他、入学後の希望者から特進

クラス３学級を編成すること等で文武両道の進学校

をコンセプトとした学校づくりに取組んでいます。

　川口市における市立高校の歴史は昭和４年の川口

実科高等女学校の開校に始まり、その後、工業、商

業高校として地元の産業を支える人材を育成する役

割を担ってきました。かつては「キューポラのある

街」で有名な鋳物産業の町であった川口市も、近年

では、工場がマンションに、植木畑が戸建て住宅に

変わり、人口も 60 万に達する町に成長しています。

市民の教育に対するニーズも変化し期待も高まって

います。川口市では、小・中学校も含めた学力向上

が重要課題となっている中、本校には、市民の教育

ニーズに応えるリーディング校としての役割が求め

られています。

２　新たなタイプの進学校づくり

　川口市は市の三大プロジェクトの一つとして新し

い学校づくりに取り組んでおり、最新鋭の校舎に続

き、令和 3 年度に人工芝グランド等の整備が完了し、

全ての学校施設が完成しました。また、人材配置に

おいても川口市独自の施策を展開し本校をバック

アップしてくれています。これを受けて、本校では、

県立高校や私立高校とは違う、川口市立としての良

さを最大限に発揮した独自の学校づくりを進めてい

ます。本年度は、学校選択問題の導入や附属中学校

が開校するなど進学校としての基盤づくりを着々と

進めています。

（１）高大接続の７年間の学び

　本校の学校教育目標は「未来を創るしなやかでた

くましい人材の育成」です。急激に変化する世の中

にあって、人は生涯にわたって常にリニューアルす

るために学び続けることが必要です。高校３年間、

大学４年間の７年間は、生涯にわたって学び続ける

ための基礎をつくる期間と位置づけ、大学進学を前

提とした進路指導を行っています。

（２）文理分断からの脱却

　大学教育、大学入試が大きく変わろうとしている

中、３年次までは文系と理系の学級編成を行わず幅

広い学力と教養を身に付ける教育課程を編成してい

ます。大学入試がゴールではなく、これからの新し

い大学教育に堪えうる学力を身に着けることを重視

しています。このことによって、大学入試において

も、大学入学共通テストを受検し、国公立大学への

進学を目指す生徒が増えています。また、数学を諦

めない指導は、私立大学のいわゆる文系の学部を目

指す生徒にとっても数学を受験科目とすることがで

き、大学進学に向けた選択の幅を広げることに繋

がっています。

（３）個別最適な学びの場

　令和３年１月の中教審答申「令和の日本型学校教

育の構築を目指して」において「個別最適な学び」

が実現すべき姿として示されました。学習者である

子供たちの視点から、指導の個別化と学習の個性化

を目指そうというものです。

　本校では、学科やコースの設定に加え、特進クラ

スを設置するなどして、高校生活に対する目的意識

が明確で志の高い集団を意図的につくっています。

スポーツ科学コースではクラス内に国際大会に出場

する選手やインターハイ上位を狙う生徒が、ライバ

ルとして応援者として互いに高めあっています。同

じ志や目標を持つ集団に身を置くことで、切磋琢磨

しながら成長を促すことが本校の考え方です。

　中でも、普通科に特進クラスを設置していること

に本校の大きな狙いがあります。埼玉県立高校の進

学校と呼ばれる学校で特進クラスを設置している学

校はほとんどありません。逆に私立高校では、生徒

のレベルに応じたコースを設置し、それぞれのニー

ズに対応しています。本校では、敢えてフラットな

集団づくりをせずに、普通科に特進クラスを置くこ

とで、難関大学進学に対して志の高い集団をつくっ

ています。教育課程や授業の進度は他のクラスと大

きく変わりませんが、生徒の意欲による学習の深度

が大きく変わり学力向上につながっています。新校

になって入学した初代の卒業生は、理数科と特進ク

ラス 160 名のうち 35 名、20％が国公立大学に合格

しました。この数字は、県内トップの進学校には及

ばないものの、進学校としてのレベルには達してい

るものと捉えています。特進クラスは、入学時に希

望者の中から３クラスを編成していますが、毎年２

倍前後の希望者があり、特進クラスに入ることを前

提に本校を志望する中学生も増えつつあります。

　今後も生徒ファーストを基本に、指導の個別化と

学習の個性化をさらに研究していきたいと思いま

す。

（４）理数科の設置と課題研究　　

　科学技術創造立国をリードする人材の育成を目指

し、理数科 1 学級（40 名）を設置しています。理

数科では、本校の立地条件を最大限に生かし、お茶

の水女子大学との連携をはじめ、埼玉大学や東京大

学の高大接続プロジェクトへの参加、日本科学未来

館、JAXA 筑波宇宙センターでの研修、隣接する市

立科学館の活用、海外研修ではハワイ・プナホスクー

ルとの交流など先進的な体験の場を展開していま

す。

　とりわけ「理数探求」における課題研究は、理数

科の学びを象徴するものです。通常の「学習」は、

答えのある問いに向かっての学びですが、「研究」は、

答えがないかもしれない課題を追求する営みです。

自ら課題を見つけ答えのない問いに挑むことは、世

界規模で進められている教育改革のテーマであり、

未来を創る人材を育てることに繋がると考えます。

本校では、課題研究をカリキュラム化し、全校に波

及させることを目指しており、次年度にはスポーツ

科学コースに、その後は普通科にも課題研究を取り

入れるべく準備と研究を進めています。

（５）附属中学校を併設する中高一貫教育校

　附属中学校は、併設型で各学年 80 名規模の中学

校として令和３年 4 月に開校しました。川口市は東

京都に隣接していることもあり、毎年小学校 6 年生

の約 10％ 500 名が市外や県外の中学校に進学して

います。教育委員会では以前から幼小中学校の連携

一貫教育の研究を進めており、本校を中核的拠点と

位置づけた一貫性ある教育の展開も附属中学校開設

のねらいの一つとなっています。附属中生には、6

年間の一貫教育によって、受験学力に偏らない 21

世紀型の学力を身に着け、本校をけん引するリー

ダーになってもらうことを願っています。

３．特色ある教育活動

（１）45分×７限授業と土曜講習

　開校当初の教育課程は、普通科 33 単位、理数科

34単位であり、隔週で土曜授業を実施していました。

進学校づくりの方策の一つとして、令和２年度に

50 分授業から 45 分授業、１日 7 限、週 35 コマ、

年間 39 週の授業に変更をしました。

　このことにより、2 単位（理数科 1 単位）の単位

を増やすことができたほか、土曜日には、教育課程

上の授業に代わって、進路指導に特化した「土曜講

習」を実施することとしました。土曜講習は、教師

による講習と生徒同士のグループ学習をそれぞれ

100 分間行っています。グループ学習は、志望校等

によりグループ分けを行っており、同じ目標や志を

持つ生徒同士が、互いに刺激しあいながら学習を進

めています。また、教育課程上の授業ではないこと

から講師として外部人材の活用を行うなど、月から

金曜日の授業とのメリハリをつけた教育活動を展開

しています。

（２）スポーツ科学コースの新設

　川口市の中学校は運動部活動が盛んであり、毎年

全国大会で活躍する選手を多く輩出しています。本

校は川口市立の高校として文武両道の理念を掲げて

おり、中学校部活動で活躍した生徒の受け皿として

の役割も担っています。本校においても陸上部、水

泳部、ボート部、剣道部、柔道部、新体操部など全国・

関東大会で活躍する部活動が多くあり、野球は、一

昨年の秋季大会で公立高校として唯一県ベスト４ま

で進出することができました。

　開校にあたって、部活動に全力を注ぎながらも大

学進学を目指す文理スポーツが設置されましたが、

コースの特色やねらいの浸透不足もあり、普通科の

他クラスとの違いが不明確になってしまいました。

そこで、令和 3 年度からは、スポーツに特化し、部

活動と授業の連動を図った学習を進めるスポーツ科

学コースに改編し、進学型のスポーツコースとして

新たなスタートを切りました。全員が運動部活動に

所属し、授業では、理数科と同じように課題研究を

取り入れ、部活動での体験から課題を設定した学習

を展開する予定です。

　これまで、高校でアスリートとして部活動に打ち

込んだ選手の進学先として 4 年制大学を選択しない

生徒が多いことや、大学進学にあたっても選択肢の

狭さが課題となっていました。本校のスポーツ科学

コースは、将来、スポーツビジネスや科学など様々

な角度から「する　みる　ささえる」スポーツ文化

の創造者を輩出することを目指しています。進学型

の体育科やコースの例は少なく、アスリートを志す

中学生のニーズに応えるコースになることを期待し

ています。

（３）大学や専門機関との連携

　東京に隣接する立地条件もあり、お茶の水女子大

学、東京大学 CoREF、順天堂大学、東京理科大学等、

川口市が連携協定を締結する多くの大学や研究機関

からの支援を受けています。

　お茶の水女子大学は、理数科の課題研究を中心に

支援を受けており、東京大学 CoREF からは、非常

勤職員を派遣していただき、アクティブ・ラーニン

グの研修を校内で進めています。

（４）自習環境の整備

　生徒の自学する力を伸ばすために、自習環境の整

備に力を入れています。自習室は、平日は朝 7 時

30 分から午後 8 時 30 分まで、土・日曜日も午後 5

時まで使用することができます。また、自習室には

大学生チューターが配置されており生徒の質問等に

対応しています。

　その他にも校内のいたる所に学習スペースを設

け、部活動後も自学自習できる環境を準備していま

す。放課後には、校内の様々な場所で勉強する生徒

の姿が見られ「すき間時間」を見つけ自らの意志で

学ぶ生徒の多さが、本校の校風になっています。

（５）民間教育機関の活用　　　　　　　　　　　

　学校教育を補完するものとして民間教育機関の活

用も進めています。学習メンター制度は放課後学習

の有料サービスとして、生徒 3 名程度に ( 株 ) トモ

ノカイから派遣された大学生メンター 1 名が付き、

学習の進行管理のアドバイスや質問に答える事業で

す。他にも予備校講師が本校を会場に行う夏・冬期

講習や、市の給付型奨学制度を利用して夏・冬季休

業中に代々木ゼミナールの宿泊講習（本年度はコロ

ナ禍により通学で受講）に約 20 名を無償で派遣す

る事業など、民間教育機関の力を積極的に活用して

います。予備校講師等による講習は、生徒にとって

授業とは違った体験となり、大学受験に向けた良い

刺激になっています。

（６）川口市独自の人材配置

　本校の教員配置については、１人の教員が担当す

る生徒数が約 10.6 人であり、一般的な公立高校や

私立高校より多くの教員が配置されています。特に、

本校の教育を充実させるための特色ある人材配置

は、大きな特色となっています。

　　　　　　　　　　　　 　  CIR（Coordinators 

for International Relations 国際交流員）が８

名配置されていることは大きな強みです。一般的な

ALT は教員のアシスタントですが、本校では CIR

を主とした T・T を行い、英語の４技能の向上に成

果を上げています。中でもチーフ CIR は、理科の

専門性が高く、理数科に対して英語で科学を学ぶ

Science English という取り組みを行っています。

その他にも、前述のアクティブ・ラーニング支援員

や ICT 支援員、進路カウンセラーなど、川口市独

自の人材配置を活用して教育活動の充実を図ってい

ます。

（７）グローバル人材の育成

　CIR( 国際交流員 ) のチームとグローバル教育推進

部が連携し、理数科で行う「Science English」な

どのオールイングリッシュの授業や夏季休業中に５

日間行われる「English Summer Camp」、昼休み

のランチ交流会「Ekomai Corner」などのグロー

バルリーダー養成プログラムが豊富なことも本校の

特色の一つです。また、長期留学をはじめ海外派遣

や交流にも積極的に取り組んでいます。

　①フィンドレー市との交流

　　川口市が友好都市の締結をしているアメリカ・

　オハイオ州フィンドレー市との連携を推進してい

　ます。令和元年度からは、２名の生徒を９か月の

　長期留学生としてフィンドレー高校に派遣しまし

　た。また、令和２年度からは川口市教育委員会

　の短期派遣事業として夏季休業中にフィンドレー

　大学で行われる２週間のプログラムに生徒を派遣

　する予定になっています。（コロナ禍により現在

　は中止）

　②理数科ハワイ研修旅行

　　チーフ CIR の出身校であるハワイ州プナホス

　クールとの交流を進めており、修学旅行に代わる

　理数科の研修旅行先として令和元年度には 2 年生

　の生徒を派遣しました。（コロナ禍によって令和

　２，３年度は中止）

　③オーストラリア短期派遣

　　夏季休業中に 1，2 年生の希望生徒を対象に行っ

　ているオーストラリア短期派遣では、現地の幼小

　中高一貫校で生徒同士の交流を中心としたプログ

　ラムが組まれています。

（８）ICT の活用と BYOD の導入

　平成 30 年の開校時には、当時の文部科学省が示

した「ICT 整備５か年計画（2018〜）」の目標値を

満たす環境を整備してスタートしました。各教室に

はプロジェクターが完備され全ての教員にはタブ

レット P C が配布され、３人に１台のタブレット

PC を活用した授業を展開してきました。

　その後、コロナ禍によるオンライン授業や小中学

校における GIGA スクール構想の導入などを受け、

　　　　　　　　　  BYOD（Bring Your Own 

Device）により、各家庭が用意した一人一台の学

習用端末を活用して、学校での学習と家での学習を

連動させ、いつでもどこでも学ぶことができる環境

を構築する計画です。

４　おわりに

　本校は、開校４年目の生まれたばかりの学校です。

未完成であることは、伝統にとらわれず新しいこと

にチャレンジできることにも繋がります。可塑性の

高さが本校の最大の強みであり、今後も、公立・私立、

県内・県外を問わず、先進校から様々な学校づくり

の良い面を吸収し、未来を創るしなやかでたくまし

い人材を輩出する学校づくりを進めていきたいと考

えています。
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１　川口市立高等学校の開校　　　　　　　　　

　本校は、平成30年度に旧川口市立３校の再編統合

により開校しました。旧３校は、それぞれ閉校前の

入学者選抜で 1.5 倍程度の倍率を得る、地域から信

頼のある学校であったため、事前に閉校せず２、３

年次の生徒が在籍したまま統合をすることとなりま

した。このことにより開校当初は 4 種類の制服を着

た生徒が、一つ屋根の下で共に学校生活を送るス

タートとなりました。　　

　全日制課程は、各年次、理数科１学級、普通科11

学級、定時制課程は総合学科３学級規模であり県内

公立高校としては２番目の大規模校です。全日制普

通科に、文理スポーツ 3 学級（現スポーツ科学コー

ス 2 学級）を設置した他、入学後の希望者から特進

クラス３学級を編成すること等で文武両道の進学校

をコンセプトとした学校づくりに取組んでいます。

　川口市における市立高校の歴史は昭和４年の川口

実科高等女学校の開校に始まり、その後、工業、商

業高校として地元の産業を支える人材を育成する役

割を担ってきました。かつては「キューポラのある

街」で有名な鋳物産業の町であった川口市も、近年

では、工場がマンションに、植木畑が戸建て住宅に

変わり、人口も 60 万に達する町に成長しています。

市民の教育に対するニーズも変化し期待も高まって

います。川口市では、小・中学校も含めた学力向上

が重要課題となっている中、本校には、市民の教育

ニーズに応えるリーディング校としての役割が求め

られています。

２　新たなタイプの進学校づくり

　川口市は市の三大プロジェクトの一つとして新し

い学校づくりに取り組んでおり、最新鋭の校舎に続

き、令和 3 年度に人工芝グランド等の整備が完了し、

全ての学校施設が完成しました。また、人材配置に

おいても川口市独自の施策を展開し本校をバック

アップしてくれています。これを受けて、本校では、

県立高校や私立高校とは違う、川口市立としての良

さを最大限に発揮した独自の学校づくりを進めてい

ます。本年度は、学校選択問題の導入や附属中学校

が開校するなど進学校としての基盤づくりを着々と

進めています。

（１）高大接続の７年間の学び

　本校の学校教育目標は「未来を創るしなやかでた

くましい人材の育成」です。急激に変化する世の中

にあって、人は生涯にわたって常にリニューアルす

るために学び続けることが必要です。高校３年間、

大学４年間の７年間は、生涯にわたって学び続ける

ための基礎をつくる期間と位置づけ、大学進学を前

提とした進路指導を行っています。

（２）文理分断からの脱却

　大学教育、大学入試が大きく変わろうとしている

中、３年次までは文系と理系の学級編成を行わず幅

広い学力と教養を身に付ける教育課程を編成してい

ます。大学入試がゴールではなく、これからの新し

い大学教育に堪えうる学力を身に着けることを重視

しています。このことによって、大学入試において

も、大学入学共通テストを受検し、国公立大学への

進学を目指す生徒が増えています。また、数学を諦

めない指導は、私立大学のいわゆる文系の学部を目

指す生徒にとっても数学を受験科目とすることがで

き、大学進学に向けた選択の幅を広げることに繋

がっています。

（３）個別最適な学びの場

　令和３年１月の中教審答申「令和の日本型学校教

育の構築を目指して」において「個別最適な学び」

が実現すべき姿として示されました。学習者である

子供たちの視点から、指導の個別化と学習の個性化

を目指そうというものです。

　本校では、学科やコースの設定に加え、特進クラ

スを設置するなどして、高校生活に対する目的意識

が明確で志の高い集団を意図的につくっています。

スポーツ科学コースではクラス内に国際大会に出場

する選手やインターハイ上位を狙う生徒が、ライバ

ルとして応援者として互いに高めあっています。同

じ志や目標を持つ集団に身を置くことで、切磋琢磨

しながら成長を促すことが本校の考え方です。

　中でも、普通科に特進クラスを設置していること

に本校の大きな狙いがあります。埼玉県立高校の進

学校と呼ばれる学校で特進クラスを設置している学

校はほとんどありません。逆に私立高校では、生徒

のレベルに応じたコースを設置し、それぞれのニー

ズに対応しています。本校では、敢えてフラットな

集団づくりをせずに、普通科に特進クラスを置くこ

とで、難関大学進学に対して志の高い集団をつくっ

ています。教育課程や授業の進度は他のクラスと大

きく変わりませんが、生徒の意欲による学習の深度

が大きく変わり学力向上につながっています。新校

になって入学した初代の卒業生は、理数科と特進ク

ラス 160 名のうち 35 名、20％が国公立大学に合格

しました。この数字は、県内トップの進学校には及

ばないものの、進学校としてのレベルには達してい

るものと捉えています。特進クラスは、入学時に希

望者の中から３クラスを編成していますが、毎年２

倍前後の希望者があり、特進クラスに入ることを前

提に本校を志望する中学生も増えつつあります。

　今後も生徒ファーストを基本に、指導の個別化と

学習の個性化をさらに研究していきたいと思いま

す。

（４）理数科の設置と課題研究　　

　科学技術創造立国をリードする人材の育成を目指

し、理数科 1 学級（40 名）を設置しています。理

数科では、本校の立地条件を最大限に生かし、お茶

の水女子大学との連携をはじめ、埼玉大学や東京大

学の高大接続プロジェクトへの参加、日本科学未来

館、JAXA 筑波宇宙センターでの研修、隣接する市

立科学館の活用、海外研修ではハワイ・プナホスクー

ルとの交流など先進的な体験の場を展開していま

す。

　とりわけ「理数探求」における課題研究は、理数

科の学びを象徴するものです。通常の「学習」は、

答えのある問いに向かっての学びですが、「研究」は、

答えがないかもしれない課題を追求する営みです。

自ら課題を見つけ答えのない問いに挑むことは、世

界規模で進められている教育改革のテーマであり、

未来を創る人材を育てることに繋がると考えます。

本校では、課題研究をカリキュラム化し、全校に波

及させることを目指しており、次年度にはスポーツ

科学コースに、その後は普通科にも課題研究を取り

入れるべく準備と研究を進めています。

（５）附属中学校を併設する中高一貫教育校

　附属中学校は、併設型で各学年 80 名規模の中学

校として令和３年 4 月に開校しました。川口市は東

京都に隣接していることもあり、毎年小学校 6 年生

の約 10％ 500 名が市外や県外の中学校に進学して

います。教育委員会では以前から幼小中学校の連携

一貫教育の研究を進めており、本校を中核的拠点と

位置づけた一貫性ある教育の展開も附属中学校開設

のねらいの一つとなっています。附属中生には、6

年間の一貫教育によって、受験学力に偏らない 21

世紀型の学力を身に着け、本校をけん引するリー

ダーになってもらうことを願っています。

３．特色ある教育活動

（１）45分×７限授業と土曜講習

　開校当初の教育課程は、普通科 33 単位、理数科

34単位であり、隔週で土曜授業を実施していました。

進学校づくりの方策の一つとして、令和２年度に

50 分授業から 45 分授業、１日 7 限、週 35 コマ、

年間 39 週の授業に変更をしました。

　このことにより、2 単位（理数科 1 単位）の単位

を増やすことができたほか、土曜日には、教育課程

上の授業に代わって、進路指導に特化した「土曜講

習」を実施することとしました。土曜講習は、教師

による講習と生徒同士のグループ学習をそれぞれ

100 分間行っています。グループ学習は、志望校等

によりグループ分けを行っており、同じ目標や志を

持つ生徒同士が、互いに刺激しあいながら学習を進

めています。また、教育課程上の授業ではないこと

から講師として外部人材の活用を行うなど、月から

金曜日の授業とのメリハリをつけた教育活動を展開

しています。

（２）スポーツ科学コースの新設

　川口市の中学校は運動部活動が盛んであり、毎年

全国大会で活躍する選手を多く輩出しています。本

校は川口市立の高校として文武両道の理念を掲げて

おり、中学校部活動で活躍した生徒の受け皿として

の役割も担っています。本校においても陸上部、水

泳部、ボート部、剣道部、柔道部、新体操部など全国・

関東大会で活躍する部活動が多くあり、野球は、一

昨年の秋季大会で公立高校として唯一県ベスト４ま

で進出することができました。

　開校にあたって、部活動に全力を注ぎながらも大

学進学を目指す文理スポーツが設置されましたが、

コースの特色やねらいの浸透不足もあり、普通科の

他クラスとの違いが不明確になってしまいました。

そこで、令和 3 年度からは、スポーツに特化し、部

活動と授業の連動を図った学習を進めるスポーツ科

学コースに改編し、進学型のスポーツコースとして

新たなスタートを切りました。全員が運動部活動に

所属し、授業では、理数科と同じように課題研究を

取り入れ、部活動での体験から課題を設定した学習

を展開する予定です。

　これまで、高校でアスリートとして部活動に打ち

込んだ選手の進学先として 4 年制大学を選択しない

生徒が多いことや、大学進学にあたっても選択肢の

狭さが課題となっていました。本校のスポーツ科学

コースは、将来、スポーツビジネスや科学など様々

な角度から「する　みる　ささえる」スポーツ文化

の創造者を輩出することを目指しています。進学型

の体育科やコースの例は少なく、アスリートを志す

中学生のニーズに応えるコースになることを期待し

ています。

（３）大学や専門機関との連携

　東京に隣接する立地条件もあり、お茶の水女子大

学、東京大学 CoREF、順天堂大学、東京理科大学等、

川口市が連携協定を締結する多くの大学や研究機関

からの支援を受けています。

　お茶の水女子大学は、理数科の課題研究を中心に

支援を受けており、東京大学 CoREF からは、非常

勤職員を派遣していただき、アクティブ・ラーニン

グの研修を校内で進めています。

（４）自習環境の整備

　生徒の自学する力を伸ばすために、自習環境の整

備に力を入れています。自習室は、平日は朝 7 時

30 分から午後 8 時 30 分まで、土・日曜日も午後 5

時まで使用することができます。また、自習室には

大学生チューターが配置されており生徒の質問等に

対応しています。

　その他にも校内のいたる所に学習スペースを設

け、部活動後も自学自習できる環境を準備していま

す。放課後には、校内の様々な場所で勉強する生徒

の姿が見られ「すき間時間」を見つけ自らの意志で

学ぶ生徒の多さが、本校の校風になっています。

（５）民間教育機関の活用　　　　　　　　　　　

　学校教育を補完するものとして民間教育機関の活

用も進めています。学習メンター制度は放課後学習

の有料サービスとして、生徒 3 名程度に ( 株 ) トモ

ノカイから派遣された大学生メンター 1 名が付き、

学習の進行管理のアドバイスや質問に答える事業で

す。他にも予備校講師が本校を会場に行う夏・冬期

講習や、市の給付型奨学制度を利用して夏・冬季休

業中に代々木ゼミナールの宿泊講習（本年度はコロ

ナ禍により通学で受講）に約 20 名を無償で派遣す

る事業など、民間教育機関の力を積極的に活用して

います。予備校講師等による講習は、生徒にとって

授業とは違った体験となり、大学受験に向けた良い

刺激になっています。

（６）川口市独自の人材配置

　本校の教員配置については、１人の教員が担当す

る生徒数が約 10.6 人であり、一般的な公立高校や

私立高校より多くの教員が配置されています。特に、

本校の教育を充実させるための特色ある人材配置

は、大きな特色となっています。

　　　　　　　　　　　　 　  CIR（Coordinators 

for International Relations 国際交流員）が８

名配置されていることは大きな強みです。一般的な

ALT は教員のアシスタントですが、本校では CIR

を主とした T・T を行い、英語の４技能の向上に成

果を上げています。中でもチーフ CIR は、理科の

専門性が高く、理数科に対して英語で科学を学ぶ

Science English という取り組みを行っています。

その他にも、前述のアクティブ・ラーニング支援員

や ICT 支援員、進路カウンセラーなど、川口市独

自の人材配置を活用して教育活動の充実を図ってい

ます。

（７）グローバル人材の育成

　CIR( 国際交流員 ) のチームとグローバル教育推進

部が連携し、理数科で行う「Science English」な

どのオールイングリッシュの授業や夏季休業中に５

日間行われる「English Summer Camp」、昼休み

のランチ交流会「Ekomai Corner」などのグロー

バルリーダー養成プログラムが豊富なことも本校の

特色の一つです。また、長期留学をはじめ海外派遣

や交流にも積極的に取り組んでいます。

　①フィンドレー市との交流

　　川口市が友好都市の締結をしているアメリカ・

　オハイオ州フィンドレー市との連携を推進してい

　ます。令和元年度からは、２名の生徒を９か月の

　長期留学生としてフィンドレー高校に派遣しまし

　た。また、令和２年度からは川口市教育委員会

　の短期派遣事業として夏季休業中にフィンドレー

　大学で行われる２週間のプログラムに生徒を派遣

　する予定になっています。（コロナ禍により現在

　は中止）

　②理数科ハワイ研修旅行

　　チーフ CIR の出身校であるハワイ州プナホス

　クールとの交流を進めており、修学旅行に代わる

　理数科の研修旅行先として令和元年度には 2 年生

　の生徒を派遣しました。（コロナ禍によって令和

　２，３年度は中止）

　③オーストラリア短期派遣

　　夏季休業中に 1，2 年生の希望生徒を対象に行っ

　ているオーストラリア短期派遣では、現地の幼小

　中高一貫校で生徒同士の交流を中心としたプログ

　ラムが組まれています。

（８）ICT の活用と BYOD の導入

　平成 30 年の開校時には、当時の文部科学省が示

した「ICT 整備５か年計画（2018〜）」の目標値を

満たす環境を整備してスタートしました。各教室に

はプロジェクターが完備され全ての教員にはタブ

レット P C が配布され、３人に１台のタブレット

PC を活用した授業を展開してきました。

　その後、コロナ禍によるオンライン授業や小中学

校における GIGA スクール構想の導入などを受け、

　　　　　　　　　  BYOD（Bring Your Own 

Device）により、各家庭が用意した一人一台の学

習用端末を活用して、学校での学習と家での学習を

連動させ、いつでもどこでも学ぶことができる環境

を構築する計画です。

４　おわりに

　本校は、開校４年目の生まれたばかりの学校です。

未完成であることは、伝統にとらわれず新しいこと

にチャレンジできることにも繋がります。可塑性の

高さが本校の最大の強みであり、今後も、公立・私立、

県内・県外を問わず、先進校から様々な学校づくり

の良い面を吸収し、未来を創るしなやかでたくまし

い人材を輩出する学校づくりを進めていきたいと考

えています。
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１　川口市立高等学校の開校　　　　　　　　　

　本校は、平成30年度に旧川口市立３校の再編統合

により開校しました。旧３校は、それぞれ閉校前の

入学者選抜で 1.5 倍程度の倍率を得る、地域から信

頼のある学校であったため、事前に閉校せず２、３

年次の生徒が在籍したまま統合をすることとなりま

した。このことにより開校当初は 4 種類の制服を着

た生徒が、一つ屋根の下で共に学校生活を送るス

タートとなりました。　　

　全日制課程は、各年次、理数科１学級、普通科11

学級、定時制課程は総合学科３学級規模であり県内

公立高校としては２番目の大規模校です。全日制普

通科に、文理スポーツ 3 学級（現スポーツ科学コー

ス 2 学級）を設置した他、入学後の希望者から特進

クラス３学級を編成すること等で文武両道の進学校

をコンセプトとした学校づくりに取組んでいます。

　川口市における市立高校の歴史は昭和４年の川口

実科高等女学校の開校に始まり、その後、工業、商

業高校として地元の産業を支える人材を育成する役

割を担ってきました。かつては「キューポラのある

街」で有名な鋳物産業の町であった川口市も、近年

では、工場がマンションに、植木畑が戸建て住宅に

変わり、人口も 60 万に達する町に成長しています。

市民の教育に対するニーズも変化し期待も高まって

います。川口市では、小・中学校も含めた学力向上

が重要課題となっている中、本校には、市民の教育

ニーズに応えるリーディング校としての役割が求め

られています。

２　新たなタイプの進学校づくり

　川口市は市の三大プロジェクトの一つとして新し

い学校づくりに取り組んでおり、最新鋭の校舎に続

き、令和 3 年度に人工芝グランド等の整備が完了し、

全ての学校施設が完成しました。また、人材配置に

おいても川口市独自の施策を展開し本校をバック

アップしてくれています。これを受けて、本校では、

県立高校や私立高校とは違う、川口市立としての良

さを最大限に発揮した独自の学校づくりを進めてい

ます。本年度は、学校選択問題の導入や附属中学校

が開校するなど進学校としての基盤づくりを着々と

進めています。

（１）高大接続の７年間の学び

　本校の学校教育目標は「未来を創るしなやかでた

くましい人材の育成」です。急激に変化する世の中

にあって、人は生涯にわたって常にリニューアルす

るために学び続けることが必要です。高校３年間、

大学４年間の７年間は、生涯にわたって学び続ける

ための基礎をつくる期間と位置づけ、大学進学を前

提とした進路指導を行っています。

（２）文理分断からの脱却

　大学教育、大学入試が大きく変わろうとしている

中、３年次までは文系と理系の学級編成を行わず幅

広い学力と教養を身に付ける教育課程を編成してい

ます。大学入試がゴールではなく、これからの新し

い大学教育に堪えうる学力を身に着けることを重視

しています。このことによって、大学入試において

も、大学入学共通テストを受検し、国公立大学への

進学を目指す生徒が増えています。また、数学を諦

めない指導は、私立大学のいわゆる文系の学部を目

指す生徒にとっても数学を受験科目とすることがで

き、大学進学に向けた選択の幅を広げることに繋

がっています。

（３）個別最適な学びの場

　令和３年１月の中教審答申「令和の日本型学校教

育の構築を目指して」において「個別最適な学び」

が実現すべき姿として示されました。学習者である

子供たちの視点から、指導の個別化と学習の個性化

を目指そうというものです。

　本校では、学科やコースの設定に加え、特進クラ

スを設置するなどして、高校生活に対する目的意識

が明確で志の高い集団を意図的につくっています。

スポーツ科学コースではクラス内に国際大会に出場

する選手やインターハイ上位を狙う生徒が、ライバ

ルとして応援者として互いに高めあっています。同

じ志や目標を持つ集団に身を置くことで、切磋琢磨

しながら成長を促すことが本校の考え方です。

　中でも、普通科に特進クラスを設置していること

に本校の大きな狙いがあります。埼玉県立高校の進

学校と呼ばれる学校で特進クラスを設置している学

校はほとんどありません。逆に私立高校では、生徒

のレベルに応じたコースを設置し、それぞれのニー

ズに対応しています。本校では、敢えてフラットな

集団づくりをせずに、普通科に特進クラスを置くこ

とで、難関大学進学に対して志の高い集団をつくっ

ています。教育課程や授業の進度は他のクラスと大

きく変わりませんが、生徒の意欲による学習の深度

が大きく変わり学力向上につながっています。新校

になって入学した初代の卒業生は、理数科と特進ク

ラス 160 名のうち 35 名、20％が国公立大学に合格

しました。この数字は、県内トップの進学校には及

ばないものの、進学校としてのレベルには達してい

るものと捉えています。特進クラスは、入学時に希

望者の中から３クラスを編成していますが、毎年２

倍前後の希望者があり、特進クラスに入ることを前

提に本校を志望する中学生も増えつつあります。

　今後も生徒ファーストを基本に、指導の個別化と

学習の個性化をさらに研究していきたいと思いま

す。

（４）理数科の設置と課題研究　　

　科学技術創造立国をリードする人材の育成を目指

し、理数科 1 学級（40 名）を設置しています。理

数科では、本校の立地条件を最大限に生かし、お茶

の水女子大学との連携をはじめ、埼玉大学や東京大

学の高大接続プロジェクトへの参加、日本科学未来

館、JAXA 筑波宇宙センターでの研修、隣接する市

立科学館の活用、海外研修ではハワイ・プナホスクー

ルとの交流など先進的な体験の場を展開していま

す。

　とりわけ「理数探求」における課題研究は、理数

科の学びを象徴するものです。通常の「学習」は、

答えのある問いに向かっての学びですが、「研究」は、

答えがないかもしれない課題を追求する営みです。

自ら課題を見つけ答えのない問いに挑むことは、世

界規模で進められている教育改革のテーマであり、

未来を創る人材を育てることに繋がると考えます。

本校では、課題研究をカリキュラム化し、全校に波

及させることを目指しており、次年度にはスポーツ

科学コースに、その後は普通科にも課題研究を取り

入れるべく準備と研究を進めています。

（５）附属中学校を併設する中高一貫教育校

　附属中学校は、併設型で各学年 80 名規模の中学

校として令和３年 4 月に開校しました。川口市は東

京都に隣接していることもあり、毎年小学校 6 年生

の約 10％ 500 名が市外や県外の中学校に進学して

います。教育委員会では以前から幼小中学校の連携

一貫教育の研究を進めており、本校を中核的拠点と

位置づけた一貫性ある教育の展開も附属中学校開設

のねらいの一つとなっています。附属中生には、6

年間の一貫教育によって、受験学力に偏らない 21

世紀型の学力を身に着け、本校をけん引するリー

ダーになってもらうことを願っています。

３．特色ある教育活動

（１）45分×７限授業と土曜講習

　開校当初の教育課程は、普通科 33 単位、理数科

34単位であり、隔週で土曜授業を実施していました。

進学校づくりの方策の一つとして、令和２年度に

50 分授業から 45 分授業、１日 7 限、週 35 コマ、

年間 39 週の授業に変更をしました。

　このことにより、2 単位（理数科 1 単位）の単位

を増やすことができたほか、土曜日には、教育課程

上の授業に代わって、進路指導に特化した「土曜講

習」を実施することとしました。土曜講習は、教師

による講習と生徒同士のグループ学習をそれぞれ

100 分間行っています。グループ学習は、志望校等

によりグループ分けを行っており、同じ目標や志を

持つ生徒同士が、互いに刺激しあいながら学習を進

めています。また、教育課程上の授業ではないこと

から講師として外部人材の活用を行うなど、月から

金曜日の授業とのメリハリをつけた教育活動を展開

しています。

（２）スポーツ科学コースの新設

　川口市の中学校は運動部活動が盛んであり、毎年

全国大会で活躍する選手を多く輩出しています。本

校は川口市立の高校として文武両道の理念を掲げて

おり、中学校部活動で活躍した生徒の受け皿として

の役割も担っています。本校においても陸上部、水

泳部、ボート部、剣道部、柔道部、新体操部など全国・

関東大会で活躍する部活動が多くあり、野球は、一

昨年の秋季大会で公立高校として唯一県ベスト４ま

で進出することができました。

　開校にあたって、部活動に全力を注ぎながらも大

学進学を目指す文理スポーツが設置されましたが、

コースの特色やねらいの浸透不足もあり、普通科の

他クラスとの違いが不明確になってしまいました。

そこで、令和 3 年度からは、スポーツに特化し、部

活動と授業の連動を図った学習を進めるスポーツ科

学コースに改編し、進学型のスポーツコースとして

新たなスタートを切りました。全員が運動部活動に

所属し、授業では、理数科と同じように課題研究を

取り入れ、部活動での体験から課題を設定した学習

を展開する予定です。

　これまで、高校でアスリートとして部活動に打ち

込んだ選手の進学先として 4 年制大学を選択しない

生徒が多いことや、大学進学にあたっても選択肢の

狭さが課題となっていました。本校のスポーツ科学

コースは、将来、スポーツビジネスや科学など様々

な角度から「する　みる　ささえる」スポーツ文化

の創造者を輩出することを目指しています。進学型

の体育科やコースの例は少なく、アスリートを志す

中学生のニーズに応えるコースになることを期待し

ています。

（３）大学や専門機関との連携

　東京に隣接する立地条件もあり、お茶の水女子大

学、東京大学 CoREF、順天堂大学、東京理科大学等、

川口市が連携協定を締結する多くの大学や研究機関

からの支援を受けています。

　お茶の水女子大学は、理数科の課題研究を中心に

支援を受けており、東京大学 CoREF からは、非常

勤職員を派遣していただき、アクティブ・ラーニン

グの研修を校内で進めています。

（４）自習環境の整備

　生徒の自学する力を伸ばすために、自習環境の整

備に力を入れています。自習室は、平日は朝 7 時

30 分から午後 8 時 30 分まで、土・日曜日も午後 5

時まで使用することができます。また、自習室には

大学生チューターが配置されており生徒の質問等に

対応しています。

　その他にも校内のいたる所に学習スペースを設

け、部活動後も自学自習できる環境を準備していま

す。放課後には、校内の様々な場所で勉強する生徒

の姿が見られ「すき間時間」を見つけ自らの意志で

学ぶ生徒の多さが、本校の校風になっています。

（５）民間教育機関の活用　　　　　　　　　　　

　学校教育を補完するものとして民間教育機関の活

用も進めています。学習メンター制度は放課後学習

の有料サービスとして、生徒 3 名程度に ( 株 ) トモ

ノカイから派遣された大学生メンター 1 名が付き、

学習の進行管理のアドバイスや質問に答える事業で

す。他にも予備校講師が本校を会場に行う夏・冬期

講習や、市の給付型奨学制度を利用して夏・冬季休

業中に代々木ゼミナールの宿泊講習（本年度はコロ

ナ禍により通学で受講）に約 20 名を無償で派遣す

る事業など、民間教育機関の力を積極的に活用して

います。予備校講師等による講習は、生徒にとって

授業とは違った体験となり、大学受験に向けた良い

刺激になっています。

（６）川口市独自の人材配置

　本校の教員配置については、１人の教員が担当す

る生徒数が約 10.6 人であり、一般的な公立高校や

私立高校より多くの教員が配置されています。特に、

本校の教育を充実させるための特色ある人材配置

は、大きな特色となっています。

　　　　　　　　　　　　 　  CIR（Coordinators 

for International Relations 国際交流員）が８

名配置されていることは大きな強みです。一般的な

ALT は教員のアシスタントですが、本校では CIR

を主とした T・T を行い、英語の４技能の向上に成

果を上げています。中でもチーフ CIR は、理科の

専門性が高く、理数科に対して英語で科学を学ぶ

Science English という取り組みを行っています。

その他にも、前述のアクティブ・ラーニング支援員

や ICT 支援員、進路カウンセラーなど、川口市独

自の人材配置を活用して教育活動の充実を図ってい

ます。

（７）グローバル人材の育成

　CIR( 国際交流員 ) のチームとグローバル教育推進

部が連携し、理数科で行う「Science English」な

どのオールイングリッシュの授業や夏季休業中に５

日間行われる「English Summer Camp」、昼休み

のランチ交流会「Ekomai Corner」などのグロー

バルリーダー養成プログラムが豊富なことも本校の

特色の一つです。また、長期留学をはじめ海外派遣

や交流にも積極的に取り組んでいます。

　①フィンドレー市との交流

　　川口市が友好都市の締結をしているアメリカ・

　オハイオ州フィンドレー市との連携を推進してい

　ます。令和元年度からは、２名の生徒を９か月の

　長期留学生としてフィンドレー高校に派遣しまし

　た。また、令和２年度からは川口市教育委員会

　の短期派遣事業として夏季休業中にフィンドレー

　大学で行われる２週間のプログラムに生徒を派遣

　する予定になっています。（コロナ禍により現在

　は中止）

　②理数科ハワイ研修旅行

　　チーフ CIR の出身校であるハワイ州プナホス

　クールとの交流を進めており、修学旅行に代わる

　理数科の研修旅行先として令和元年度には 2 年生

　の生徒を派遣しました。（コロナ禍によって令和

　２，３年度は中止）

　③オーストラリア短期派遣

　　夏季休業中に 1，2 年生の希望生徒を対象に行っ

　ているオーストラリア短期派遣では、現地の幼小

　中高一貫校で生徒同士の交流を中心としたプログ

　ラムが組まれています。

（８）ICT の活用と BYOD の導入

　平成 30 年の開校時には、当時の文部科学省が示

した「ICT 整備５か年計画（2018〜）」の目標値を

満たす環境を整備してスタートしました。各教室に

はプロジェクターが完備され全ての教員にはタブ

レット P C が配布され、３人に１台のタブレット

PC を活用した授業を展開してきました。

　その後、コロナ禍によるオンライン授業や小中学

校における GIGA スクール構想の導入などを受け、

　　　　　　　　　  BYOD（Bring Your Own 

Device）により、各家庭が用意した一人一台の学

習用端末を活用して、学校での学習と家での学習を

連動させ、いつでもどこでも学ぶことができる環境

を構築する計画です。

４　おわりに

　本校は、開校４年目の生まれたばかりの学校です。

未完成であることは、伝統にとらわれず新しいこと

にチャレンジできることにも繋がります。可塑性の

高さが本校の最大の強みであり、今後も、公立・私立、

県内・県外を問わず、先進校から様々な学校づくり

の良い面を吸収し、未来を創るしなやかでたくまし

い人材を輩出する学校づくりを進めていきたいと考

えています。

とりわけ、ネイティブ教員である

令和4年度当初からは、
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　少し古い話題で恐縮です。

　2018 年 7月、東京医科大学で、文部官僚の息子

を不正入学させたことや、女性の合格を抑制する

ための点数操作を行っていたことが発覚して大問

題となり、10 月 1 日付で初めての女性学長が誕

生しました。

　これは、学長職に女性を据えておけば、「女性差

別などしていません」というアピールになり、評判

を回復できるだろうという意図があったことがす

ぐ推察できます。

　それはともかく、そもそも不正な点数操作を女

性差別として無条件に告発する空気に問題はない

でしょうか。なぜそうせざるを得ないかという背

景が、医師の世界にはあるに違いないのに、そのこ

とが語られていないのではないでしょうか。

　試験の成績という点では、女子のほうが優秀で

す。だから点数だけで合否を決めると、医療界は女

性医が多数を占めることになってしまうでしょ

う。ところが医師は責任が重く、気の抜けない重労

働です。必ずしも「入学試験」の成績優秀者が、この

任に適しているわけではありません。

　一方で女性の多くは、妊娠出産というもう一つ

の重労働を抱え、また子どもが小さいうちは、でき

れば育児に専念したいという気持ちを抱いている

人がほとんどです。そうすると、医師の世界では、

大事な時に一時離脱せざるを得なくなります。

　この事件を報じた記事では、そのことを裏付け

るような数字が掲げられていました。男女の医師

を対象に行ったある調査によると、東京医大が女

性受験者を一律減点したことについて、「理解でき

る」「ある程度は理解できる」の合計が 65％に達し

たというのです。また別の調査では、「医療現場で

男性と女性の医師とで業務内容などに差がある

か」という質問をしたところ、73.2％が「ある」と

答えたそうです。

　つまり、医療現場では、男女の戦力の質の違いが

けっこう切実な問題であることがわかります。

　それは良いのですが、この記事も「意識改革が必

要だ」というような記述で締めくくられています。

これは明らかに、記事を書いた記者が、男女すべて

が平等に働ける環境が理想的だと考えていること

を表わしています。思わずそのように書いてしま

うところに、いかにほとんどの人が「差別」と非難

されることを恐れて、男女の区別について語るこ

とをタブー視しているかが示されています。

　医療現場での業務内容が男女で異なるのは当然

のことであり、一律減点に理解を示す医師が多い

のも、男女の区別を考慮すれば十分納得できるこ

とです。

　医療現場はその部局にもよりますが、一般に強

い使命感が要求される時間制限のない厳しい戦場

です。時には夜を徹して手術などに臨まなくては

なりません。そうした重大な責任感が要求される

過度な平等主義イデオロギーの罪

小浜　逸郎（評論家・国士舘大学客員教授）
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業務に、女性を男性と平等に従事させなくてはな

らないとしたら、それは女性にとってあまりにも

可哀相ではないでしょうか。

　たとえば、ゼロ歳児や 1歳児を抱えた女医さん

が、わが子の側にいてあげたいと思いながら、無理

に頑張る――こんなのはどう考えてもおかしいと

私は考えます。

　仕事に就くことをあくまでよしとするような平

等主義イデオロギーは、女性にとってかえって残

酷なのです。これは何も医療現場に限ったことで

はありません。きつい労働現場に男性並みに女性

を駆り立てることをよしとするような思想が、ど

こか間違っているのです。

　このイデオロギーは、生活にゆとりと豊かさを

提供する役目をもつはずの政治の怠慢を押し隠す

役割を果たしています。

　経済政策が適切に行なわれれば、家庭を何より

も大切にしたいと思っている普通の女性の価値観

が満たされます。家庭を持つ女性は余裕とやる気

のある範囲で働けばよくなります。

　こういう考え方を聞くと「なんて古くさい」と感

じられるかもしれませんが、古いと切り捨てるこ

とが、現実をそのまま受け入れて、このイデオロ

ギーにまんまと乗せられてしまうことなのです。

ちなみに欧米の意識調査でも、「人生で一番大事な

ことは何？」と女性に聞くと、圧倒的多数が「家庭」

と答えることが知られています。「仕事」と答える

人はごくわずかなのです。



　少し古い話題で恐縮です。

　2018 年 7月、東京医科大学で、文部官僚の息子
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景が、医師の世界にはあるに違いないのに、そのこ

とが語られていないのではないでしょうか。

　試験の成績という点では、女子のほうが優秀で

す。だから点数だけで合否を決めると、医療界は女

性医が多数を占めることになってしまうでしょ

う。ところが医師は責任が重く、気の抜けない重労

働です。必ずしも「入学試験」の成績優秀者が、この

任に適しているわけではありません。

　一方で女性の多くは、妊娠出産というもう一つ

の重労働を抱え、また子どもが小さいうちは、でき

れば育児に専念したいという気持ちを抱いている

人がほとんどです。そうすると、医師の世界では、

大事な時に一時離脱せざるを得なくなります。

　この事件を報じた記事では、そのことを裏付け

るような数字が掲げられていました。男女の医師

を対象に行ったある調査によると、東京医大が女

性受験者を一律減点したことについて、「理解でき

る」「ある程度は理解できる」の合計が 65％に達し

たというのです。また別の調査では、「医療現場で

男性と女性の医師とで業務内容などに差がある

か」という質問をしたところ、73.2％が「ある」と

答えたそうです。

　つまり、医療現場では、男女の戦力の質の違いが

けっこう切実な問題であることがわかります。

　それは良いのですが、この記事も「意識改革が必

要だ」というような記述で締めくくられています。

これは明らかに、記事を書いた記者が、男女すべて

が平等に働ける環境が理想的だと考えていること

を表わしています。思わずそのように書いてしま

うところに、いかにほとんどの人が「差別」と非難

されることを恐れて、男女の区別について語るこ

とをタブー視しているかが示されています。

　医療現場での業務内容が男女で異なるのは当然

のことであり、一律減点に理解を示す医師が多い

のも、男女の区別を考慮すれば十分納得できるこ

とです。

　医療現場はその部局にもよりますが、一般に強

い使命感が要求される時間制限のない厳しい戦場

です。時には夜を徹して手術などに臨まなくては

なりません。そうした重大な責任感が要求される

1947年横浜生まれ。横浜国立大学工学部卒業。学校論、家族
論から思想・哲学・政治・経済まで幅広い評論活動を展開。
著書『癒しとしての死の哲学』『人はなぜ働かなくてはならな
いのか』（以上、洋泉社）、『方法としての子ども』『可能性と
しての家族』『男はどこにいるのか』（以上、ポット出版）、
『なぜ人を殺してはいけないのか』『弱者とは誰か』『新訳・
歎異抄』『福沢諭吉しなやかな日本精神』『デタラメが世界を
動かしている』『13人の誤解された思想家』（以上、PHP研究
所）、『吉本隆明　思想の普遍性とは何か』『大人への条件』
（以上、筑摩書房）、『時の黙示』（学藝書林）、『オウムと全
共闘』（草思社）、『日本の七大思想家』（幻冬舎）、『日本語
は哲学する言語である』（徳間書店）ほか多数

プロフィール

● 著書紹介

『人生のトリセツ』（徳間書店）
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業務に、女性を男性と平等に従事させなくてはな

らないとしたら、それは女性にとってあまりにも

可哀相ではないでしょうか。

　たとえば、ゼロ歳児や 1歳児を抱えた女医さん

が、わが子の側にいてあげたいと思いながら、無理

に頑張る――こんなのはどう考えてもおかしいと

私は考えます。

　仕事に就くことをあくまでよしとするような平

等主義イデオロギーは、女性にとってかえって残

酷なのです。これは何も医療現場に限ったことで

はありません。きつい労働現場に男性並みに女性

を駆り立てることをよしとするような思想が、ど

こか間違っているのです。

　このイデオロギーは、生活にゆとりと豊かさを

提供する役目をもつはずの政治の怠慢を押し隠す

役割を果たしています。

　経済政策が適切に行なわれれば、家庭を何より

も大切にしたいと思っている普通の女性の価値観

が満たされます。家庭を持つ女性は余裕とやる気

のある範囲で働けばよくなります。

　こういう考え方を聞くと「なんて古くさい」と感

じられるかもしれませんが、古いと切り捨てるこ

とが、現実をそのまま受け入れて、このイデオロ

ギーにまんまと乗せられてしまうことなのです。

ちなみに欧米の意識調査でも、「人生で一番大事な

ことは何？」と女性に聞くと、圧倒的多数が「家庭」

と答えることが知られています。「仕事」と答える

人はごくわずかなのです。
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モンティ・ホール問題からの教訓
浅沼　渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾ファインズ講師）
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万葉集・つばらつばら（20）

布浦　万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）

嬥歌會

　筑波山は関東平野のほぼ中央にあって孤高を誇

り、女体山・男体山の二峰を有することから夫婦

の山を意味し、生命の安産を祈り、五穀豊穣を山

に祀ってきた。それ故に筑波山が嬥歌會の山とし

て全国に周知されているのも成る程と思うのであ

る。

　嬥歌會は、春は豊穣の予祝い、秋は収穫の感謝

の祝いとして春秋の２回、男女多数が筑波山に集

まり、飲食し歌を掛け合い、性の解放を行った庶

民の行事である。嬥歌會に詳しい作家の永井路子

氏によれば、嬥歌會は「国家公認のオープンセッ

クスディ」であったという。

　万葉の時代には、このような風習が全国的に行

われていたと思われる。大きく分けると東国地方

では嬥歌會と称しているが、大和以西ではこれを

歌垣と呼んでいる。行われた場所は、山頂や川そ

して人が集まる市などであった。現在、分かって

いる場所としては、日本三大歌垣といわれている

常陸国（茨城県つくば市）の筑波山、摂津国（大

阪府能勢町）の歌垣山、肥前国（佐賀県白石町）

の杵島山である。嬥歌會の風習は、中国南部の雲

南省やベトナム、インドシナ半島、フィリピンや

インドネシアにも存在していたといわれている。

　現在でも中国雲南省の白族には、嬥歌會の原形

ともいうべきものが残されている。男女が数時間

にわたって情熱的な即興の歌を交わし、結婚相手

を求める嬥歌會である。貴州省の玩山で行われて

いるトン族の嬥歌會では、なぞなぞ問答形式の歌

の掛け合いから相手の人格や学識などを判断し、

意中の人が決まるという行事が残されている。ま

た、同じく中国貴州省の苗族にも村の丘の上で男

女が歌の掛け合いをし、集団合唱によるものが残

されているが、現在では観光化されているという。

　日本でもこれに似た行事が現在も残されてい

る。鹿児島県大島郡龍郷町の「平瀬まんかい」で

ある。海岸にある２つの大岩に数人の男女が上り、

向かい合って相手を招くような手振りをし、交互

に歌を交わす行事である。また、沖縄県石垣島の

「とばらーま」は、畑から帰る男女が即興で歌の

掛け合いをする形が存在している。秋田県横手市

の「仙北荷方節」の大会には、舞台に上がった 2

人が郷土民謡の曲に合わせて即興の歌を応酬し競

うという形も残っている。ある年齢以上の方には

懐かしい「はないちもんめ」のわらべ歌もその原

形ではないかと指摘する研究者もいる。

　このように嬥歌會の伝播は、古代日本の文化に

於いて東南アジアから中国南部にかけての地域と

一体の文化圏を築いていたと思われる。

かがい

うたがき

いち
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　常陸国の国司であり、歌人でもあった高橋連虫

麻呂は、妻を伴なって筑波山の嬥歌會に参加した

実態を長歌として万葉集に詠んでいる。

　筑波嶺に登りて嬥歌會をする日に

　作る歌一首

鷲の棲む　筑波の山の　裳羽服津の　その津の上

に　率ひて娘子壯士の　行き集ひ　かがふ嬥歌に

人妻に我も交わらむ　我が妻に　人も言とへ　こ

の山を　領く神の昔より　禁めぬ行事ぞ　今日の

みは　めぐしもな見そ　言も咎むな　　（1763）

　　　　　　　　　　

プロフィール

＊万葉集「まほろばの会」主宰

＊萬葉学会会員

＊茨城県民大学万葉集講師

＊その他、各地で万葉集講座講師・講演活動を行う

＊アメリカ・ホノルルにて万葉集を講演

＊国連ヨーロッパ本部（ジュネーブ）にて万葉集を講演

＊J K K副代表

  ＊一般財団法人つくば市国際交流協会理事長

＊公益財団法人茨城県国際交流協会理事

　　　　　　　　　　反歌

　男神に　雲立ち上り

　しぐれ降り　濡れ通るとも我れ

　帰らめや　　　　　　　　　　　　　（1764）

　嬥歌會を詳しく捉え、長歌を得意とした高橋虫

麻呂らしい歌である。

　

もはきつ

あども

うしは いさ

こと

わざ

あがひをとめをとこ

ひこかみ
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　今回は数学Ⅱ三角関数で扱うサインのグラフを
パラパラ漫画風にしてさまざまな事を理解するこ
とを目的とした工作を紹介いたします。この工作
を実施しておくと、後々さまざまな事に気が付い
て理解が深まる教材です。ぜひ生徒自身の手で作
らせて、できた感動と理解をご一緒に。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．工作をさせる重要性と演出
　三角関数の単元では、最初に弧度法、次に三角
関数の相互関係、次にグラフという順番です。タ
イミングとしてはグラフの学習に入る前にパラパ
ラサイン作りを 1 時間設けています。
　事前にノリとはさみ、マーカーを持参させて教
室に入ります。まずはパラパラサインの紹介から。
今日はこんなものを作りますと見せてから、パラ
パラやって見せると「おー！」の声。何度かやっ
て見せてどんな仕組みになっているのかを観察さ
せます。この演出が重要で、生徒に興味を持たせ
るように工夫してください。これを作ると後に学
習する公式が理解でき、第 1 に仕組みが分かる
ことで理解が深まります。中には面倒くさいとい
う生徒が出ます。「作ってみたい！と興味を持た
せることが重要です。

2．ここでの学習について
　すでに単位円で 30°，45°，60°に関連する角度
について学習済みです。例えばサイン 45°、コサ
イン 120°の値などが、求められるレベルです。
　パラパラサインは 1 枚のカードに必要事項を
記入して台紙に貼り付けていくとグラフが出てき
ます。15 度間隔で 2 周期分の作成になるので、
カード 49 枚が必要になります。 ( 図 1)。
　0 度から始まり 720 度まで 15 度間隔でカード
を作ります。最後は 720 度で終わるはずですが、
中は 725°になったりする生徒が出てきますの
で、見ていて楽しいです。
　

　

　サインの値は高校数学Ⅱ教科書巻末の表の「三
角関数の値」を利用させます。作成マニュアルの
プリントを作っておき、そこに図 1のほか、三角関
数の値 (90°まで) を載せておくとよいと思います。
　生徒はこの値とメモリが一致していることに気
が付き、そこに色を塗っていくことになります。
さらに絶対値が同じ値 ( と表現したらいいのか、
プラスとマイナスのことです ) が何度も出てきま
す。0.2588 などの数値を覚えてしまうようです。
　スティックのりは乾くとはがれやすいので、液
体のりのほうがおすすめです。ハサミとともに生
徒各自に持参させましょう。以前のりしろをカッ
トしてしまって作り直しになった生徒がいまし
た。早くパラパラやってみたい気持ちはわかるの
ですが、注意してあげるとよいと思います。
　完成したパラパラサインは何度も回転の様子を
観察することが大切になります。出来上がった生
徒たちはとても満足そうでした。Ｂ４版たて半分
の厚紙を配って貼り付けるとしっかりします。

3．パラパラサインからわかること
　ザッと気が付いたことを並べてみます。
・単位円とグラフの関係を同時に見ることができる。
・同じ値が何度も出てくることから、
 
 
のように
　　　　 
の公式などが理解できる。
・グラフの概形を知ることで、最大値・最小値が
　分かる。
・周期 360°の周期関数であること。など

4．パラパラコサインの作成
　今年度の高校 2 年生にはパラパラコサインも
作成させてみました。パラパラサインと作り方・
仕組みは同じですので、要領よく作ることができ
ました。一度作った経験が生かされるのです。
　今回は作成用の図がきれいに描けておりませ
ん。先生方で同じようなものを作成し、試してみ
ていただければと思います。私はこれまで何パ
ターンか作ってみました。授業時間 1 時間で終
わらせるために 1 周期 360 度のパラパラも作り
ました。しかし、それでは物足りません。やはり
2 周期 720 度は必要ではないかと思うのです。
試行錯誤し、何度か作り変えて今に至ります。
　また、パラパラタンジェントもありますが、今
年は省略しました。合成関数もパラパラ工作で作る
ことができます。これについての授業と工作につい
ては次回に紹介させていただきたいと思います。

参考文献

・楽しくわかる数学 100 時間　あゆみ出版 (1990 年 )

  【新装版　たのしくわかる数学 100 時間　日本評論社　

　(2010 年出版 )】

・のびのび数学　三省堂出版 (1991 年 )

 あずさ2号のダイヤグラム

sin15ｸ× sin165ｸ
sin15ｸ× Psin195ｸ

sinｵ×sin（180Pｵ）

教科書

版

大水　秀樹（東星学園中学校高等学校 数学科）
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「これはいじめではない」

由紀　草一（元茨城県公立高校教諭）

　旭川の女子中学生いじめ凍死事件は、最近

NHKの「クローズアップ現代」（令和3年11月9

日）とTBSの「報道特集」（同27日）で採り上げ

られたが、他の地上波TVなどではほとんど見か

けない。盛り上がっているのはYoutubeや

Twitter、FacebookなどのいわゆるSNS上

でだから、ネット世界に疎い人は、全く知らない

場合もある。火をつけたのは「文春オンライン」

（第一回は令和3年4月15日）だということもあ

るのかも知れない。

　ただ、大手マスコミがこの件に及び腰である理

由はほぼ見当がつく。北九州連続監禁殺人事件や

尼崎連続殺人事件と同じくあまりにも陰惨だし、

あからさまに下半身がらみ。それでいて関係者に

は小学生もいる。被害者側ではなく、加害者側に。

ただその場にいて、見ていただけにしても。性的

暴行の加害者として、小学生を描いたものは、小

説でさえ、アガタ・クリストフ「悪童日記」に一

応あるが、それ以外には私には思いつかない。ま

して、ノンフィクションとなると、顔を背けたく

なる人が多いと予想される。ならば、商品として

のニュース・バリューには問題あり、ということ

になる。

　逆に、噂話のレベルで盛り上がるネット上では、

恰好のネタになる。中には、無関係な人間が加害

者として実名や住所が晒されたり、反社会的団体

の関与の疑いがあるなどと、陰謀論めいた書き込

みもある。そういうのは別としても、現在進行中

の不明なところもかなりあり、また、ある種の遠

慮から、敢えて言わずにすましている部分もある

ようだ。

　遠慮とは、上に書いたような、「子ども」に関

することである。子どもは純粋無垢な存在だと、

何人の人が本気で思っているかは知らないが、そ

の思いはあることにしようという合意は、どうも

あるようなので、敢えて傷つける必要はあるまい。

それに第一、なんといっても子どもには、大きな

社会的影響力があるわけでもなし、黙っていた方

がいいだろう、と。そこで、非難の言葉の八割方

は、公的な立場にあるにもかかわらず、事態にち

ゃんと対処しなかった大人たち、つまり学校教師

や教育委員会に向けられる。

　私もそれに倣うべきなのかも知れない。しかし、

「敢えて触れずにおく」領域に、いわゆる教育現

場にいるか否かを問わず、我々が今後直面しなけ

ればならない現実があるようにも思える。そこで、

文春オンラインの記事を加筆構成した文春オンラ

イン特集斑（以後「特集斑」と略記する）編著

『娘の遺体は凍っていた』に書かれている事実

（これにもまちがいはない、とまでは断定できな

い）から、推測も交えて、事件ついて省察を試み

る。固有名詞のアルファベット表記は、同書によ

る。

　令和元年4月、廣瀬爽彩さんが中学校に入学し

て間もなく、それは始まった。

　きっかけは、放課後、塾へ行く前に過ごした児

童公園で、同じ学校の中三のA子と知り合って、

いっしょに過ごすようになってからだった。やが

てA子の友だちのB男とC男がその場に加わる。

　C男は他の三人とは別の中学だったが、6月3日、

次のようなラインメールを爽彩さんに送ったこと

が分かっている。「裸の動画送って」「写真でもい

い」「お願いお願い」「（送らないと）ゴムなしで

やるから」。これで爽彩さんは結局、向こうが望

むような画像を送っている。

　C男の最後の言葉から、この時までに爽彩さん

はレイプされていた、と考えてまずまちがいない。

いや、それより前、ゴールデン・ウィークに、B

男らから、夜中の４時にラインで呼び出され、行

こうとするのを母親はなんとか止めたが、爽彩さ

んはひどく脅えた様子だったという。中学に入っ

て1ヶ月経つか経たぬかのうちに、決定的なこと

が起きていたのだ。

　それにしても、この脅え方はなんだろう。女子

中学生とは言え、レイプを含めた暴力だけで、こ

こまで言いなりになるものだろうか。どうも、「弱

味を握られていた」気配がある。それは何か。

　現時点ではそれはやっぱり、恥ずかしい動画・

画像であったろうと思える。たぶん、レイプ、そ

の時の、あるいはその後の、とか。ネット上で拡

散されたりしたら、特に思春期の少女にとっては、

この世に居場所がなくなるような、死ぬしかない

ような感じになるもの。

　そこで一度言いなりになると、ドツボに嵌まる

ことになる。加害者側は、より強い刺激を求めて、

要求をエスカレートしていく。「裸の動画」を送れ、

とは、以前に自分たちが撮ったのとは別の姿態の、

という意味であったろう。やがて、オナニーの動

画、さらに彼らが見ている前での実行、へと進む。

　A子は、最初は爽彩さんに同情し、味方のよう

な顔をしていたが、実はC男に、送られてきた画

像を自分にも共有させることを要求し、受け取っ

ている。現在、彼女こそ主犯だったろうと言われ

ている。すべては最初から仕組まれた罠だったの

か。そうかも知れない。それにしても、中学生が、

と思う人も多いだろう。

　上のようなストーリー、つまり、無理矢理かこ

っそりとか、恥ずかしい動画・画像を撮って、そ

れをネタに脅して、支配して、ますます恥ずかし

いことをさせる、という筋のDVDなどは、少しも

珍しくない。それも、かなり前から、小中学生の

手の届くところに、ある。郵便受けに入っている、

その種の商品の宣伝ビラを見たことはありません

か？　これはもう古いか。パソコンはなくてもス

マホがあれば、ネットで、それこそいくらでも見

つかるのだから。

　それでも、さすがに、このストーリーを真似て、

実践しよう、なんて者はごく少数である。しかし、

ごく稀には、ある。それも、軽いノリで、悪意は、

あっても、ニヤニヤ笑いに包んで、「悪ふざけ」

の遊びとして。実はこれが、一番怖いところなのだ。

　A子は、保護者同伴で、特集斑のインタビュー

に応えている。爽彩さんとは「友達」だったと言

うが、彼女が死んだことについては「正直、何も

思ってなかった」。公園で、皆の前でオナニーを

やらされたことは、イジメとは思わなかったか？

「うーん？」。その場のノリのようなものだった？

　「うんうんうん」。

「死ぬから画像を消して下さい」と爽彩さんに哀

願されて、「死ぬ気もねぇのに死にたいとかいうな

よ」と言ったことは認めた。「周りに小学生いる

のに死にたい死にたいとか、死ぬ死ぬとか言って

て、どうせ死なないのに次の日またあそこの公園

に現れてたから、小学生にはそういうのはダメで

しょ？　と思って言ったんです」。教育的配慮（別

に皮肉ではない）からの言葉だった、というわけ

だ。

　もう一つ印象的だったのは、A子がこの一連の

行為の首謀者だったのではないか、と問われたと

きの、母親とのやりとりだ。

「いやだって、そもそも、こんな子に命令されて

誰が言うことを聞くのって話じゃないですか」

「おい！」（A子）

「うち同級生だったら別に（言うことを聞かない）

……」（A子の母親）

　ごまかそうとしているのか？　そうであっても、

TVで女芸人たちが毎日やっている軽いツッコミ。

この雰囲気がすべてを支配していたろう。学校も

また。

　爽彩さんの母からイジメの調査を依頼された当

時の担任は（実名が出ている）、「あの子たち（A

子ら）おバカだからイジメなどないですよ」「今

日は彼氏とデートなので、相談は明日でもいいで

すか」などと応えた。デートは事実でも、もっと

もらしい口実をこしらえることもできたろうに。

その程度の深刻さも感じていなかったということ

だ。後に、調査は、やるにはやったが、爽彩さん

が、「A子には言わないでくれ」と頼んだのに、A

子の担任教師に伝えたので、そこからA子にもす

ぐ伝わったという杜撰さ。

　弁護するつもりはないが、A子たちを見ると、

「おバカ」で、ヤンチャではあっても、イジメな

んて大それたことがやれるか？　「悪ふざけ」がせ

いぜいじゃないか？　と思えたのだろう。たぶら

かされていた？　いや、むしろ、確かにすべてが、

「悪ふざけ」の「遊び」だったのだ。それで一人

の少女が死ぬまで追い詰められたとしても。だっ

て、そのほうが、スリリングで、面白い遊びにな

るじゃないか！

　大人には何ができるだろうか。

　同年6月22日、小学生を含めた十人ほどに囲ま

れた爽彩さんは、A子から「死ぬ気もないのに…

…」と言われ、ついに川に飛び込んだ。この時は

事前に中学校に助けを求める連絡をしていたので、

駆けつけた教師に救い出された。警察も来た。残っ

ていた子ども達は、「この子はお母さんから虐待を

受けて」いたから自殺を図ったのだと警官に言っ

たので、母親が病院へ付き添うことは拒否された。

それは嘘だとわかるまでに、グループ内で共有し

ていた証拠になるメッセージや、猥褻な画像は消

去していたが、警察は復元できる。その場にいた

全員が取り調べられた。爽彩さんに対する加害行

為は、この時もうほぼ全容が明らかになっていた

のである。

　しかし、十四歳以下の者には刑事罰は問えない。

家裁に送致することはできるが、例えばC男を児

童ポルノを製造した廉で訴追しようとしても、販

売したわけではなく、言わば中途半端だ。その他、

暴行、脅迫、強制猥褻、どれをとっても立件する

にはいまいち決め手に欠ける、と思われたのだろう。

結果、全員が「厳重注意」の処分で済んだ。

　被害者からすれば、彼らはこれだけのことをや

りながら、結局野放しにされたのと同じだと見え

たろう。つまり、法律も自分を守ってくれないの

だ、と絶望を深める要因になったろう。加害者た

ちはと言えば、もちろん反省などしなかった。猥

褻動画・画像は、 グループの一人がバックアップ

をとっていて、また共有し、爽彩さんが転校して

もなお、脅しの材料にし続けた。その挙句、爽彩

さんは令和3年2月13日に家を出て、約1ヶ月後、

雪の下で、凍った姿で発見された。

　今、非難の的になっている学校は？　加害者の

「処分」ということに関して、警察以上のことが

できるわけはない。学校は「指導」をする場所な

のだ、と、A子たちの学校の元校長は、特集斑に

よるインタビューで、何度も言っている。同校で

は令和元年9月11日に爽彩さん母娘と、加害者側

の生徒と保護者を呼んで「謝罪の会」を開いてい

るが、その場に弁護士が同席することは、校長は

拒否する方針だった。「教育機関のあるべき姿じゃ

ない」と。「弁護士がいるなんて子どもからしたら

どれだけ厳しい状況だと思います？」とも。

　爽彩さんが転校した先の学校での「謝罪の会」

では、最初から弁護士同席を認めているし、前の

学校も結局はそうしている。その後のことを考え

たら、弁護士がいることなど、保護者はともかく、

中学生には、「厳しい状況」と感じられたわけでは

ないようだ。それにしても、なぜ「厳しい」のは

いけない？　答えは決まっている。「学校は教育的

指導の場だから」。

「10人の加害者の未来と、1人の被害者の未来、

どっちが大切ですか。10人ですよ。1人のために

10人の未来をつぶしていいんですか」という、多

くの憤激を招いている同校教頭の言葉はどうだろ

う。けっこう「教育的」ではないだろうか？　「何

人いようが、こんなひどいことをするやつらの未

来なんて、考えていられるか」と言ったら、今な

ら共感してくれる人はいるだろうが、この事件が

明らかになる前にこう言っても、あなたは認めま

したでしょうか？　よく考えていただきたい。

　学校の事なかれ主義は否定しない。いじめ事件

が起きたこと自体で、その学校の不名誉になるか

ら、なるべく外部には隠したい心理は確かにある。

上の校長と教頭の言葉は、そのための都合のいい

隠れ蓑、口実になっているのはそうだ。つまり、

子どもなら、たとえ何をしても守るべきだという

「教育はかくあるべき論」は、抽象的なお題目な

ので、そんなふうにも使われ得る。教育に興味が

ある人なら、多少は心得ておいてもいいだろう。

　だいたい、「教育」では、このような事件は解決

できない。人格の力だけで子どもを正しく教え導

ける偉大な教師は、絶対にいないとは言わないが、

それをすべての教師に期待するなんて、およそ非

現実的だ、ぐらいは、納得していただけないもの

かなあ。

　なぜなら、これは「いじめ」なんてものではな

い。犯罪だ、それもかなり凶悪な。と言って、加

害者たちが特に極悪人だと言いたいわけではない。

すべての子どもが、大人もそうであるように、天

使でも悪魔でもない、人間なのだ。人間は、ごく

普通に育ちさえすれば、「これはやってはいけない」

という最低の倫理観は身につくのだが、何かけの

きっかけでそれがなかったり、無くしたりする場

合がある。その人が一人で生きているなら、じっ

くり教え諭して、つまり教育しようとするのもよ

いが、他に危害を加える場合には。罰で脅して、

やめさせるしかない。それは大人でも子どもでも、

基本的に変わらないのである。

　以上は、大人なら心得ておくべき常識の一つだ

と思う。これを考慮に入れた上で、今後、子ども

に関する社会制度をどうするか、考えていくべき

だろう。少年法も義務教育の概念も変える。何よ

り、「子ども」に対する一元的な思い込みを変える。

その必要性は、見えてきている。

　具体的に、できるだけ早く、今すぐにでもやら

ねばならないと思うのは、被害者救済である。ひ

どいいじめ・加害行為を受けている子どもは、で

きるだけ遠く、最低でも市外に、無料で、避難で

き、また「教育を受ける権利」が保証される場所

を作るべきだ。「被害者がなんで逃げなくては成

らないんだ」という声はよく聞くし、もっともだ

とは思うが、理不尽な戦争にこそ、避難所は必要

なのである。何しろ、逃げ場がない状態に被害者

を置いたら、最悪の事態を招く、それが今回の事

件から得られる最大の教訓なのである。児童相談

所の機能を拡充するなどで、実行することはそん

なに難しくないと思う。政治家にも国民の皆さん

にも、是非御一考願いたい。
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　現時点ではそれはやっぱり、恥ずかしい動画・

画像であったろうと思える。たぶん、レイプ、そ

の時の、あるいはその後の、とか。ネット上で拡

散されたりしたら、特に思春期の少女にとっては、

この世に居場所がなくなるような、死ぬしかない

ような感じになるもの。

　そこで一度言いなりになると、ドツボに嵌まる

ことになる。加害者側は、より強い刺激を求めて、

要求をエスカレートしていく。「裸の動画」を送れ、

とは、以前に自分たちが撮ったのとは別の姿態の、

という意味であったろう。やがて、オナニーの動

画、さらに彼らが見ている前での実行、へと進む。

　A子は、最初は爽彩さんに同情し、味方のよう

な顔をしていたが、実はC男に、送られてきた画

像を自分にも共有させることを要求し、受け取っ

ている。現在、彼女こそ主犯だったろうと言われ

ている。すべては最初から仕組まれた罠だったの

か。そうかも知れない。それにしても、中学生が、

と思う人も多いだろう。

　上のようなストーリー、つまり、無理矢理かこ

っそりとか、恥ずかしい動画・画像を撮って、そ

れをネタに脅して、支配して、ますます恥ずかし

いことをさせる、という筋のDVDなどは、少しも

珍しくない。それも、かなり前から、小中学生の

手の届くところに、ある。郵便受けに入っている、

その種の商品の宣伝ビラを見たことはありません

か？　これはもう古いか。パソコンはなくてもス

マホがあれば、ネットで、それこそいくらでも見

つかるのだから。

　それでも、さすがに、このストーリーを真似て、

実践しよう、なんて者はごく少数である。しかし、

ごく稀には、ある。それも、軽いノリで、悪意は、

あっても、ニヤニヤ笑いに包んで、「悪ふざけ」

の遊びとして。実はこれが、一番怖いところなのだ。

　A子は、保護者同伴で、特集斑のインタビュー

に応えている。爽彩さんとは「友達」だったと言

うが、彼女が死んだことについては「正直、何も

思ってなかった」。公園で、皆の前でオナニーを

やらされたことは、イジメとは思わなかったか？

「うーん？」。その場のノリのようなものだった？

　「うんうんうん」。

「死ぬから画像を消して下さい」と爽彩さんに哀

願されて、「死ぬ気もねぇのに死にたいとかいうな

よ」と言ったことは認めた。「周りに小学生いる

のに死にたい死にたいとか、死ぬ死ぬとか言って

て、どうせ死なないのに次の日またあそこの公園

に現れてたから、小学生にはそういうのはダメで

しょ？　と思って言ったんです」。教育的配慮（別

に皮肉ではない）からの言葉だった、というわけ

だ。

　もう一つ印象的だったのは、A子がこの一連の

行為の首謀者だったのではないか、と問われたと

きの、母親とのやりとりだ。

「いやだって、そもそも、こんな子に命令されて

誰が言うことを聞くのって話じゃないですか」

「おい！」（A子）

「うち同級生だったら別に（言うことを聞かない）

……」（A子の母親）

　ごまかそうとしているのか？　そうであっても、

TVで女芸人たちが毎日やっている軽いツッコミ。

この雰囲気がすべてを支配していたろう。学校も

また。

　爽彩さんの母からイジメの調査を依頼された当

時の担任は（実名が出ている）、「あの子たち（A

子ら）おバカだからイジメなどないですよ」「今

日は彼氏とデートなので、相談は明日でもいいで

すか」などと応えた。デートは事実でも、もっと

もらしい口実をこしらえることもできたろうに。

その程度の深刻さも感じていなかったということ

だ。後に、調査は、やるにはやったが、爽彩さん

が、「A子には言わないでくれ」と頼んだのに、A

子の担任教師に伝えたので、そこからA子にもす

ぐ伝わったという杜撰さ。

　弁護するつもりはないが、A子たちを見ると、

「おバカ」で、ヤンチャではあっても、イジメな

んて大それたことがやれるか？　「悪ふざけ」がせ

いぜいじゃないか？　と思えたのだろう。たぶら

かされていた？　いや、むしろ、確かにすべてが、

「悪ふざけ」の「遊び」だったのだ。それで一人

の少女が死ぬまで追い詰められたとしても。だっ

て、そのほうが、スリリングで、面白い遊びにな

るじゃないか！

　大人には何ができるだろうか。

　同年6月22日、小学生を含めた十人ほどに囲ま

れた爽彩さんは、A子から「死ぬ気もないのに…

…」と言われ、ついに川に飛び込んだ。この時は

事前に中学校に助けを求める連絡をしていたので、

駆けつけた教師に救い出された。警察も来た。残っ

ていた子ども達は、「この子はお母さんから虐待を

受けて」いたから自殺を図ったのだと警官に言っ

たので、母親が病院へ付き添うことは拒否された。

それは嘘だとわかるまでに、グループ内で共有し

ていた証拠になるメッセージや、猥褻な画像は消

去していたが、警察は復元できる。その場にいた

全員が取り調べられた。爽彩さんに対する加害行

為は、この時もうほぼ全容が明らかになっていた

のである。

　しかし、十四歳以下の者には刑事罰は問えない。

家裁に送致することはできるが、例えばC男を児

童ポルノを製造した廉で訴追しようとしても、販

売したわけではなく、言わば中途半端だ。その他、

暴行、脅迫、強制猥褻、どれをとっても立件する

にはいまいち決め手に欠ける、と思われたのだろう。

結果、全員が「厳重注意」の処分で済んだ。

　被害者からすれば、彼らはこれだけのことをや

りながら、結局野放しにされたのと同じだと見え

たろう。つまり、法律も自分を守ってくれないの

だ、と絶望を深める要因になったろう。加害者た

ちはと言えば、もちろん反省などしなかった。猥

褻動画・画像は、 グループの一人がバックアップ

をとっていて、また共有し、爽彩さんが転校して

もなお、脅しの材料にし続けた。その挙句、爽彩

さんは令和3年2月13日に家を出て、約1ヶ月後、

雪の下で、凍った姿で発見された。

　今、非難の的になっている学校は？　加害者の

「処分」ということに関して、警察以上のことが

できるわけはない。学校は「指導」をする場所な

のだ、と、A子たちの学校の元校長は、特集斑に

よるインタビューで、何度も言っている。同校で

は令和元年9月11日に爽彩さん母娘と、加害者側

の生徒と保護者を呼んで「謝罪の会」を開いてい

るが、その場に弁護士が同席することは、校長は

拒否する方針だった。「教育機関のあるべき姿じゃ

ない」と。「弁護士がいるなんて子どもからしたら

どれだけ厳しい状況だと思います？」とも。

　爽彩さんが転校した先の学校での「謝罪の会」

では、最初から弁護士同席を認めているし、前の

学校も結局はそうしている。その後のことを考え

たら、弁護士がいることなど、保護者はともかく、

中学生には、「厳しい状況」と感じられたわけでは

ないようだ。それにしても、なぜ「厳しい」のは

いけない？　答えは決まっている。「学校は教育的

指導の場だから」。

「10人の加害者の未来と、1人の被害者の未来、

どっちが大切ですか。10人ですよ。1人のために

10人の未来をつぶしていいんですか」という、多

くの憤激を招いている同校教頭の言葉はどうだろ

う。けっこう「教育的」ではないだろうか？　「何

人いようが、こんなひどいことをするやつらの未

来なんて、考えていられるか」と言ったら、今な

ら共感してくれる人はいるだろうが、この事件が

明らかになる前にこう言っても、あなたは認めま

したでしょうか？　よく考えていただきたい。

　学校の事なかれ主義は否定しない。いじめ事件

が起きたこと自体で、その学校の不名誉になるか

ら、なるべく外部には隠したい心理は確かにある。

上の校長と教頭の言葉は、そのための都合のいい

隠れ蓑、口実になっているのはそうだ。つまり、

子どもなら、たとえ何をしても守るべきだという

「教育はかくあるべき論」は、抽象的なお題目な

ので、そんなふうにも使われ得る。教育に興味が

ある人なら、多少は心得ておいてもいいだろう。

　だいたい、「教育」では、このような事件は解決

できない。人格の力だけで子どもを正しく教え導

ける偉大な教師は、絶対にいないとは言わないが、

それをすべての教師に期待するなんて、およそ非

現実的だ、ぐらいは、納得していただけないもの

かなあ。

　なぜなら、これは「いじめ」なんてものではな

い。犯罪だ、それもかなり凶悪な。と言って、加

害者たちが特に極悪人だと言いたいわけではない。

すべての子どもが、大人もそうであるように、天

使でも悪魔でもない、人間なのだ。人間は、ごく

普通に育ちさえすれば、「これはやってはいけない」

という最低の倫理観は身につくのだが、何かけの

きっかけでそれがなかったり、無くしたりする場

合がある。その人が一人で生きているなら、じっ

くり教え諭して、つまり教育しようとするのもよ

いが、他に危害を加える場合には。罰で脅して、

やめさせるしかない。それは大人でも子どもでも、

基本的に変わらないのである。

　以上は、大人なら心得ておくべき常識の一つだ

と思う。これを考慮に入れた上で、今後、子ども

に関する社会制度をどうするか、考えていくべき

だろう。少年法も義務教育の概念も変える。何よ

り、「子ども」に対する一元的な思い込みを変える。

その必要性は、見えてきている。

　具体的に、できるだけ早く、今すぐにでもやら

ねばならないと思うのは、被害者救済である。ひ

どいいじめ・加害行為を受けている子どもは、で

きるだけ遠く、最低でも市外に、無料で、避難で

き、また「教育を受ける権利」が保証される場所

を作るべきだ。「被害者がなんで逃げなくては成

らないんだ」という声はよく聞くし、もっともだ

とは思うが、理不尽な戦争にこそ、避難所は必要

なのである。何しろ、逃げ場がない状態に被害者

を置いたら、最悪の事態を招く、それが今回の事

件から得られる最大の教訓なのである。児童相談

所の機能を拡充するなどで、実行することはそん

なに難しくないと思う。政治家にも国民の皆さん

にも、是非御一考願いたい。
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て、そのほうが、スリリングで、面白い遊びにな

るじゃないか！

　大人には何ができるだろうか。

　同年6月22日、小学生を含めた十人ほどに囲ま

れた爽彩さんは、A子から「死ぬ気もないのに…

…」と言われ、ついに川に飛び込んだ。この時は

事前に中学校に助けを求める連絡をしていたので、

駆けつけた教師に救い出された。警察も来た。残っ

ていた子ども達は、「この子はお母さんから虐待を

受けて」いたから自殺を図ったのだと警官に言っ

たので、母親が病院へ付き添うことは拒否された。

それは嘘だとわかるまでに、グループ内で共有し

ていた証拠になるメッセージや、猥褻な画像は消

去していたが、警察は復元できる。その場にいた

全員が取り調べられた。爽彩さんに対する加害行

為は、この時もうほぼ全容が明らかになっていた

のである。

　しかし、十四歳以下の者には刑事罰は問えない。

家裁に送致することはできるが、例えばC男を児

童ポルノを製造した廉で訴追しようとしても、販

売したわけではなく、言わば中途半端だ。その他、

暴行、脅迫、強制猥褻、どれをとっても立件する

にはいまいち決め手に欠ける、と思われたのだろう。

結果、全員が「厳重注意」の処分で済んだ。

　被害者からすれば、彼らはこれだけのことをや

りながら、結局野放しにされたのと同じだと見え

たろう。つまり、法律も自分を守ってくれないの

だ、と絶望を深める要因になったろう。加害者た

ちはと言えば、もちろん反省などしなかった。猥

褻動画・画像は、 グループの一人がバックアップ

をとっていて、また共有し、爽彩さんが転校して

もなお、脅しの材料にし続けた。その挙句、爽彩

さんは令和3年2月13日に家を出て、約1ヶ月後、

雪の下で、凍った姿で発見された。

　今、非難の的になっている学校は？　加害者の

「処分」ということに関して、警察以上のことが

できるわけはない。学校は「指導」をする場所な

のだ、と、A子たちの学校の元校長は、特集斑に

よるインタビューで、何度も言っている。同校で

は令和元年9月11日に爽彩さん母娘と、加害者側

の生徒と保護者を呼んで「謝罪の会」を開いてい

るが、その場に弁護士が同席することは、校長は

拒否する方針だった。「教育機関のあるべき姿じゃ

ない」と。「弁護士がいるなんて子どもからしたら

どれだけ厳しい状況だと思います？」とも。

　爽彩さんが転校した先の学校での「謝罪の会」

では、最初から弁護士同席を認めているし、前の

学校も結局はそうしている。その後のことを考え

たら、弁護士がいることなど、保護者はともかく、

中学生には、「厳しい状況」と感じられたわけでは

ないようだ。それにしても、なぜ「厳しい」のは

いけない？　答えは決まっている。「学校は教育的

指導の場だから」。

「10人の加害者の未来と、1人の被害者の未来、

どっちが大切ですか。10人ですよ。1人のために

10人の未来をつぶしていいんですか」という、多

くの憤激を招いている同校教頭の言葉はどうだろ

う。けっこう「教育的」ではないだろうか？　「何

人いようが、こんなひどいことをするやつらの未

来なんて、考えていられるか」と言ったら、今な

ら共感してくれる人はいるだろうが、この事件が

明らかになる前にこう言っても、あなたは認めま

したでしょうか？　よく考えていただきたい。

　学校の事なかれ主義は否定しない。いじめ事件

が起きたこと自体で、その学校の不名誉になるか

ら、なるべく外部には隠したい心理は確かにある。

上の校長と教頭の言葉は、そのための都合のいい

隠れ蓑、口実になっているのはそうだ。つまり、

子どもなら、たとえ何をしても守るべきだという

「教育はかくあるべき論」は、抽象的なお題目な

ので、そんなふうにも使われ得る。教育に興味が

ある人なら、多少は心得ておいてもいいだろう。

　だいたい、「教育」では、このような事件は解決

できない。人格の力だけで子どもを正しく教え導

ける偉大な教師は、絶対にいないとは言わないが、

それをすべての教師に期待するなんて、およそ非

現実的だ、ぐらいは、納得していただけないもの

かなあ。

　なぜなら、これは「いじめ」なんてものではな

い。犯罪だ、それもかなり凶悪な。と言って、加

害者たちが特に極悪人だと言いたいわけではない。

すべての子どもが、大人もそうであるように、天

使でも悪魔でもない、人間なのだ。人間は、ごく

普通に育ちさえすれば、「これはやってはいけない」

という最低の倫理観は身につくのだが、何かけの

きっかけでそれがなかったり、無くしたりする場

合がある。その人が一人で生きているなら、じっ

くり教え諭して、つまり教育しようとするのもよ

いが、他に危害を加える場合には。罰で脅して、

やめさせるしかない。それは大人でも子どもでも、

基本的に変わらないのである。

　以上は、大人なら心得ておくべき常識の一つだ

と思う。これを考慮に入れた上で、今後、子ども

に関する社会制度をどうするか、考えていくべき

だろう。少年法も義務教育の概念も変える。何よ

り、「子ども」に対する一元的な思い込みを変える。

その必要性は、見えてきている。

　具体的に、できるだけ早く、今すぐにでもやら

ねばならないと思うのは、被害者救済である。ひ

どいいじめ・加害行為を受けている子どもは、で

きるだけ遠く、最低でも市外に、無料で、避難で

き、また「教育を受ける権利」が保証される場所

を作るべきだ。「被害者がなんで逃げなくては成

らないんだ」という声はよく聞くし、もっともだ

とは思うが、理不尽な戦争にこそ、避難所は必要

なのである。何しろ、逃げ場がない状態に被害者

を置いたら、最悪の事態を招く、それが今回の事

件から得られる最大の教訓なのである。児童相談

所の機能を拡充するなどで、実行することはそん

なに難しくないと思う。政治家にも国民の皆さん

にも、是非御一考願いたい。
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　旭川の女子中学生いじめ凍死事件は、最近
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「敢えて触れずにおく」領域に、いわゆる教育現
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文春オンラインの記事を加筆構成した文春オンラ

イン特集斑（以後「特集斑」と略記する）編著

『娘の遺体は凍っていた』に書かれている事実

（これにもまちがいはない、とまでは断定できな

い）から、推測も交えて、事件ついて省察を試み

る。固有名詞のアルファベット表記は、同書によ

る。

　令和元年4月、廣瀬爽彩さんが中学校に入学し

て間もなく、それは始まった。

　きっかけは、放課後、塾へ行く前に過ごした児

童公園で、同じ学校の中三のA子と知り合って、

いっしょに過ごすようになってからだった。やが

てA子の友だちのB男とC男がその場に加わる。

　C男は他の三人とは別の中学だったが、6月3日、

次のようなラインメールを爽彩さんに送ったこと

が分かっている。「裸の動画送って」「写真でもい

い」「お願いお願い」「（送らないと）ゴムなしで

やるから」。これで爽彩さんは結局、向こうが望

むような画像を送っている。

　C男の最後の言葉から、この時までに爽彩さん

はレイプされていた、と考えてまずまちがいない。

いや、それより前、ゴールデン・ウィークに、B

男らから、夜中の４時にラインで呼び出され、行

こうとするのを母親はなんとか止めたが、爽彩さ

んはひどく脅えた様子だったという。中学に入っ

て1ヶ月経つか経たぬかのうちに、決定的なこと

が起きていたのだ。

　それにしても、この脅え方はなんだろう。女子

中学生とは言え、レイプを含めた暴力だけで、こ

こまで言いなりになるものだろうか。どうも、「弱

味を握られていた」気配がある。それは何か。

　現時点ではそれはやっぱり、恥ずかしい動画・

画像であったろうと思える。たぶん、レイプ、そ

の時の、あるいはその後の、とか。ネット上で拡

散されたりしたら、特に思春期の少女にとっては、

この世に居場所がなくなるような、死ぬしかない

ような感じになるもの。

　そこで一度言いなりになると、ドツボに嵌まる

ことになる。加害者側は、より強い刺激を求めて、

要求をエスカレートしていく。「裸の動画」を送れ、

とは、以前に自分たちが撮ったのとは別の姿態の、

という意味であったろう。やがて、オナニーの動

画、さらに彼らが見ている前での実行、へと進む。

　A子は、最初は爽彩さんに同情し、味方のよう

な顔をしていたが、実はC男に、送られてきた画
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　A子は、保護者同伴で、特集斑のインタビュー
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　「うんうんうん」。
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かされていた？　いや、むしろ、確かにすべてが、

「悪ふざけ」の「遊び」だったのだ。それで一人

の少女が死ぬまで追い詰められたとしても。だっ

て、そのほうが、スリリングで、面白い遊びにな

るじゃないか！
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もなお、脅しの材料にし続けた。その挙句、爽彩
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できない。人格の力だけで子どもを正しく教え導

ける偉大な教師は、絶対にいないとは言わないが、

それをすべての教師に期待するなんて、およそ非

現実的だ、ぐらいは、納得していただけないもの

かなあ。

　なぜなら、これは「いじめ」なんてものではな

い。犯罪だ、それもかなり凶悪な。と言って、加

害者たちが特に極悪人だと言いたいわけではない。

すべての子どもが、大人もそうであるように、天

使でも悪魔でもない、人間なのだ。人間は、ごく

普通に育ちさえすれば、「これはやってはいけない」

という最低の倫理観は身につくのだが、何かけの

きっかけでそれがなかったり、無くしたりする場

合がある。その人が一人で生きているなら、じっ

くり教え諭して、つまり教育しようとするのもよ

いが、他に危害を加える場合には。罰で脅して、

やめさせるしかない。それは大人でも子どもでも、

基本的に変わらないのである。

　以上は、大人なら心得ておくべき常識の一つだ

と思う。これを考慮に入れた上で、今後、子ども

に関する社会制度をどうするか、考えていくべき

だろう。少年法も義務教育の概念も変える。何よ

り、「子ども」に対する一元的な思い込みを変える。

その必要性は、見えてきている。

　具体的に、できるだけ早く、今すぐにでもやら

ねばならないと思うのは、被害者救済である。ひ

どいいじめ・加害行為を受けている子どもは、で

きるだけ遠く、最低でも市外に、無料で、避難で

き、また「教育を受ける権利」が保証される場所

を作るべきだ。「被害者がなんで逃げなくては成

らないんだ」という声はよく聞くし、もっともだ

とは思うが、理不尽な戦争にこそ、避難所は必要

なのである。何しろ、逃げ場がない状態に被害者

を置いたら、最悪の事態を招く、それが今回の事

件から得られる最大の教訓なのである。児童相談

所の機能を拡充するなどで、実行することはそん

なに難しくないと思う。政治家にも国民の皆さん

にも、是非御一考願いたい。

プロフィール

本名鈴木敏男。茨城県の公立高校教諭（令和2年3月まで）。

かたわら、文章を書く。単行本に『学校はいかに語られた

か』『思想以前』『団塊の世代とは何だったのか』『軟弱

者の戦争論』など。

24



空を見る子供たち（最終回）

「気象予報士か・・・。」

糸田先生がつぶやいた。

二人でガイチャを見送ってから、あらためて冬の

夜空を見上げてから教室に戻った。

　中に入ると、急に外の寒さが肌にしみこんだ。

糸田先生が潤んでいた。

「なんか、自分ばかり話してすみません。」

「そんな、ガイチャもきっとうれしかったですよ。」

「先生、覚えていますか。僕の中３の時のこと。」

「・・・、色々ありましたね。」

「あの時、中３の時高校選びの時、親が離婚して、

あの時僕はくさっていました。塾長に“しっかり勉

強を続けなさい”って、言ってもらって。塾長に毎

回言ってもらいました。そして、ここから離れたと

ころの進学校を奨めてもらって、本当に良かった。

自分をリセットできたのです。」

「そうなのですか。」

「あそこには、知っている人が誰もいなくて、本当

に自分をリセットできたんだ。頑張れたんです。」

「・・・。」

「サッカーにも勉強にも打ち込めたし。それにこう

してここで仕事をして・・・。」

糸田先生は、国立大に行き、現役の大学院生だ。

立派なのは彼の心だと深く感心した。

　糸田先生は、ガイチャが来ると静かに声をかけるよ

うになった。ガイチャの戸惑いが信頼へと深まってい

く。それは、メロディに乗って徐々に盛り上がりを見

せていく旋律のような心地さがあった。

　ガイチャのお父さんは思いのほか軽くて、年末前に

退院して週何回かリハビリに通うことになるという。

　学習塾は冬休みに入ると、１月下旬から始まる私

立高校入試に向けて、戦いを余儀なくされる。

　孝太郎の成績は、県内公立NO.1校のトップゾー

ンにのし上がっていた。父親は日本屈指の高校・大

学を卒業しているという。さすがだ。

「入試の日にも、これだけ取れれば学力は文句なし

です。ま、公立は、内申も必要ですからね。」

「先生、僕はU高校ではなく、N高校かO高校を

受験します。万が一にも落ちるという事は困るんで。

僕には上も下もいますんで。」

「そうですか。了解です。N高校もO高校もいい

高校です。」

「クソッ、クソッ。」

孝太郎は低い声で繰り返した。

笑いながらもう一度孝太郎を呼んだ。

「いいねえ、孝太郎君。今の元気。」

「エエッ。」

負けず嫌いの男っぽい孝太郎は、ニカニカ笑った。

「高校はＮ高もO校も、入ってからが問題ですよ。

その結果は大学入試に表れます。期待してますよ。」

「大学か〜。オヤジが取り敢えずはT大学に行けっ

て。でもさ、なんたって、うちの兄貴は学業放棄で

すからね。」

賢い深い目が愉快そうに笑う。

「でもね、センセ、学業放棄と言っても兄貴はさ。」

クスッと笑ってからつづけた。

「この前ね、英検準一級取ったって言ってた。自分

一人で。」

「それはすごいわね。たった一人でですか。英検準

一級はそう簡単に取れるもんじゃないわよ。」

「それにね、兄貴は弁護士になるって勉強もしてる

んです。とりあえず、収入源確保もするんだって言

っててさ、肉体労働しています。」

「肉体労働って？」

「うん、あのさ、なんか深夜の道路工事とかは時給

がメチャいいんだって。それに廃棄物処理屋そうい

うの探して行ってる。」

「そうか、キツイ仕事を頑張っているのですね。」

山　　えつこ（教育アドバイザー）

「うん、週３日働いて、４日猛勉強のサイクルで頑

張っている。オレさ、生き方ちゅうか考え方すんげ

えなあって、思うんだ。」

「本当にすごいですね。」

いつの間にか聞いていた龍介が言った。

「あ〜あ、オレんちなんかさ、目的ないんだったら

大学なんか、行かなくてもいいって言ってるしさ。

大体オレだったら、孝太郎の兄貴みたいには頑張れ

ないな。」

　あわただしく入って来た生徒が、玄関を指さした。

そこには井上まりと母親がおどおどしていた。

まりが泣いてる。

「突然、すみません。」

母親は深々と頭を下げた。

「実は、主人が塾を辞めろといいますので。・・・

高校も行かなくてもいいと言います。」

「まあ・・・、そんな風に・・・。お母さま、申し

訳ございません。今はご覧のように、授業がはじま

ります。又詳しくお話を聞かせていただけませんか。

まりさん、取り敢えず今日のところ、授業を受けら

れてはいかがですか、ね。」

母親はようやく聞き取れるような小声で言った。

「センセ、主人にぶたれたんですよ、この子。」

母親は殴られて当然という目つきでまりをにらん

だ。 “なるほど”と思い当たる節はあったが、口

にしなかった。始業時間に合わせて、さらに生徒が

教室へと駆け込む。

「まりさん、帰りますか、授業を受けていきますか。」

不意にまりは、教室へ逃げるように駆け込んだ。母

親は困惑の表情を浮かべると“では”と曖昧に頭を

下げて帰っていた。

　授業が始まっても、まりの眼の奥が怒りに燃えて

いた。まりは闘っていた。

　こちらも闘いのつもりで授業を行っている。

　一時も甘やかさない。猶予はないのだ。

　授業が終わっても、まりは帰る用意をしない。

その時、山ちゃんがポンとまりの頭をたたいた。

「じゃあな。」

そして、アハハッと笑った。

奈々美もそれに続いて、頭をポンとたたいた。面白

がってみんなも頭やら肩やらをポンポンと続いた。

みんなのまりへのエールだった。

「お、じゃあ。」

ガイチャはいつもの白い歯を見せてポンと軽くし

てから、糸田先生のところに行った。

まりの眼の奥から急に怒りの炎が消えて、いつもの

かわいらしい笑みに変わった。

誰もいなくなった教室で、まりの向かいに座った。

「・・・お父さんに、ぶたれた？どこ？」

笑いながら声をかけると、まりは恥ずかしそうに下

を向いた。帰ったはずの奈々美が戻ってきた。

「井上さん、K君のこと〜？」

チラッと奈々美を見て、うなずくとまりはまた涙目

になった。

「パパがK君のうちに行って、文句言ったんです。

私が悪いのに。」

「悪いって、何か悪いことした？」

「・・・通知表が下がってしまって。で、高校なん

か行かなくてもいいって。パパ、すんごく怒っ

て、・・・Ｋくんちに。私が悪いのに・・・。」

「まりさん、そうね、悪いのはＫくんの事ではない

かもしれませんね。現在のまりさんの態度かもしれ

ませんよ。」

まりと奈々美は驚いた顔をした。

「今、受験期ですね。だからといってK君の事、

今はダメとかではないと思います。」

「エエッ、センセ、いいの。」

奈々美が疑問いっぱいの声で言った。

「だって、今時間あるから好きになってもいいよ、

とか今はダメよとかありえる？」

まりはじっと見ている。

「それはそうだけど。」

奈々美の疑問は溶けない。

「つまりね、もし本当に相手の事を考えているのだ

ったら、お互いに頑張り合って、成績上げようとか、

○○高校に行けるように頑張ろうって、励まし合っ

ているのだったら、いいんじゃない？お父さんもK

君のおうちの方も何も思わないし、むしろ喜んでく

れると思います。」

きっかり真っすぐにまりの眼を見た。まりも視線を

そらさない。

「ところが、どうですか、まりさん。お互いに簡単

に入れる高校に受験校を下げて、勉強することをす

っかり止めてしまっている。それってどうかな。本

当にそれでいいのかな。」

奈々美はチラッとまりを見た。

「そんな娘の姿を親として見ていられない、放って

おけるはずがない。しかも、K君にも迷惑をかけて

いるかもしれないしね。」

「迷惑ですか。」

「まりさん。よく考えて。本来ならばあなただけで

はなくK君にとっても受験勉強に励まなければな

らない大切な時期です。」

「・・・うん。」

「K君のおうちでも、K君は大切な子供です。」

まりの頬を止めどなく涙が流れた。

「まりさん、あなたのお父さんもお母さんもあなた

の事が大切で大切でしょうがないのよ。」

「・・・うん。」

二人は深くうなずいた。

「パパがあんなに怒ったのは初めてだった。」

まりがポツリ言って、さらに湧き上がる涙をおさえ

きれない。

「まりさん、どうしますか。塾はやめますか。高校

もやめて、勉強止めてしまいますか。K君の事もそ

れでいいですか、満足ですか。おうちに帰って、よ

く考えてみてください。」

しばらくまりは両手で頬を挟んで下を向いていた

が、輝くような表情で顔を上げた。そしてキッパリ、

明らかにキッパリと言った。

「先生、私やっぱりK君に勉強を頑張ってほしい

です。だから、私も頑張る。高校も最初に目指して

いた高校を目指します。ちゃんと勉強します。勉強

したら、先生、間に合いますか。」

「まりさん、頑張れば間に合います。大丈夫です。

今からでもしっかり10時間勉強しませんか。」

「はい、します。パパにあやまる。」

　井上まりと奈々美が帰ると、隣の教室から糸田先

生とガイチャが笑い声と共に現れた。

「塾長、ガイチャは・・・。ほら、自分で言いな。」

糸田先生にうながされて、ガイチャは照れ気味な笑

みを浮かべた。その照れ方が昔のまんまで、かわい

い。

「うん、ボク、やっぱり気象予報士を目指したい。」

楽しそうに糸田先生は見守っている。あたたかい。

「ボクさ、小学生の時のこと、センセ、覚えてるか

なあ。学校で授業中に空を見てて先生に“空がオレ

ンジだ”といったら叱られちゃってさ。で、塾に来

てそのこと言ったら、先生が “黄砂”って言うん

だって教えてくれてたでしょ。地図帳持って来て、

それがタクラマカン砂漠やゴビ砂漠から気流に乗

ってやってくるって教えてくれたんだ。それって世

界が近い、中国やモンゴルの砂が日本に飛んでくる

ってことって、なんだかスゴイことだなあって感動

したんだ。ワクワクして、それって面白いなあって、

ずっと関心を持っていてね、近頃、そんなことに関

わる仕事したいなあって漠然と思ってたんだ。」

「あ〜あ、あの時ね、外で車に溜まった黄砂も見た

わね。」

「そうそ、そのあとボクは南極の氷が融けるとか、

国土の大部分が水没する国ツバル・キルバスなんか

の事とかを知って、気象を勉強したい、なんか地球

のこと勉強したい、役立つことをしたいと思うよう

になったんです。」

「それって、すんごく大事なことだよね、ガイチャ。」

糸田先生が感心したように言った。

「ガイチャが、そんな夢というか、具体的に希望を

抱いているというのは、うれしいですね。私も応援

したくなりますね。」

私もついついうれしくなった。ガイチャは、目を輝

かせて明るい表情で嬉しそうに話す。

「実は、ボク、その辺のことについて資料を集めて

読んでいるんです。気象と地球温暖化について研究

している日本人学者がいることもわかった。でも今

の僕の力ではその論文を読めないし、難しすぎます。

英語で書いているし。」

ガイチャはわらった。単純に楽しそうだ。

「そうだろうね。まだ、中学生だからね。」

糸田先生は、相槌を打った。

「それが悔しいです。」

「ガイチャ、この先じっくり勉強していく事ね。あ

の時の”黄砂“がきっかけとは驚きましたが。」

「先生、天皇陛下さま！お願いがございますウ〜、

覚えていますか。」

「勿論です。」

みんなで笑った。

「あの、田中昭三にも打たれたなあ。」

「まあ、ガイチャこそよく覚えていますね。」

ガイチャはにこやかな、少し青年っぽい笑みを浮か

べた。こうして多くの事を吸収して大きく成長して

いくのだと頼もしさすら感じた。

　５年生で雄太と塾に来たときは、“オレ、国語い

やだなあ”って、言っていたが、国語の教科書の『足

尾鉱毒事件』を読んでから、大の本好きに変わって

いった。

　ガイチャは少し下を向いて口元を引き締めた。

「父さんはもうすぐ退院して、週何回かリハビリに

通うんだって。・・・だけど、父さんはまだ普通に

仕事はできないんだ。手も不自由だし。」

すこし、ふっ切れたような話し方だ。

「父さんね、父さんの友だちにたのんで、市場で手

伝いを始めるんだって。」

「市場って。」

「うん、魚のね。鮮魚市場で仕事の手伝いやらして

もらうって言ってた。雑用係らしい。手がまだおか

しいし、顔もちょっとまだ変なんだ。」

そう言って、ガイチャは明るく笑った。

「家にいるより、ちょっとでも仕事している方が父

さんはいいんだって。父さんも母さんも、ボクに気

象予報士になれるように頑張れって言ってくれて

います。」

「それは、よかったわね。安心して勉強を続けられ

そうね。よかったじゃない。」

「そしたらね、ばあちゃんも力になるって。」

「そうですか。それは心強いですね。これからが入

試です。寒くなるから風邪ひかないようにね。」

「はい、頑張ります。」

「お、じゃあ、そこまで一緒に帰るか。」

二人は出ていった。

空には冴えた星空が広がっていた。

　12月の最後の日、玄関に発砲スチロールの箱が

おいてあった。

　生きのいい魚がたくさん入っていた。

　　　　　　　　　　　　　了
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「大学か〜。オヤジが取り敢えずはT大学に行けっ

て。でもさ、なんたって、うちの兄貴は学業放棄で

すからね。」

賢い深い目が愉快そうに笑う。

「でもね、センセ、学業放棄と言っても兄貴はさ。」

クスッと笑ってからつづけた。

「この前ね、英検準一級取ったって言ってた。自分

一人で。」

「それはすごいわね。たった一人でですか。英検準

一級はそう簡単に取れるもんじゃないわよ。」

「それにね、兄貴は弁護士になるって勉強もしてる

んです。とりあえず、収入源確保もするんだって言

っててさ、肉体労働しています。」

「肉体労働って？」

「うん、あのさ、なんか深夜の道路工事とかは時給

がメチャいいんだって。それに廃棄物処理屋そうい

うの探して行ってる。」

「そうか、キツイ仕事を頑張っているのですね。」

「うん、週３日働いて、４日猛勉強のサイクルで頑

張っている。オレさ、生き方ちゅうか考え方すんげ

えなあって、思うんだ。」

「本当にすごいですね。」

いつの間にか聞いていた龍介が言った。

「あ〜あ、オレんちなんかさ、目的ないんだったら

大学なんか、行かなくてもいいって言ってるしさ。

大体オレだったら、孝太郎の兄貴みたいには頑張れ

ないな。」

　あわただしく入って来た生徒が、玄関を指さした。

そこには井上まりと母親がおどおどしていた。

まりが泣いてる。

「突然、すみません。」

母親は深々と頭を下げた。

「実は、主人が塾を辞めろといいますので。・・・

高校も行かなくてもいいと言います。」

「まあ・・・、そんな風に・・・。お母さま、申し

訳ございません。今はご覧のように、授業がはじま

ります。又詳しくお話を聞かせていただけませんか。

まりさん、取り敢えず今日のところ、授業を受けら

れてはいかがですか、ね。」

母親はようやく聞き取れるような小声で言った。

「センセ、主人にぶたれたんですよ、この子。」

母親は殴られて当然という目つきでまりをにらん

だ。 “なるほど”と思い当たる節はあったが、口

にしなかった。始業時間に合わせて、さらに生徒が

教室へと駆け込む。

「まりさん、帰りますか、授業を受けていきますか。」

不意にまりは、教室へ逃げるように駆け込んだ。母

親は困惑の表情を浮かべると“では”と曖昧に頭を

下げて帰っていた。

　授業が始まっても、まりの眼の奥が怒りに燃えて

いた。まりは闘っていた。

　こちらも闘いのつもりで授業を行っている。

　一時も甘やかさない。猶予はないのだ。

　授業が終わっても、まりは帰る用意をしない。

その時、山ちゃんがポンとまりの頭をたたいた。

「じゃあな。」

そして、アハハッと笑った。

奈々美もそれに続いて、頭をポンとたたいた。面白

がってみんなも頭やら肩やらをポンポンと続いた。

みんなのまりへのエールだった。

「お、じゃあ。」

ガイチャはいつもの白い歯を見せてポンと軽くし

てから、糸田先生のところに行った。

まりの眼の奥から急に怒りの炎が消えて、いつもの

かわいらしい笑みに変わった。

誰もいなくなった教室で、まりの向かいに座った。

「・・・お父さんに、ぶたれた？どこ？」

笑いながら声をかけると、まりは恥ずかしそうに下

を向いた。帰ったはずの奈々美が戻ってきた。

「井上さん、K君のこと〜？」

チラッと奈々美を見て、うなずくとまりはまた涙目

になった。

「パパがK君のうちに行って、文句言ったんです。

私が悪いのに。」

「悪いって、何か悪いことした？」

「・・・通知表が下がってしまって。で、高校なん

か行かなくてもいいって。パパ、すんごく怒っ

て、・・・Ｋくんちに。私が悪いのに・・・。」

「まりさん、そうね、悪いのはＫくんの事ではない

かもしれませんね。現在のまりさんの態度かもしれ

ませんよ。」

まりと奈々美は驚いた顔をした。

「今、受験期ですね。だからといってK君の事、

今はダメとかではないと思います。」

「エエッ、センセ、いいの。」

奈々美が疑問いっぱいの声で言った。

「だって、今時間あるから好きになってもいいよ、

とか今はダメよとかありえる？」

まりはじっと見ている。

「それはそうだけど。」

奈々美の疑問は溶けない。

「つまりね、もし本当に相手の事を考えているのだ

ったら、お互いに頑張り合って、成績上げようとか、

○○高校に行けるように頑張ろうって、励まし合っ

ているのだったら、いいんじゃない？お父さんもK

君のおうちの方も何も思わないし、むしろ喜んでく

れると思います。」

きっかり真っすぐにまりの眼を見た。まりも視線を

そらさない。

「ところが、どうですか、まりさん。お互いに簡単

に入れる高校に受験校を下げて、勉強することをす

っかり止めてしまっている。それってどうかな。本

当にそれでいいのかな。」

奈々美はチラッとまりを見た。

「そんな娘の姿を親として見ていられない、放って

おけるはずがない。しかも、K君にも迷惑をかけて

いるかもしれないしね。」

「迷惑ですか。」

「まりさん。よく考えて。本来ならばあなただけで

はなくK君にとっても受験勉強に励まなければな

らない大切な時期です。」

「・・・うん。」

「K君のおうちでも、K君は大切な子供です。」

まりの頬を止めどなく涙が流れた。

「まりさん、あなたのお父さんもお母さんもあなた

の事が大切で大切でしょうがないのよ。」

「・・・うん。」

二人は深くうなずいた。

「パパがあんなに怒ったのは初めてだった。」

まりがポツリ言って、さらに湧き上がる涙をおさえ

きれない。

「まりさん、どうしますか。塾はやめますか。高校

もやめて、勉強止めてしまいますか。K君の事もそ

れでいいですか、満足ですか。おうちに帰って、よ

く考えてみてください。」

しばらくまりは両手で頬を挟んで下を向いていた

が、輝くような表情で顔を上げた。そしてキッパリ、

明らかにキッパリと言った。

「先生、私やっぱりK君に勉強を頑張ってほしい

です。だから、私も頑張る。高校も最初に目指して

いた高校を目指します。ちゃんと勉強します。勉強

したら、先生、間に合いますか。」

「まりさん、頑張れば間に合います。大丈夫です。

今からでもしっかり10時間勉強しませんか。」

「はい、します。パパにあやまる。」

　井上まりと奈々美が帰ると、隣の教室から糸田先

生とガイチャが笑い声と共に現れた。

「塾長、ガイチャは・・・。ほら、自分で言いな。」

糸田先生にうながされて、ガイチャは照れ気味な笑

みを浮かべた。その照れ方が昔のまんまで、かわい

い。

「うん、ボク、やっぱり気象予報士を目指したい。」

楽しそうに糸田先生は見守っている。あたたかい。

「ボクさ、小学生の時のこと、センセ、覚えてるか

なあ。学校で授業中に空を見てて先生に“空がオレ

ンジだ”といったら叱られちゃってさ。で、塾に来

てそのこと言ったら、先生が “黄砂”って言うん

だって教えてくれてたでしょ。地図帳持って来て、

それがタクラマカン砂漠やゴビ砂漠から気流に乗

ってやってくるって教えてくれたんだ。それって世

界が近い、中国やモンゴルの砂が日本に飛んでくる

ってことって、なんだかスゴイことだなあって感動

したんだ。ワクワクして、それって面白いなあって、

ずっと関心を持っていてね、近頃、そんなことに関

わる仕事したいなあって漠然と思ってたんだ。」

「あ〜あ、あの時ね、外で車に溜まった黄砂も見た

わね。」

「そうそ、そのあとボクは南極の氷が融けるとか、

国土の大部分が水没する国ツバル・キルバスなんか

の事とかを知って、気象を勉強したい、なんか地球

のこと勉強したい、役立つことをしたいと思うよう

になったんです。」

「それって、すんごく大事なことだよね、ガイチャ。」

糸田先生が感心したように言った。

「ガイチャが、そんな夢というか、具体的に希望を

抱いているというのは、うれしいですね。私も応援

したくなりますね。」

私もついついうれしくなった。ガイチャは、目を輝

かせて明るい表情で嬉しそうに話す。

「実は、ボク、その辺のことについて資料を集めて

読んでいるんです。気象と地球温暖化について研究

している日本人学者がいることもわかった。でも今

の僕の力ではその論文を読めないし、難しすぎます。

英語で書いているし。」

ガイチャはわらった。単純に楽しそうだ。

「そうだろうね。まだ、中学生だからね。」

糸田先生は、相槌を打った。

「それが悔しいです。」

「ガイチャ、この先じっくり勉強していく事ね。あ

の時の”黄砂“がきっかけとは驚きましたが。」

「先生、天皇陛下さま！お願いがございますウ〜、

覚えていますか。」

「勿論です。」

みんなで笑った。

「あの、田中昭三にも打たれたなあ。」

「まあ、ガイチャこそよく覚えていますね。」

ガイチャはにこやかな、少し青年っぽい笑みを浮か

べた。こうして多くの事を吸収して大きく成長して

いくのだと頼もしさすら感じた。

　５年生で雄太と塾に来たときは、“オレ、国語い

やだなあ”って、言っていたが、国語の教科書の『足

尾鉱毒事件』を読んでから、大の本好きに変わって

いった。

　ガイチャは少し下を向いて口元を引き締めた。

「父さんはもうすぐ退院して、週何回かリハビリに

通うんだって。・・・だけど、父さんはまだ普通に

仕事はできないんだ。手も不自由だし。」

すこし、ふっ切れたような話し方だ。

「父さんね、父さんの友だちにたのんで、市場で手

伝いを始めるんだって。」

「市場って。」

「うん、魚のね。鮮魚市場で仕事の手伝いやらして

もらうって言ってた。雑用係らしい。手がまだおか

しいし、顔もちょっとまだ変なんだ。」

そう言って、ガイチャは明るく笑った。

「家にいるより、ちょっとでも仕事している方が父

さんはいいんだって。父さんも母さんも、ボクに気

象予報士になれるように頑張れって言ってくれて

います。」

「それは、よかったわね。安心して勉強を続けられ

そうね。よかったじゃない。」

「そしたらね、ばあちゃんも力になるって。」

「そうですか。それは心強いですね。これからが入

試です。寒くなるから風邪ひかないようにね。」

「はい、頑張ります。」

「お、じゃあ、そこまで一緒に帰るか。」

二人は出ていった。

空には冴えた星空が広がっていた。

　12月の最後の日、玄関に発砲スチロールの箱が

おいてあった。

　生きのいい魚がたくさん入っていた。

　　　　　　　　　　　　　了
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「気象予報士か・・・。」

糸田先生がつぶやいた。

二人でガイチャを見送ってから、あらためて冬の

夜空を見上げてから教室に戻った。
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「あの時、中３の時高校選びの時、親が離婚して、
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強を続けなさい”って、言ってもらって。塾長に毎

回言ってもらいました。そして、ここから離れたと

ころの進学校を奨めてもらって、本当に良かった。

自分をリセットできたのです。」

「そうなのですか。」

「あそこには、知っている人が誰もいなくて、本当

に自分をリセットできたんだ。頑張れたんです。」

「・・・。」

「サッカーにも勉強にも打ち込めたし。それにこう

してここで仕事をして・・・。」

糸田先生は、国立大に行き、現役の大学院生だ。

立派なのは彼の心だと深く感心した。

　糸田先生は、ガイチャが来ると静かに声をかけるよ

うになった。ガイチャの戸惑いが信頼へと深まってい

く。それは、メロディに乗って徐々に盛り上がりを見

せていく旋律のような心地さがあった。

　ガイチャのお父さんは思いのほか軽くて、年末前に

退院して週何回かリハビリに通うことになるという。
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ンにのし上がっていた。父親は日本屈指の高校・大
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「入試の日にも、これだけ取れれば学力は文句なし

です。ま、公立は、内申も必要ですからね。」

「先生、僕はU高校ではなく、N高校かO高校を

受験します。万が一にも落ちるという事は困るんで。

僕には上も下もいますんで。」

「そうですか。了解です。N高校もO高校もいい

高校です。」

「クソッ、クソッ。」

孝太郎は低い声で繰り返した。

笑いながらもう一度孝太郎を呼んだ。

「いいねえ、孝太郎君。今の元気。」

「エエッ。」

負けず嫌いの男っぽい孝太郎は、ニカニカ笑った。

「高校はＮ高もO校も、入ってからが問題ですよ。

その結果は大学入試に表れます。期待してますよ。」

「大学か〜。オヤジが取り敢えずはT大学に行けっ

て。でもさ、なんたって、うちの兄貴は学業放棄で

すからね。」

賢い深い目が愉快そうに笑う。

「でもね、センセ、学業放棄と言っても兄貴はさ。」

クスッと笑ってからつづけた。

「この前ね、英検準一級取ったって言ってた。自分

一人で。」

「それはすごいわね。たった一人でですか。英検準

一級はそう簡単に取れるもんじゃないわよ。」

「それにね、兄貴は弁護士になるって勉強もしてる

んです。とりあえず、収入源確保もするんだって言

っててさ、肉体労働しています。」

「肉体労働って？」

「うん、あのさ、なんか深夜の道路工事とかは時給

がメチャいいんだって。それに廃棄物処理屋そうい

うの探して行ってる。」

「そうか、キツイ仕事を頑張っているのですね。」

「うん、週３日働いて、４日猛勉強のサイクルで頑

張っている。オレさ、生き方ちゅうか考え方すんげ

えなあって、思うんだ。」

「本当にすごいですね。」

いつの間にか聞いていた龍介が言った。

「あ〜あ、オレんちなんかさ、目的ないんだったら

大学なんか、行かなくてもいいって言ってるしさ。

大体オレだったら、孝太郎の兄貴みたいには頑張れ

ないな。」

　あわただしく入って来た生徒が、玄関を指さした。

そこには井上まりと母親がおどおどしていた。

まりが泣いてる。

「突然、すみません。」

母親は深々と頭を下げた。

「実は、主人が塾を辞めろといいますので。・・・

高校も行かなくてもいいと言います。」

「まあ・・・、そんな風に・・・。お母さま、申し

訳ございません。今はご覧のように、授業がはじま

ります。又詳しくお話を聞かせていただけませんか。

まりさん、取り敢えず今日のところ、授業を受けら

れてはいかがですか、ね。」

母親はようやく聞き取れるような小声で言った。

「センセ、主人にぶたれたんですよ、この子。」

母親は殴られて当然という目つきでまりをにらん

だ。 “なるほど”と思い当たる節はあったが、口

にしなかった。始業時間に合わせて、さらに生徒が

教室へと駆け込む。

「まりさん、帰りますか、授業を受けていきますか。」

不意にまりは、教室へ逃げるように駆け込んだ。母

親は困惑の表情を浮かべると“では”と曖昧に頭を

下げて帰っていた。

　授業が始まっても、まりの眼の奥が怒りに燃えて

いた。まりは闘っていた。

　こちらも闘いのつもりで授業を行っている。

　一時も甘やかさない。猶予はないのだ。

　授業が終わっても、まりは帰る用意をしない。

その時、山ちゃんがポンとまりの頭をたたいた。

「じゃあな。」

そして、アハハッと笑った。

奈々美もそれに続いて、頭をポンとたたいた。面白

がってみんなも頭やら肩やらをポンポンと続いた。

みんなのまりへのエールだった。

「お、じゃあ。」

ガイチャはいつもの白い歯を見せてポンと軽くし

てから、糸田先生のところに行った。

まりの眼の奥から急に怒りの炎が消えて、いつもの

かわいらしい笑みに変わった。

誰もいなくなった教室で、まりの向かいに座った。

「・・・お父さんに、ぶたれた？どこ？」

笑いながら声をかけると、まりは恥ずかしそうに下

を向いた。帰ったはずの奈々美が戻ってきた。

「井上さん、K君のこと〜？」

チラッと奈々美を見て、うなずくとまりはまた涙目

になった。

「パパがK君のうちに行って、文句言ったんです。

私が悪いのに。」

「悪いって、何か悪いことした？」

「・・・通知表が下がってしまって。で、高校なん

か行かなくてもいいって。パパ、すんごく怒っ

て、・・・Ｋくんちに。私が悪いのに・・・。」

「まりさん、そうね、悪いのはＫくんの事ではない

かもしれませんね。現在のまりさんの態度かもしれ

ませんよ。」

まりと奈々美は驚いた顔をした。

「今、受験期ですね。だからといってK君の事、

今はダメとかではないと思います。」

「エエッ、センセ、いいの。」

奈々美が疑問いっぱいの声で言った。

「だって、今時間あるから好きになってもいいよ、

とか今はダメよとかありえる？」

まりはじっと見ている。

「それはそうだけど。」

奈々美の疑問は溶けない。

「つまりね、もし本当に相手の事を考えているのだ

ったら、お互いに頑張り合って、成績上げようとか、

○○高校に行けるように頑張ろうって、励まし合っ

ているのだったら、いいんじゃない？お父さんもK

君のおうちの方も何も思わないし、むしろ喜んでく

れると思います。」

きっかり真っすぐにまりの眼を見た。まりも視線を

そらさない。

「ところが、どうですか、まりさん。お互いに簡単

に入れる高校に受験校を下げて、勉強することをす

っかり止めてしまっている。それってどうかな。本

当にそれでいいのかな。」

奈々美はチラッとまりを見た。

「そんな娘の姿を親として見ていられない、放って

おけるはずがない。しかも、K君にも迷惑をかけて

いるかもしれないしね。」

「迷惑ですか。」

「まりさん。よく考えて。本来ならばあなただけで

はなくK君にとっても受験勉強に励まなければな

らない大切な時期です。」

「・・・うん。」

「K君のおうちでも、K君は大切な子供です。」

まりの頬を止めどなく涙が流れた。

「まりさん、あなたのお父さんもお母さんもあなた

の事が大切で大切でしょうがないのよ。」

「・・・うん。」

二人は深くうなずいた。

「パパがあんなに怒ったのは初めてだった。」

まりがポツリ言って、さらに湧き上がる涙をおさえ

きれない。

「まりさん、どうしますか。塾はやめますか。高校

もやめて、勉強止めてしまいますか。K君の事もそ

れでいいですか、満足ですか。おうちに帰って、よ

く考えてみてください。」

しばらくまりは両手で頬を挟んで下を向いていた

が、輝くような表情で顔を上げた。そしてキッパリ、

明らかにキッパリと言った。

「先生、私やっぱりK君に勉強を頑張ってほしい

です。だから、私も頑張る。高校も最初に目指して

いた高校を目指します。ちゃんと勉強します。勉強

したら、先生、間に合いますか。」

「まりさん、頑張れば間に合います。大丈夫です。

今からでもしっかり10時間勉強しませんか。」

「はい、します。パパにあやまる。」

　井上まりと奈々美が帰ると、隣の教室から糸田先

生とガイチャが笑い声と共に現れた。

「塾長、ガイチャは・・・。ほら、自分で言いな。」

糸田先生にうながされて、ガイチャは照れ気味な笑

みを浮かべた。その照れ方が昔のまんまで、かわい

い。

「うん、ボク、やっぱり気象予報士を目指したい。」

楽しそうに糸田先生は見守っている。あたたかい。

「ボクさ、小学生の時のこと、センセ、覚えてるか

なあ。学校で授業中に空を見てて先生に“空がオレ

ンジだ”といったら叱られちゃってさ。で、塾に来

てそのこと言ったら、先生が “黄砂”って言うん

だって教えてくれてたでしょ。地図帳持って来て、

それがタクラマカン砂漠やゴビ砂漠から気流に乗

こうさ

ってやってくるって教えてくれたんだ。それって世

界が近い、中国やモンゴルの砂が日本に飛んでくる

ってことって、なんだかスゴイことだなあって感動

したんだ。ワクワクして、それって面白いなあって、

ずっと関心を持っていてね、近頃、そんなことに関

わる仕事したいなあって漠然と思ってたんだ。」

「あ〜あ、あの時ね、外で車に溜まった黄砂も見た

わね。」

「そうそ、そのあとボクは南極の氷が融けるとか、

国土の大部分が水没する国ツバル・キルバスなんか

の事とかを知って、気象を勉強したい、なんか地球

のこと勉強したい、役立つことをしたいと思うよう

になったんです。」

「それって、すんごく大事なことだよね、ガイチャ。」

糸田先生が感心したように言った。

「ガイチャが、そんな夢というか、具体的に希望を

抱いているというのは、うれしいですね。私も応援

したくなりますね。」

私もついついうれしくなった。ガイチャは、目を輝

かせて明るい表情で嬉しそうに話す。

「実は、ボク、その辺のことについて資料を集めて

読んでいるんです。気象と地球温暖化について研究

している日本人学者がいることもわかった。でも今

の僕の力ではその論文を読めないし、難しすぎます。

英語で書いているし。」

ガイチャはわらった。単純に楽しそうだ。

「そうだろうね。まだ、中学生だからね。」

糸田先生は、相槌を打った。

「それが悔しいです。」

「ガイチャ、この先じっくり勉強していく事ね。あ

の時の”黄砂“がきっかけとは驚きましたが。」

「先生、天皇陛下さま！お願いがございますウ〜、

覚えていますか。」

「勿論です。」

みんなで笑った。

「あの、田中昭三にも打たれたなあ。」

「まあ、ガイチャこそよく覚えていますね。」

ガイチャはにこやかな、少し青年っぽい笑みを浮か

べた。こうして多くの事を吸収して大きく成長して

いくのだと頼もしさすら感じた。

　５年生で雄太と塾に来たときは、“オレ、国語い

やだなあ”って、言っていたが、国語の教科書の『足

尾鉱毒事件』を読んでから、大の本好きに変わって

いった。

　ガイチャは少し下を向いて口元を引き締めた。

「父さんはもうすぐ退院して、週何回かリハビリに

通うんだって。・・・だけど、父さんはまだ普通に

仕事はできないんだ。手も不自由だし。」

すこし、ふっ切れたような話し方だ。

「父さんね、父さんの友だちにたのんで、市場で手

伝いを始めるんだって。」

「市場って。」

「うん、魚のね。鮮魚市場で仕事の手伝いやらして

もらうって言ってた。雑用係らしい。手がまだおか

しいし、顔もちょっとまだ変なんだ。」

そう言って、ガイチャは明るく笑った。

「家にいるより、ちょっとでも仕事している方が父

さんはいいんだって。父さんも母さんも、ボクに気

象予報士になれるように頑張れって言ってくれて

います。」

「それは、よかったわね。安心して勉強を続けられ

そうね。よかったじゃない。」

「そしたらね、ばあちゃんも力になるって。」

「そうですか。それは心強いですね。これからが入

試です。寒くなるから風邪ひかないようにね。」

「はい、頑張ります。」

「お、じゃあ、そこまで一緒に帰るか。」

二人は出ていった。

空には冴えた星空が広がっていた。

　12月の最後の日、玄関に発砲スチロールの箱が

おいてあった。

　生きのいい魚がたくさん入っていた。
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「気象予報士か・・・。」

糸田先生がつぶやいた。

二人でガイチャを見送ってから、あらためて冬の

夜空を見上げてから教室に戻った。

　中に入ると、急に外の寒さが肌にしみこんだ。

糸田先生が潤んでいた。

「なんか、自分ばかり話してすみません。」

「そんな、ガイチャもきっとうれしかったですよ。」

「先生、覚えていますか。僕の中３の時のこと。」

「・・・、色々ありましたね。」

「あの時、中３の時高校選びの時、親が離婚して、

あの時僕はくさっていました。塾長に“しっかり勉

強を続けなさい”って、言ってもらって。塾長に毎

回言ってもらいました。そして、ここから離れたと

ころの進学校を奨めてもらって、本当に良かった。

自分をリセットできたのです。」

「そうなのですか。」

「あそこには、知っている人が誰もいなくて、本当

に自分をリセットできたんだ。頑張れたんです。」

「・・・。」

「サッカーにも勉強にも打ち込めたし。それにこう

してここで仕事をして・・・。」

糸田先生は、国立大に行き、現役の大学院生だ。

立派なのは彼の心だと深く感心した。

　糸田先生は、ガイチャが来ると静かに声をかけるよ
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　ガイチャのお父さんは思いのほか軽くて、年末前に

退院して週何回かリハビリに通うことになるという。

　学習塾は冬休みに入ると、１月下旬から始まる私

立高校入試に向けて、戦いを余儀なくされる。

　孝太郎の成績は、県内公立NO.1校のトップゾー

ンにのし上がっていた。父親は日本屈指の高校・大

学を卒業しているという。さすがだ。

「入試の日にも、これだけ取れれば学力は文句なし

です。ま、公立は、内申も必要ですからね。」

「先生、僕はU高校ではなく、N高校かO高校を

受験します。万が一にも落ちるという事は困るんで。

僕には上も下もいますんで。」

「そうですか。了解です。N高校もO高校もいい

高校です。」

「クソッ、クソッ。」

孝太郎は低い声で繰り返した。

笑いながらもう一度孝太郎を呼んだ。

「いいねえ、孝太郎君。今の元気。」

「エエッ。」

負けず嫌いの男っぽい孝太郎は、ニカニカ笑った。

「高校はＮ高もO校も、入ってからが問題ですよ。

その結果は大学入試に表れます。期待してますよ。」

「大学か〜。オヤジが取り敢えずはT大学に行けっ

て。でもさ、なんたって、うちの兄貴は学業放棄で

すからね。」

賢い深い目が愉快そうに笑う。

「でもね、センセ、学業放棄と言っても兄貴はさ。」

クスッと笑ってからつづけた。

「この前ね、英検準一級取ったって言ってた。自分

一人で。」

「それはすごいわね。たった一人でですか。英検準

一級はそう簡単に取れるもんじゃないわよ。」

「それにね、兄貴は弁護士になるって勉強もしてる

んです。とりあえず、収入源確保もするんだって言

っててさ、肉体労働しています。」

「肉体労働って？」

「うん、あのさ、なんか深夜の道路工事とかは時給

がメチャいいんだって。それに廃棄物処理屋そうい

うの探して行ってる。」

「そうか、キツイ仕事を頑張っているのですね。」

「うん、週３日働いて、４日猛勉強のサイクルで頑

張っている。オレさ、生き方ちゅうか考え方すんげ

えなあって、思うんだ。」

「本当にすごいですね。」

いつの間にか聞いていた龍介が言った。

「あ〜あ、オレんちなんかさ、目的ないんだったら

大学なんか、行かなくてもいいって言ってるしさ。

大体オレだったら、孝太郎の兄貴みたいには頑張れ

ないな。」

　あわただしく入って来た生徒が、玄関を指さした。

そこには井上まりと母親がおどおどしていた。

まりが泣いてる。

「突然、すみません。」

母親は深々と頭を下げた。

「実は、主人が塾を辞めろといいますので。・・・

高校も行かなくてもいいと言います。」

「まあ・・・、そんな風に・・・。お母さま、申し

訳ございません。今はご覧のように、授業がはじま

ります。又詳しくお話を聞かせていただけませんか。

まりさん、取り敢えず今日のところ、授業を受けら

れてはいかがですか、ね。」

母親はようやく聞き取れるような小声で言った。

「センセ、主人にぶたれたんですよ、この子。」

母親は殴られて当然という目つきでまりをにらん
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にしなかった。始業時間に合わせて、さらに生徒が

教室へと駆け込む。

「まりさん、帰りますか、授業を受けていきますか。」

不意にまりは、教室へ逃げるように駆け込んだ。母

親は困惑の表情を浮かべると“では”と曖昧に頭を

下げて帰っていた。

　授業が始まっても、まりの眼の奥が怒りに燃えて

いた。まりは闘っていた。

　こちらも闘いのつもりで授業を行っている。

　一時も甘やかさない。猶予はないのだ。

　授業が終わっても、まりは帰る用意をしない。

その時、山ちゃんがポンとまりの頭をたたいた。

「じゃあな。」

そして、アハハッと笑った。
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みんなのまりへのエールだった。
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ガイチャはいつもの白い歯を見せてポンと軽くし
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私が悪いのに。」

「悪いって、何か悪いことした？」

「・・・通知表が下がってしまって。で、高校なん
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もらうって言ってた。雑用係らしい。手がまだおか

しいし、顔もちょっとまだ変なんだ。」

そう言って、ガイチャは明るく笑った。

「家にいるより、ちょっとでも仕事している方が父

さんはいいんだって。父さんも母さんも、ボクに気

象予報士になれるように頑張れって言ってくれて

います。」

「それは、よかったわね。安心して勉強を続けられ

そうね。よかったじゃない。」

「そしたらね、ばあちゃんも力になるって。」

「そうですか。それは心強いですね。これからが入

試です。寒くなるから風邪ひかないようにね。」

「はい、頑張ります。」

「お、じゃあ、そこまで一緒に帰るか。」

二人は出ていった。

空には冴えた星空が広がっていた。

　12月の最後の日、玄関に発砲スチロールの箱が

おいてあった。

　生きのいい魚がたくさん入っていた。

　　　　　　　　　　　　　了
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「気象予報士か・・・。」

糸田先生がつぶやいた。

二人でガイチャを見送ってから、あらためて冬の

夜空を見上げてから教室に戻った。

　中に入ると、急に外の寒さが肌にしみこんだ。

糸田先生が潤んでいた。

「なんか、自分ばかり話してすみません。」

「そんな、ガイチャもきっとうれしかったですよ。」

「先生、覚えていますか。僕の中３の時のこと。」

「・・・、色々ありましたね。」

「あの時、中３の時高校選びの時、親が離婚して、

あの時僕はくさっていました。塾長に“しっかり勉

強を続けなさい”って、言ってもらって。塾長に毎

回言ってもらいました。そして、ここから離れたと

ころの進学校を奨めてもらって、本当に良かった。

自分をリセットできたのです。」

「そうなのですか。」

「あそこには、知っている人が誰もいなくて、本当

に自分をリセットできたんだ。頑張れたんです。」

「・・・。」

「サッカーにも勉強にも打ち込めたし。それにこう

してここで仕事をして・・・。」

糸田先生は、国立大に行き、現役の大学院生だ。

立派なのは彼の心だと深く感心した。

　糸田先生は、ガイチャが来ると静かに声をかけるよ

うになった。ガイチャの戸惑いが信頼へと深まってい

く。それは、メロディに乗って徐々に盛り上がりを見

せていく旋律のような心地さがあった。

　ガイチャのお父さんは思いのほか軽くて、年末前に

退院して週何回かリハビリに通うことになるという。

　学習塾は冬休みに入ると、１月下旬から始まる私

立高校入試に向けて、戦いを余儀なくされる。

　孝太郎の成績は、県内公立NO.1校のトップゾー

ンにのし上がっていた。父親は日本屈指の高校・大

学を卒業しているという。さすがだ。

「入試の日にも、これだけ取れれば学力は文句なし

です。ま、公立は、内申も必要ですからね。」

「先生、僕はU高校ではなく、N高校かO高校を

受験します。万が一にも落ちるという事は困るんで。

僕には上も下もいますんで。」

「そうですか。了解です。N高校もO高校もいい

高校です。」

「クソッ、クソッ。」

孝太郎は低い声で繰り返した。

笑いながらもう一度孝太郎を呼んだ。

「いいねえ、孝太郎君。今の元気。」

「エエッ。」

負けず嫌いの男っぽい孝太郎は、ニカニカ笑った。

「高校はＮ高もO校も、入ってからが問題ですよ。

その結果は大学入試に表れます。期待してますよ。」

「大学か〜。オヤジが取り敢えずはT大学に行けっ

て。でもさ、なんたって、うちの兄貴は学業放棄で

すからね。」

賢い深い目が愉快そうに笑う。

「でもね、センセ、学業放棄と言っても兄貴はさ。」

クスッと笑ってからつづけた。

「この前ね、英検準一級取ったって言ってた。自分

一人で。」

「それはすごいわね。たった一人でですか。英検準

一級はそう簡単に取れるもんじゃないわよ。」

「それにね、兄貴は弁護士になるって勉強もしてる

んです。とりあえず、収入源確保もするんだって言

っててさ、肉体労働しています。」

「肉体労働って？」

「うん、あのさ、なんか深夜の道路工事とかは時給

がメチャいいんだって。それに廃棄物処理屋そうい

うの探して行ってる。」

「そうか、キツイ仕事を頑張っているのですね。」

「うん、週３日働いて、４日猛勉強のサイクルで頑

張っている。オレさ、生き方ちゅうか考え方すんげ

えなあって、思うんだ。」

「本当にすごいですね。」

いつの間にか聞いていた龍介が言った。

「あ〜あ、オレんちなんかさ、目的ないんだったら

大学なんか、行かなくてもいいって言ってるしさ。

大体オレだったら、孝太郎の兄貴みたいには頑張れ

ないな。」

　あわただしく入って来た生徒が、玄関を指さした。

そこには井上まりと母親がおどおどしていた。

まりが泣いてる。

「突然、すみません。」

母親は深々と頭を下げた。

「実は、主人が塾を辞めろといいますので。・・・

高校も行かなくてもいいと言います。」

「まあ・・・、そんな風に・・・。お母さま、申し

訳ございません。今はご覧のように、授業がはじま

ります。又詳しくお話を聞かせていただけませんか。

まりさん、取り敢えず今日のところ、授業を受けら

れてはいかがですか、ね。」

母親はようやく聞き取れるような小声で言った。

「センセ、主人にぶたれたんですよ、この子。」

母親は殴られて当然という目つきでまりをにらん

だ。 “なるほど”と思い当たる節はあったが、口

にしなかった。始業時間に合わせて、さらに生徒が

教室へと駆け込む。

「まりさん、帰りますか、授業を受けていきますか。」

不意にまりは、教室へ逃げるように駆け込んだ。母

親は困惑の表情を浮かべると“では”と曖昧に頭を

下げて帰っていた。

　授業が始まっても、まりの眼の奥が怒りに燃えて

いた。まりは闘っていた。

　こちらも闘いのつもりで授業を行っている。

　一時も甘やかさない。猶予はないのだ。

　授業が終わっても、まりは帰る用意をしない。

その時、山ちゃんがポンとまりの頭をたたいた。

「じゃあな。」

そして、アハハッと笑った。

奈々美もそれに続いて、頭をポンとたたいた。面白

がってみんなも頭やら肩やらをポンポンと続いた。

みんなのまりへのエールだった。

「お、じゃあ。」

ガイチャはいつもの白い歯を見せてポンと軽くし

てから、糸田先生のところに行った。

まりの眼の奥から急に怒りの炎が消えて、いつもの

かわいらしい笑みに変わった。

誰もいなくなった教室で、まりの向かいに座った。

「・・・お父さんに、ぶたれた？どこ？」

笑いながら声をかけると、まりは恥ずかしそうに下

を向いた。帰ったはずの奈々美が戻ってきた。

「井上さん、K君のこと〜？」

チラッと奈々美を見て、うなずくとまりはまた涙目

になった。

「パパがK君のうちに行って、文句言ったんです。

私が悪いのに。」

「悪いって、何か悪いことした？」

「・・・通知表が下がってしまって。で、高校なん

か行かなくてもいいって。パパ、すんごく怒っ

て、・・・Ｋくんちに。私が悪いのに・・・。」

「まりさん、そうね、悪いのはＫくんの事ではない

かもしれませんね。現在のまりさんの態度かもしれ

ませんよ。」

まりと奈々美は驚いた顔をした。

「今、受験期ですね。だからといってK君の事、

今はダメとかではないと思います。」

「エエッ、センセ、いいの。」

奈々美が疑問いっぱいの声で言った。

「だって、今時間あるから好きになってもいいよ、

とか今はダメよとかありえる？」

まりはじっと見ている。

「それはそうだけど。」

奈々美の疑問は溶けない。

「つまりね、もし本当に相手の事を考えているのだ

ったら、お互いに頑張り合って、成績上げようとか、

○○高校に行けるように頑張ろうって、励まし合っ

ているのだったら、いいんじゃない？お父さんもK

君のおうちの方も何も思わないし、むしろ喜んでく

れると思います。」

きっかり真っすぐにまりの眼を見た。まりも視線を

そらさない。

「ところが、どうですか、まりさん。お互いに簡単

に入れる高校に受験校を下げて、勉強することをす

っかり止めてしまっている。それってどうかな。本

当にそれでいいのかな。」

奈々美はチラッとまりを見た。

「そんな娘の姿を親として見ていられない、放って

おけるはずがない。しかも、K君にも迷惑をかけて

いるかもしれないしね。」

「迷惑ですか。」

「まりさん。よく考えて。本来ならばあなただけで

はなくK君にとっても受験勉強に励まなければな

らない大切な時期です。」

「・・・うん。」

「K君のおうちでも、K君は大切な子供です。」

まりの頬を止めどなく涙が流れた。

「まりさん、あなたのお父さんもお母さんもあなた

の事が大切で大切でしょうがないのよ。」

「・・・うん。」

二人は深くうなずいた。

「パパがあんなに怒ったのは初めてだった。」

まりがポツリ言って、さらに湧き上がる涙をおさえ

きれない。

「まりさん、どうしますか。塾はやめますか。高校

もやめて、勉強止めてしまいますか。K君の事もそ

れでいいですか、満足ですか。おうちに帰って、よ

く考えてみてください。」

しばらくまりは両手で頬を挟んで下を向いていた

が、輝くような表情で顔を上げた。そしてキッパリ、

明らかにキッパリと言った。

「先生、私やっぱりK君に勉強を頑張ってほしい

です。だから、私も頑張る。高校も最初に目指して

いた高校を目指します。ちゃんと勉強します。勉強

したら、先生、間に合いますか。」

「まりさん、頑張れば間に合います。大丈夫です。

今からでもしっかり10時間勉強しませんか。」

「はい、します。パパにあやまる。」

　井上まりと奈々美が帰ると、隣の教室から糸田先

生とガイチャが笑い声と共に現れた。

「塾長、ガイチャは・・・。ほら、自分で言いな。」

糸田先生にうながされて、ガイチャは照れ気味な笑

みを浮かべた。その照れ方が昔のまんまで、かわい

い。

「うん、ボク、やっぱり気象予報士を目指したい。」

楽しそうに糸田先生は見守っている。あたたかい。

「ボクさ、小学生の時のこと、センセ、覚えてるか

なあ。学校で授業中に空を見てて先生に“空がオレ

ンジだ”といったら叱られちゃってさ。で、塾に来

てそのこと言ったら、先生が “黄砂”って言うん

だって教えてくれてたでしょ。地図帳持って来て、

それがタクラマカン砂漠やゴビ砂漠から気流に乗

北海道生まれ。さいたま市在住。教育アドバイザー。「ア

ルプ学習塾」塾長。著書『高校入試超基礎がため国語』旺

文社。平成6年〜26年、高校入試研究会「高校入試サーチラ

ト」代表。

プロフィール

ってやってくるって教えてくれたんだ。それって世

界が近い、中国やモンゴルの砂が日本に飛んでくる

ってことって、なんだかスゴイことだなあって感動

したんだ。ワクワクして、それって面白いなあって、

ずっと関心を持っていてね、近頃、そんなことに関

わる仕事したいなあって漠然と思ってたんだ。」

「あ〜あ、あの時ね、外で車に溜まった黄砂も見た

わね。」

「そうそ、そのあとボクは南極の氷が融けるとか、

国土の大部分が水没する国ツバル・キルバスなんか

の事とかを知って、気象を勉強したい、なんか地球

のこと勉強したい、役立つことをしたいと思うよう

になったんです。」

「それって、すんごく大事なことだよね、ガイチャ。」

糸田先生が感心したように言った。

「ガイチャが、そんな夢というか、具体的に希望を

抱いているというのは、うれしいですね。私も応援

したくなりますね。」

私もついついうれしくなった。ガイチャは、目を輝

かせて明るい表情で嬉しそうに話す。

「実は、ボク、その辺のことについて資料を集めて

読んでいるんです。気象と地球温暖化について研究

している日本人学者がいることもわかった。でも今

の僕の力ではその論文を読めないし、難しすぎます。

英語で書いているし。」

ガイチャはわらった。単純に楽しそうだ。

「そうだろうね。まだ、中学生だからね。」

糸田先生は、相槌を打った。

「それが悔しいです。」

「ガイチャ、この先じっくり勉強していく事ね。あ

の時の”黄砂“がきっかけとは驚きましたが。」

「先生、天皇陛下さま！お願いがございますウ〜、

覚えていますか。」

「勿論です。」

みんなで笑った。

「あの、田中昭三にも打たれたなあ。」

「まあ、ガイチャこそよく覚えていますね。」

ガイチャはにこやかな、少し青年っぽい笑みを浮か

べた。こうして多くの事を吸収して大きく成長して

いくのだと頼もしさすら感じた。

　５年生で雄太と塾に来たときは、“オレ、国語い

やだなあ”って、言っていたが、国語の教科書の『足

尾鉱毒事件』を読んでから、大の本好きに変わって

いった。

　ガイチャは少し下を向いて口元を引き締めた。

「父さんはもうすぐ退院して、週何回かリハビリに

通うんだって。・・・だけど、父さんはまだ普通に

仕事はできないんだ。手も不自由だし。」

すこし、ふっ切れたような話し方だ。

「父さんね、父さんの友だちにたのんで、市場で手

伝いを始めるんだって。」

「市場って。」

「うん、魚のね。鮮魚市場で仕事の手伝いやらして

もらうって言ってた。雑用係らしい。手がまだおか

しいし、顔もちょっとまだ変なんだ。」

そう言って、ガイチャは明るく笑った。

「家にいるより、ちょっとでも仕事している方が父

さんはいいんだって。父さんも母さんも、ボクに気

象予報士になれるように頑張れって言ってくれて

います。」

「それは、よかったわね。安心して勉強を続けられ

そうね。よかったじゃない。」

「そしたらね、ばあちゃんも力になるって。」

「そうですか。それは心強いですね。これからが入

試です。寒くなるから風邪ひかないようにね。」

「はい、頑張ります。」

「お、じゃあ、そこまで一緒に帰るか。」

二人は出ていった。

空には冴えた星空が広がっていた。

　12月の最後の日、玄関に発砲スチロールの箱が

おいてあった。

　生きのいい魚がたくさん入っていた。

　　　　　　　　　　　　　了
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おりおりのつれづれに（3）

根本　義明（吾妻稲門ゼミ）

当シリーズで、忙しい忙しいと言い続けてきたよ

うな気がします。今回は、ちょっと風味の違うお

話を。

先月の 5 日と 6 日の二日間は、自塾を休講にし

てコンサートに行きました。松本隆の 50周年記

念の「風街オデッセイ」に行ってきたのです。太

田裕美の『木綿のハンカチーフ』や松田聖子の『赤

いスイートピー』や kink kids の『硝子の少年』

などを作詞した人といえば、分かっていただける

のではないでしょうか。太田裕美、大橋純子、斎

藤由貴、森口博子、アグネスチャンなど数十名が

一堂に会して松本隆作詞の往年のヒット曲の数々

を二日間にわたって披露するという、おごちそう

のてんこ盛りのような、祝祭感にあふれる二夜で

した。

そのコンサートについて、いろいろと思うところ

も確かにあったのですが、その詳細への言及はと

りあえず控えておこうと思います。

松本隆コンサートの二日間、中学時代からの親友

Sとずっと一緒でした。Sは糖尿病のせいで片目

がほとんど見えません。特に夜がダメです。それ

で、Sから「できたら会場付近のホテルで一泊し

たい」という申し出があり、私もそれに付き合う

ことにしたのです。Sとは音楽の趣味が合い、付

き合いも長いので、どんなに長い時間一緒にいて

も話が尽きることはありません。ちなみに、ふた

りの共通の一押しバンドはキング・クリムゾンと

いうブリティッシュ・ロックバンドで、日本のアー

ティストなら、当方は大瀧詠一推し、Sは山下達

郎推しです。

会場付近のホテルに宿泊した翌朝、チェックアウ

トがお昼の１２時だったので時間的に余裕があり

ました。それで、お互いベッドに寝そべりながら、

中学時代の共通の知人や、生活の心配ごとや、あ

れやこれやについて話しをしました。そんななか

で、Sがおもむろに次のようなことを言いました。

「根本は知らないかもしれないけど、中学時代の、

俺たちとは別のクラスに Aという知り合いがい

て、彼は最後には校長になったんだ。大出世だよ

ね。でね、Aの中学時代のクラスが久しぶりに同

窓会を開くことになって、彼のところにもお知ら

せハガキが来たんだけど、彼は『絶対に行かな

い』って俺にいうんだ。『中学時代、自分はけっ

こうひどくイジメられていて、同窓会には、当時

自分をイジメた連中が来るに違いない。彼らと顔

を合わすのは絶対に嫌だ。堪えられない』という

んだよ。長い時間が経って、校長にまでなっても、

だよ」。

寝っ転がりながら Sの、そんなイジメ話をそれな

りに真剣に聞いているうちに、私は、Sと同じク

ラスにいたころ自分自身が受けていたイジメを思

い出しました。そのときの口惜しさが、当時の生々

しさで湧いてきたのです。イジメの中心人物 K

の所業のあれこれが思い出されました。Sと心置

きなく語り合ううちに、私の心は中学生さながら

の無防備な状態になっていたのでしょう。

「俺、Aくんの気持ち、分かるよ。俺だって、K

くんのこと、今でも恨んでいるもの。イジメられ

た側は、イジメられたことをずっと覚えているも
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んなんだよ。恰好悪いけど、そうなんだよ」。私は、

おそらくいささか硬い口調で、そう言ったのです。

Sは、Kくんが私をイジメたことは知っていまし

た。そのうえで Sは、こう言ったのです。

「あのね、根本。俺、ずっと不思議に思っている

ことがあってね。それはね、Kくんがそういうひ

どい奴だとはどうしても思えないってことなん

だ。根本と親しくなるちょっと前だったんだけど、

当時俺は、上級生から脅されていて、学校帰りに

何度か殴られそうになったんだ。それを、当時親

しくなりかけていたKくんに打ち明けたところ、

ガタイが大きい Kくんが『分かった。俺が一緒

に帰ってあげるよ』と言って、俺をかばってくれ

たんだ。そうして、彼はそれを実行してくれた。

そんなKくんが根本をイジメたなんて、どうに

も腑に落ちないんだ。Kくんが、根本をイジメた

ことは知ってはいるんだけれど」。

その話は、以前にも聞いたことがあったのかもし

れません。たぶん聞き流していたのでしょう。そ

んな気がします。ところがそのときは、なんだか

頭のなかでピンとくるものがありました。「中学

生さながら」効果のなせるわざでしょうか。

「あのさ。そんなことがあったすぐ後だよね、俺

が Sと親しくなったのは」

「そうだね。根本と親しくなったのと、俺がKく

んとなんとなく疎遠になったのはだいたい同じこ

ろだと思う。」

「こういうことじゃないかな。Kくんは『根本に

Sを取られた』と思った。それが悔しくて、俺に

強く当たった。つまり、焼きもちがイジメの動機

だった。男の嫉妬」

「そうかもしれない」

「スーちゃん、大変な人気者じゃないの」

Sのあだ名は、「スーちゃん」だったのです。ど

う反応していいのかわからなくて、Sはいささか

困惑気味でした。

「Kくんのそういう気持ちに気づいていれば、三

人で友達になったのにね」。

私は、心からそう思いました。と同時に、積年の

わだかまりが溶けてなくなり、心があたたかいも

ので包み込まれるのを感じました。

「Kくんは、S が言うとおり、いいやつだったん

だね」

持つべきものは友。還暦を過ぎても、友は友。父

の葬式をサポートしてくれた友。

イジメ話にハッピー・エンドのオチがつきました。
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1958年、長崎県対馬生まれ。早稲田大学政経学部経済学科卒
業。某大手企業を経て25歳で塾業界に転身。2009年、ペン
ネーム美津島明で、評論集『にゃおんのきょうふ』発刊。ブ
ログ「直言の宴」主宰者。国際政治経済関連の情報交換をす
る「交観会BUNSO」の主宰者。

プロフィール

ハッピー・エンドといえば、伝説の「日本語」ロッ

クバンド「はっぴいえんど」。「はっぴいえんど」

といえば、松本隆、細野晴臣、鈴木茂そうして故・

大瀧詠一。「風街オデッセイ」の大トリは、二日

共に大瀧抜きの「はっぴいえんど」三人でした。

エンディング曲は、予想通り、作詞松本隆、作曲

細野晴臣の「風をあつめて」。初めて聴いたとき

は地味な印象ばかりが残りました。しかし、時間

をかけて繰り返し聴くうちに、とてもいい曲であ

ることがじわりじわりと分かってくる名曲中の名

曲です。おそらく、日本一の名曲、の少なくとも

ひとつ。よろしかったら、youtube で聴いてみ

てください。

コンサートのもうひとつの収穫。それは、若手の

才能のあるアーティストを目にしたこと。鈴木瑛

美子さんとさかいゆうさんの才能が傑出していま

した。これも、youtube でご確認していただけ

れば幸いです。

その意味では、だれが歌がうまくて誰がそれほど

でもないのか、歌い手の才能の差がはっきりと分

かってしまう、残酷なコンサートでもありました。

ひとり二曲ずつ、次から次に歌い手が変わるので

すから。歌い手も、さぞかし緊張したことでしょ

う。

とりとめもないお話ですみませんでした。今回は、

こんなところで。
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塾なんでもん　　2題目

今井　はるか（学習塾ひまわり館代表）

「午前耕午後塾」生活事始

　幼少の頃より、好奇心旺盛であった私は、疑問

に思ったことを口に出し、授業を止めてしまうこ

とが度々ありました。クラスメートが閉口してい

ても構わず、先生になぜなぜと問いかけを続けて

おりました。

大人と呼ばれるようになってからも、疑問や課題

が立ちはだかったとき、何とかして解決していこ

うという気持ちは絶やさずにおりました。

　2020 年 5 月、コロナ禍において初めての緊急

事態宣言が発令された後、私はかねてより念願で

あった「晴耕雨読」という生活スタイルを手に入

れることができました。「晴耕雨読」というよりは、

「午前耕午後塾」というのが適切かもしれません。

　物流量が減り物価が高騰すると懸念される中、

「自分たちの食べる分くらいは」と思って……と

いうのは建前でして、「やってみたかった」とい

うのが本音です。農家の友人に頼み込み、一画の

畑を借りることができました。

　思い立った時には既に、夏野菜の種まき時期が

終わろうとしている頃でした。

　不勉強の私たちは有り合わせの知識と記憶を基

に畑作業を始めていきました。

　畑を耕す際には苦土石灰と肥料をまくこと、畝

を立てることで水はけをよくしてあげること、定

期的に追肥をすること等、基本的なことは施しま

したが、そもそも時期が遅かったため、植物の生

長はまばらでした。

キュウリやナスからの攻撃

　トマトやトウモロコシは背丈が高くなる前に、

花をつけ実を結んでしまいました。植物は生長の

晴 耕 雨 読 日 日 是 好 日

程度に関わらず、カレンダーが読めるかのように

ある時期になると、子孫を残そうと生殖の準備を

始めてしまうのです。

　種まきが遅かったことに加え、2020 年は梅雨

が長く続いたため、当然光合成が足らず、できた

果実も少なく小さいものでした。

　一方で、育てやすいキュウリやナスは少ない日

光でもグングンと背丈を伸ばし、一見成功したか

のように思えました。

　しかし、植物は、特に野菜として育てるものは、

剪定という作業が必要なのです。枝葉が多くなっ

てしまうと、折角吸い上げた養分が分散され、や

はり結実がまばらになってしまいます。そんなこ

とも知らずにわさわさと生い茂る枝葉を見て、私

たちは「やった！成功だ！」とぬか喜びをしてお

りました。

　それを嘲笑うかのように、キュウリとナスから

攻撃が始まるとは知らずに。

　最初の結実は穏やかなものでした。ところが１

週間ほど経つと、急激に収穫量が増えてきました。

それぞれ４株ずつ植えたのですが、１日に 20 本

ずつのキュウリとナスが採れるようになったので

す。

　自分たちではとても食べきれず、冷蔵庫はパン

パン、挙句生徒にまで配るようになりました。

　しかし１ヶ月程経つと、ピタリと攻撃が止んだ

のでした。剪定をしていなかったことで、急激な

栄養供給がおこり次々と花が咲き実をつけた後、

ぱたりと供給が止まってしまったようでした。

ウンコでリベンジ

　2021 年 3 月初旬、

中 3 生を送り出した

後、リベンジを計画

いたしました。

　まずは土壌改良か

ら始めました。

　長年手を加えてこ

なかった畑でしたの

で、土地が瘦せてい

るのでは、と地主さ

んから聞かされてい

ました。加えて周囲は田んぼばかりでしたので、土

は水を含み乾くと固くなってしまう粘土質でした。

　牛糞たい肥と前年育てた枝葉を腐らせ土に混ぜ

込み、しつこく何度も耕しました。

　この時の我々には電動耕運機という強い味方が

いましたので、前年よりもはるかに効率的に土壌

改変を進めたのでした。野菜の種類により土壌の

好みが異なるので、その都度配合するものも異な

ります。

　また育苗 ( いくびょう ) にも力を入れました。

　種から育てる場合は、専用の土が必要であるこ

とも、反省より知ったことでした。

　前述の失敗を省みて様々な手心をかけたこと

で、今年は長い期間一定量の収穫を見ることがで

きました。( ただ、失敗することを前提にたくさ

ん植えてしまったため、当然収穫量は多くなりま

したが。) 

　多くの反省から、とにかく土壌が要であるとい

うことを、痛切いたしました。

強敵現る！

　たくさん収穫ができるようになることで、新た

な問題が発生しました。

　害虫害獣被害です。

　畑は蓮田市と伊奈町の境界にあるのですが、近

くには雑木林があり、虫やカラスのみならず、タ

ヌキやイタチも生息しております。

　もちろん、作物の周囲にはネットやら防鳥糸を

張り巡らしているのですが、タヌキやイタチは穴

を掘って、いとも容易く侵入してしまいます。し

かもおいしい実が判別できるのか、選別して食べ

ている形跡があるのです。

　10 個ほど結実したスイカの半数を食べられた

時には、大変な虚しさが込み上げてきました。

　次の春にはこれに対して、対策を講じていくの

でしょう。

先生は生徒の畑

　そんなことを生徒たちに面白おかしく話すと、

彼らも好奇心に満ちた目をして聞いてくれるので

す。自分たちもやってみたい、と声をあげてくれ

る生徒もいます。

　大人が率先して楽しんで追及している様子を見

ると、子どもも同じように面白そうと興味をもっ

てくれるのだと、しみじみと思います。

　興味をもって楽しく学んで追及していくこと、

勉強や農作業だけにあてはまる訳ではないように

思います。このことを私たちは身をもって生徒た

ちに示していき続けよう、そのために様々なこと

に興味を持っていた童心を忘れずにいようと、つ

くづく実感するのです。

　先日、生徒のひとりが「先生はオレ達の畑だよ

ね！」と嬉しそうに、話してくれました。

　本当に胸が熱くなり、教師冥利につきるなあ、

とつぶやいたのでした。
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「午前耕午後塾」生活事始

　幼少の頃より、好奇心旺盛であった私は、疑問

に思ったことを口に出し、授業を止めてしまうこ

とが度々ありました。クラスメートが閉口してい

ても構わず、先生になぜなぜと問いかけを続けて

おりました。

大人と呼ばれるようになってからも、疑問や課題

が立ちはだかったとき、何とかして解決していこ

うという気持ちは絶やさずにおりました。

　2020 年 5 月、コロナ禍において初めての緊急

事態宣言が発令された後、私はかねてより念願で

あった「晴耕雨読」という生活スタイルを手に入

れることができました。「晴耕雨読」というよりは、

「午前耕午後塾」というのが適切かもしれません。

　物流量が減り物価が高騰すると懸念される中、

「自分たちの食べる分くらいは」と思って……と

いうのは建前でして、「やってみたかった」とい

うのが本音です。農家の友人に頼み込み、一画の

畑を借りることができました。

　思い立った時には既に、夏野菜の種まき時期が

終わろうとしている頃でした。

　不勉強の私たちは有り合わせの知識と記憶を基

に畑作業を始めていきました。

　畑を耕す際には苦土石灰と肥料をまくこと、畝

を立てることで水はけをよくしてあげること、定

期的に追肥をすること等、基本的なことは施しま

したが、そもそも時期が遅かったため、植物の生

長はまばらでした。

キュウリやナスからの攻撃

　トマトやトウモロコシは背丈が高くなる前に、

花をつけ実を結んでしまいました。植物は生長の

程度に関わらず、カレンダーが読めるかのように

ある時期になると、子孫を残そうと生殖の準備を

始めてしまうのです。

　種まきが遅かったことに加え、2020 年は梅雨

が長く続いたため、当然光合成が足らず、できた

果実も少なく小さいものでした。

　一方で、育てやすいキュウリやナスは少ない日

光でもグングンと背丈を伸ばし、一見成功したか

のように思えました。

　しかし、植物は、特に野菜として育てるものは、

剪定という作業が必要なのです。枝葉が多くなっ

てしまうと、折角吸い上げた養分が分散され、や

はり結実がまばらになってしまいます。そんなこ

とも知らずにわさわさと生い茂る枝葉を見て、私

たちは「やった！成功だ！」とぬか喜びをしてお

りました。

　それを嘲笑うかのように、キュウリとナスから

攻撃が始まるとは知らずに。

　最初の結実は穏やかなものでした。ところが１

週間ほど経つと、急激に収穫量が増えてきました。

それぞれ４株ずつ植えたのですが、１日に 20 本

ずつのキュウリとナスが採れるようになったので

す。

　自分たちではとても食べきれず、冷蔵庫はパン

パン、挙句生徒にまで配るようになりました。

　しかし１ヶ月程経つと、ピタリと攻撃が止んだ

のでした。剪定をしていなかったことで、急激な

栄養供給がおこり次々と花が咲き実をつけた後、

ぱたりと供給が止まってしまったようでした。

ウンコでリベンジ

　2021 年 3 月初旬、

中 3 生を送り出した

後、リベンジを計画

いたしました。

　まずは土壌改良か

ら始めました。

　長年手を加えてこ

なかった畑でしたの

で、土地が瘦せてい

るのでは、と地主さ

んから聞かされてい

ました。加えて周囲は田んぼばかりでしたので、土

は水を含み乾くと固くなってしまう粘土質でした。

　牛糞たい肥と前年育てた枝葉を腐らせ土に混ぜ

込み、しつこく何度も耕しました。

　この時の我々には電動耕運機という強い味方が

いましたので、前年よりもはるかに効率的に土壌

改変を進めたのでした。野菜の種類により土壌の

好みが異なるので、その都度配合するものも異な

ります。

　また育苗 ( いくびょう ) にも力を入れました。

　種から育てる場合は、専用の土が必要であるこ

とも、反省より知ったことでした。

　前述の失敗を省みて様々な手心をかけたこと

で、今年は長い期間一定量の収穫を見ることがで

きました。( ただ、失敗することを前提にたくさ

ん植えてしまったため、当然収穫量は多くなりま

したが。) 

　多くの反省から、とにかく土壌が要であるとい

うことを、痛切いたしました。

強敵現る！

　たくさん収穫ができるようになることで、新た

な問題が発生しました。

　害虫害獣被害です。

　畑は蓮田市と伊奈町の境界にあるのですが、近

くには雑木林があり、虫やカラスのみならず、タ

ヌキやイタチも生息しております。

　もちろん、作物の周囲にはネットやら防鳥糸を

張り巡らしているのですが、タヌキやイタチは穴

を掘って、いとも容易く侵入してしまいます。し

かもおいしい実が判別できるのか、選別して食べ

ている形跡があるのです。

　10 個ほど結実したスイカの半数を食べられた

時には、大変な虚しさが込み上げてきました。

　次の春にはこれに対して、対策を講じていくの

でしょう。

先生は生徒の畑

　そんなことを生徒たちに面白おかしく話すと、

彼らも好奇心に満ちた目をして聞いてくれるので

す。自分たちもやってみたい、と声をあげてくれ

る生徒もいます。

　大人が率先して楽しんで追及している様子を見

ると、子どもも同じように面白そうと興味をもっ

てくれるのだと、しみじみと思います。

　興味をもって楽しく学んで追及していくこと、

勉強や農作業だけにあてはまる訳ではないように

思います。このことを私たちは身をもって生徒た

ちに示していき続けよう、そのために様々なこと

に興味を持っていた童心を忘れずにいようと、つ

くづく実感するのです。

　先日、生徒のひとりが「先生はオレ達の畑だよ

ね！」と嬉しそうに、話してくれました。

　本当に胸が熱くなり、教師冥利につきるなあ、

とつぶやいたのでした。
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「午前耕午後塾」生活事始

　幼少の頃より、好奇心旺盛であった私は、疑問

に思ったことを口に出し、授業を止めてしまうこ

とが度々ありました。クラスメートが閉口してい

ても構わず、先生になぜなぜと問いかけを続けて

おりました。

大人と呼ばれるようになってからも、疑問や課題

が立ちはだかったとき、何とかして解決していこ

うという気持ちは絶やさずにおりました。

　2020 年 5 月、コロナ禍において初めての緊急

事態宣言が発令された後、私はかねてより念願で

あった「晴耕雨読」という生活スタイルを手に入

れることができました。「晴耕雨読」というよりは、

「午前耕午後塾」というのが適切かもしれません。

　物流量が減り物価が高騰すると懸念される中、

「自分たちの食べる分くらいは」と思って……と

いうのは建前でして、「やってみたかった」とい

うのが本音です。農家の友人に頼み込み、一画の

畑を借りることができました。

　思い立った時には既に、夏野菜の種まき時期が

終わろうとしている頃でした。

　不勉強の私たちは有り合わせの知識と記憶を基

に畑作業を始めていきました。

　畑を耕す際には苦土石灰と肥料をまくこと、畝

を立てることで水はけをよくしてあげること、定

期的に追肥をすること等、基本的なことは施しま

したが、そもそも時期が遅かったため、植物の生

長はまばらでした。

キュウリやナスからの攻撃

　トマトやトウモロコシは背丈が高くなる前に、

花をつけ実を結んでしまいました。植物は生長の

程度に関わらず、カレンダーが読めるかのように

ある時期になると、子孫を残そうと生殖の準備を

始めてしまうのです。

　種まきが遅かったことに加え、2020 年は梅雨

が長く続いたため、当然光合成が足らず、できた

果実も少なく小さいものでした。

　一方で、育てやすいキュウリやナスは少ない日

光でもグングンと背丈を伸ばし、一見成功したか

のように思えました。

　しかし、植物は、特に野菜として育てるものは、

剪定という作業が必要なのです。枝葉が多くなっ

てしまうと、折角吸い上げた養分が分散され、や

はり結実がまばらになってしまいます。そんなこ

とも知らずにわさわさと生い茂る枝葉を見て、私

たちは「やった！成功だ！」とぬか喜びをしてお

りました。

　それを嘲笑うかのように、キュウリとナスから

攻撃が始まるとは知らずに。

　最初の結実は穏やかなものでした。ところが１

週間ほど経つと、急激に収穫量が増えてきました。

それぞれ４株ずつ植えたのですが、１日に 20 本

ずつのキュウリとナスが採れるようになったので

す。

　自分たちではとても食べきれず、冷蔵庫はパン

パン、挙句生徒にまで配るようになりました。

　しかし１ヶ月程経つと、ピタリと攻撃が止んだ

のでした。剪定をしていなかったことで、急激な

栄養供給がおこり次々と花が咲き実をつけた後、

ぱたりと供給が止まってしまったようでした。

ウンコでリベンジ

　2021 年 3 月初旬、

中 3 生を送り出した

後、リベンジを計画

いたしました。

　まずは土壌改良か

ら始めました。

　長年手を加えてこ

なかった畑でしたの

で、土地が瘦せてい

るのでは、と地主さ

んから聞かされてい

ました。加えて周囲は田んぼばかりでしたので、土

は水を含み乾くと固くなってしまう粘土質でした。

　牛糞たい肥と前年育てた枝葉を腐らせ土に混ぜ

込み、しつこく何度も耕しました。

　この時の我々には電動耕運機という強い味方が

いましたので、前年よりもはるかに効率的に土壌

改変を進めたのでした。野菜の種類により土壌の

好みが異なるので、その都度配合するものも異な

ります。

　また育苗 ( いくびょう ) にも力を入れました。

　種から育てる場合は、専用の土が必要であるこ

とも、反省より知ったことでした。

　前述の失敗を省みて様々な手心をかけたこと

で、今年は長い期間一定量の収穫を見ることがで

きました。( ただ、失敗することを前提にたくさ

ん植えてしまったため、当然収穫量は多くなりま

したが。) 

　多くの反省から、とにかく土壌が要であるとい

うことを、痛切いたしました。

強敵現る！

　たくさん収穫ができるようになることで、新た

な問題が発生しました。

　害虫害獣被害です。

　畑は蓮田市と伊奈町の境界にあるのですが、近

くには雑木林があり、虫やカラスのみならず、タ

ヌキやイタチも生息しております。

　もちろん、作物の周囲にはネットやら防鳥糸を

張り巡らしているのですが、タヌキやイタチは穴

を掘って、いとも容易く侵入してしまいます。し

かもおいしい実が判別できるのか、選別して食べ

ている形跡があるのです。

　10 個ほど結実したスイカの半数を食べられた

時には、大変な虚しさが込み上げてきました。

　次の春にはこれに対して、対策を講じていくの

でしょう。

先生は生徒の畑

　そんなことを生徒たちに面白おかしく話すと、

彼らも好奇心に満ちた目をして聞いてくれるので

す。自分たちもやってみたい、と声をあげてくれ

る生徒もいます。

　大人が率先して楽しんで追及している様子を見

ると、子どもも同じように面白そうと興味をもっ

てくれるのだと、しみじみと思います。

　興味をもって楽しく学んで追及していくこと、

勉強や農作業だけにあてはまる訳ではないように

思います。このことを私たちは身をもって生徒た

ちに示していき続けよう、そのために様々なこと

に興味を持っていた童心を忘れずにいようと、つ

くづく実感するのです。

　先日、生徒のひとりが「先生はオレ達の畑だよ

ね！」と嬉しそうに、話してくれました。

　本当に胸が熱くなり、教師冥利につきるなあ、

とつぶやいたのでした。
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　共に人間の命に関わる重いテーマである。

「戦争には反対」

「死刑制度には賛成」

世論調査に戦争の賛否を問う設問があるとは思え

ないが、多くの日本人はそう考えていると推測さ

れる。なぜ戦争と死刑を並列したかといえば、共に

「個人には禁じている殺人を国家の名のもとに、命

じる」からである。

　まず戦争について。

　今年は戦後 77 年。昭和６年に始まった満州事

変から昭和の大戦争を語ることのできる体験者は

ほとんどいない。語る内容も、開戦 ( 昭和 16年 12

月８日 ) から６か月余しか明らかな勝利 ( 侵略 )

戦は無かったのだから、「語り部」も加害ではなく、

被害中心に語らざるを得ない。敗北戦は被害その

ものである。

　問題は、この戦争について、子どもたちが、どの

ように教えられるかである。

　「戦時には敵を 10 人殺せば英雄。平時なら殺人

鬼」とは、長いこと言われ続けてきた矛盾である。

徴兵制度が法律で義務化されていれば、『人殺しは

嫌だ』と拒めば、刑務所に拘束される。

　ある日、突然ミサイルが飛来して来たら、座して

死を待つのだろうか。ゲームで遊ぶ子どもでさえ、

ミサイル攻撃を阻止するには「発射基地を攻撃せ

ずに迎撃ミサイルで防衛しよう」などとは考えな

い。戦場体験者がいなければ、我々は戦記文学から

学ぶしかない。

　戦争は、常に「正義の自衛」から始まることは、歴

史の教える所である。「いかなる理由があろうと、

たとえ先制奇襲攻撃を受けても戦争には反対であ

る」と言えるのか。どんなに時代が経過しても、こ

の地球上から戦争が無くならないのは、戦争が人

類文化の一つだからなのではないか。文化を生む

のは人間の「知性」である。地球上に人類がいる限

り、戦争は無くなるはずがないという説に悲観的、

絶望的にすらならざるを得ない。

　政治家の中には、『戦争は悪いことだが………』

と前置きして、やむをえない戦争、戦争の正当性を

述べる人は少なくない。戦争は「絶対悪」という発

想がない限り、日本も戦争に巻き込まれる危険性

がある。

　次は、死刑制度について。

　死刑執行が見せしめのために、公開されている

訳でもないし、死刑の執行を行なう刑務官は、公務

員の守秘義務が課せられている以上、事実を語る

人はほとんどいない。

　日本の死刑は絞首刑である。刑務官の仕事とし

て、死刑囚の首にロープをかけ、両膝を縛り、足下

の踏み板をはずす気持ちは、どんなものだろうか。

被害者遺族は、絞首刑に立ち合って、憎みきれない

ほど憎い相手が死ぬのを目撃して、溜飲を下げる

ことができるのだろうか。一般人は、この極刑の詳

細を知らない。知識を得ようとすれば、これも書籍

に頼るしかない。

　凶悪殺人犯は、何の罪もない人の人権を抹殺し

た「人非人」( にんぴにん ) なのだから、殺人犯の人

権などを考える必要はない、と思う人も多い。しか

し、病気に罹患した死刑囚は、どうせ死刑になるの

だから、といって放置される訳ではない。国費で病

気の治療をし、健康 ( ？ ) になってから処刑する

のである。死刑囚の人権もまた守られているので

ある、というより心身がまともで恐怖を感じる時

に ( ？ ) 処刑する。でなければ鎮痛剤を射つか、全

身麻酔をかけて苦しむことのないよう処刑するは

ずだ、と穿 ( うが ) った見方をする向きもある。

　わが子が理由もなく誘拐され、身代金を要求さ

れ、殺されても、『死刑にしないでくれ』と言えるだ

ろうか。

　死刑執行は、被害者遺族に事前に連絡があるの

か、それとも事後なのか。我々と同じように、報道

されて知るのか。知ったら赤飯を炊いて祝杯をあ

げ、故人に報告をするのだろうか。こういう疑問す

ら、不謹慎と言われかねない。被害者の弟 ( 死刑反

「戦争」と「死刑」

国分　岳

乱読毒舌独語 対論者 ) から、『処刑されても、兄が還 ( かえ ) って

くる訳でもないし、恨む対称が居なくなり虚しい

だけだった』と聞いたことがある。

　さらに死刑制度の最悪の事態は、誤判による無

実の人の処刑、冤罪の問題である。日本において

も、死刑確定囚の再審無罪の例がある。

　ちなみに、日本は国連の死刑廃止条約を批准し

ていない。

　大多数の日本人が、戦争も死刑も実態を知らな

いまま賛否の意思表示をしているのではないか。

それでも意思表示していれば、まだ救われる。恐ろ

しいのは無関心である。

　死刑に関する書籍は限られているが、第二次世

界大戦に関する書籍の量は膨大で、とても読みき

れるものではない。小説、詩歌、日記、手記、遺言な

どあらゆるジャンルが存在する。その一部でもよ

いから読んで欲しい。特に実戦体験記録、たとえば

戦艦「武蔵」の最後をリアルに記した〈「海ゆかば水

漬 ( つ ) く屍 ( かばね )」渡辺清著 ( 昭和戦記文学

全集⑥)〉を読んでから、改憲論議に参加しても遅

くない。( 今回の書籍紹介は、概要ではなく、主に

目次や各巻のタイトルを並べるようにした )

　最近、スポーツの世界で頻繁に使われるように

なった言葉にリベンジ (revenge) がある。多くの

人は、雪辱戦の意味で使っているが、本来の意味

は、復讐・腹いせ・報復・遺恨・意趣・雪辱など

である ( 研究社大英和辞典 )。イスラエル、パレス

チナの報復の連鎖。オウム真理教の死刑囚の大量

死刑執行。いずれもリベンジなのである。刑罰は、

死刑も含めて非難と応報である。

　戦争が無かったと言われる ( 現在までの考古学

的知見による ) 縄文時代の 10,000 年余、死刑の

無かった平安時代の 300 年余の日本は、非戦平

和、死刑廃止が可能な国なのではないか！

　個人に禁じている殺人を国家が命じるダブルス

タンダードは『どうして人を殺してはいけない

の？』という子どもの衝撃的な質問 ( こういう発

想の生じることが、衝撃的なのであるが ) にオト

ナが即答できない一因となる。

　

　私は戦争にも死刑にも反対である。なぜなら人

を殺傷したくないからである。あくまで非暴力で、

言論を使って反対を言い続ける決意である。無関

心による沈黙は、戦争にも死刑にも賛意を示すこ

とになりかねない。正当防衛という考え方も承知

の上で、声を大にして訴え続けたい。人間一人を殺

害することは、ここまで永続してきた先祖を、未来

に誕生するかもしれぬ子孫までも殺害することに

なる。できることなら「殺される勇気！」を持ちた

いのである。本能が許すかどうか………いや、本能
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に逆らえるから人間と言える。我々はけっして「裸

のサル」ではない。今年も新年の夢に終わるのだろ

うか？『二度と教え子を戦場に送らない』と誓った

教師たちもほとんど亡くなってしまった。「死刑」

を容認することは、紛れもなく「戦争」を容認する

ことに通じる。

〈了〉

【書籍紹介】

書　名　『新版死刑廃止を考える』

著　者　菊田幸一

出版社　岩波書店 ( 岩波ブックレット )

発行年　2021 年　

概　要　死刑廃止・停止が国際的潮流であるにも

関わらず、依然として死刑制度を維持している日

本。以下目次。①世論の支持をどう考えるか／②死

刑は凶悪犯罪防止になるか／③死刑は被害者感情

を癒すか／④誤判、冤罪は避けられない／⑤日本

国憲法は死刑を認めているか／⑥なぜ国連は死刑

廃止を認めているか／⑦死刑に代わる刑罰はある

か

書　名　『知っていますか？死刑と人権一問一答』

編　者　アムネスティ・インターナショナル日本

支部

出版社　解放出版社

発行年　1999 年

概　要　以下目次 ( 一部省略 )。問１、人を殺した

のだから、死刑になっても仕方ないのではないで

しょうか？／問２、死刑制度はわたしたちの社会

を守るために、やはり必要なのではないでしょう

か？／問３( 略 ) ／問４、死刑がなくなると、凶悪

犯罪が増えるのではないでしょうか？／問５、被

害者遺族の気持ちを考えると、死刑は絶対に必要

ではないでしょうか？／問６〜10(略 )／問１１、

死刑囚の日常は、どのようなものでしょうか？／

問 12〜13( 略 ) ／問 14、実際に死刑を執行する

人たちは、どんな思いでしょうか？

書　名　『昭和戦記文学全集』( 全１５巻、別巻１)

編　者　阿川弘之・大岡昇平・奥野健男・瀬川文三・

村上兵衛

出版社　集英社

発行年　1965 年

巻ﾀｲﾄﾙ　①戦火満州に挙がる／②中国への進撃／

③果てしなき中国戦線／④太平洋開戦＝12 月 8

日＝／⑤海ゆかば／⑥南海の死闘／⑦軍隊の生活

／⑧連合艦隊かく戦えり／⑨武器なき戦い／⑩青

年士官の歴史／⑪戦時下のハイティーン／⑫流離

の日々／⑬原子爆弾投下さる／⑭市民の日記／⑮

死者の声／ ( 別 ) 知られざる記録

書　名　『太平洋戦争と朝日新聞』( 戦争ジャーナ

リズムの研究 )

著　者　早瀬　貫

出版社　新人物往来社

発行年　2001 年

概　要　昭和 16 年 12 月８日の開戦から昭和 20

年８月 15 日までの朝日新聞の記事 ( 主として大

日本帝国大本営発表の情報による ) の時系列的戦

史。

　「帝国ノ存亡危殆 ( きたい ) ニ瀕 ( ひん ) セリ事

既 ( ことすで ) ニ此ニ至ル。帝国ハ今ヤ自存自衛

ノタメ蹶然 ( けつぜん ) 起 ( た ) ッテ、一切ノ障碍

(しょうがい)ヲ砕破(さいは)スルノ他ナキナリ」

( 句読点筆者 ) が開戦の理由。そして「朕 ( ちん )

は祖宗また一般国民に対し忍び難きを忍んで予

( かね ) ての方針通り進みたい。( 中略 ) 朕の一身

は如何にあろうともこれ以上国が焦土と化し国民

が戦火に斃 ( たお ) れるのを見るに忍びない」( 御

前会議での天皇の発言の一部 )、この後、８月１５

日、天皇の肉声によるいわゆる玉音放送が流れた。
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世論調査に戦争の賛否を問う設問があるとは思え

ないが、多くの日本人はそう考えていると推測さ

れる。なぜ戦争と死刑を並列したかといえば、共に

「個人には禁じている殺人を国家の名のもとに、命

じる」からである。

　まず戦争について。

　今年は戦後 77 年。昭和６年に始まった満州事

変から昭和の大戦争を語ることのできる体験者は

ほとんどいない。語る内容も、開戦 ( 昭和 16年 12

月８日 ) から６か月余しか明らかな勝利 ( 侵略 )

戦は無かったのだから、「語り部」も加害ではなく、

被害中心に語らざるを得ない。敗北戦は被害その

ものである。

　問題は、この戦争について、子どもたちが、どの

ように教えられるかである。

　「戦時には敵を 10 人殺せば英雄。平時なら殺人

鬼」とは、長いこと言われ続けてきた矛盾である。
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ミサイル攻撃を阻止するには「発射基地を攻撃せ

ずに迎撃ミサイルで防衛しよう」などとは考えな

い。戦場体験者がいなければ、我々は戦記文学から

学ぶしかない。

　戦争は、常に「正義の自衛」から始まることは、歴

史の教える所である。「いかなる理由があろうと、

たとえ先制奇襲攻撃を受けても戦争には反対であ

る」と言えるのか。どんなに時代が経過しても、こ

の地球上から戦争が無くならないのは、戦争が人

類文化の一つだからなのではないか。文化を生む

のは人間の「知性」である。地球上に人類がいる限

り、戦争は無くなるはずがないという説に悲観的、

絶望的にすらならざるを得ない。

　政治家の中には、『戦争は悪いことだが………』

と前置きして、やむをえない戦争、戦争の正当性を

述べる人は少なくない。戦争は「絶対悪」という発

想がない限り、日本も戦争に巻き込まれる危険性
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　次は、死刑制度について。

　死刑執行が見せしめのために、公開されている

訳でもないし、死刑の執行を行なう刑務官は、公務

員の守秘義務が課せられている以上、事実を語る

人はほとんどいない。
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て、死刑囚の首にロープをかけ、両膝を縛り、足下

の踏み板をはずす気持ちは、どんなものだろうか。

被害者遺族は、絞首刑に立ち合って、憎みきれない

ほど憎い相手が死ぬのを目撃して、溜飲を下げる

ことができるのだろうか。一般人は、この極刑の詳

細を知らない。知識を得ようとすれば、これも書籍

に頼るしかない。

　凶悪殺人犯は、何の罪もない人の人権を抹殺し

た「人非人」( にんぴにん ) なのだから、殺人犯の人

権などを考える必要はない、と思う人も多い。しか

し、病気に罹患した死刑囚は、どうせ死刑になるの

だから、といって放置される訳ではない。国費で病

気の治療をし、健康 ( ？ ) になってから処刑する

のである。死刑囚の人権もまた守られているので

ある、というより心身がまともで恐怖を感じる時

に ( ？ ) 処刑する。でなければ鎮痛剤を射つか、全

身麻酔をかけて苦しむことのないよう処刑するは

ずだ、と穿 ( うが ) った見方をする向きもある。

　わが子が理由もなく誘拐され、身代金を要求さ

れ、殺されても、『死刑にしないでくれ』と言えるだ

ろうか。

　死刑執行は、被害者遺族に事前に連絡があるの

か、それとも事後なのか。我々と同じように、報道

されて知るのか。知ったら赤飯を炊いて祝杯をあ

げ、故人に報告をするのだろうか。こういう疑問す

ら、不謹慎と言われかねない。被害者の弟 ( 死刑反

対論者 ) から、『処刑されても、兄が還 ( かえ ) って

くる訳でもないし、恨む対称が居なくなり虚しい

だけだった』と聞いたことがある。

　さらに死刑制度の最悪の事態は、誤判による無

実の人の処刑、冤罪の問題である。日本において

も、死刑確定囚の再審無罪の例がある。

　ちなみに、日本は国連の死刑廃止条約を批准し

ていない。

　大多数の日本人が、戦争も死刑も実態を知らな

いまま賛否の意思表示をしているのではないか。

それでも意思表示していれば、まだ救われる。恐ろ

しいのは無関心である。

　死刑に関する書籍は限られているが、第二次世

界大戦に関する書籍の量は膨大で、とても読みき

れるものではない。小説、詩歌、日記、手記、遺言な

どあらゆるジャンルが存在する。その一部でもよ

いから読んで欲しい。特に実戦体験記録、たとえば

戦艦「武蔵」の最後をリアルに記した〈「海ゆかば水

漬 ( つ ) く屍 ( かばね )」渡辺清著 ( 昭和戦記文学

全集⑥)〉を読んでから、改憲論議に参加しても遅

くない。( 今回の書籍紹介は、概要ではなく、主に

目次や各巻のタイトルを並べるようにした )

　最近、スポーツの世界で頻繁に使われるように

なった言葉にリベンジ (revenge) がある。多くの

人は、雪辱戦の意味で使っているが、本来の意味

は、復讐・腹いせ・報復・遺恨・意趣・雪辱など

である ( 研究社大英和辞典 )。イスラエル、パレス

チナの報復の連鎖。オウム真理教の死刑囚の大量

死刑執行。いずれもリベンジなのである。刑罰は、

死刑も含めて非難と応報である。

　戦争が無かったと言われる ( 現在までの考古学

的知見による ) 縄文時代の 10,000 年余、死刑の

無かった平安時代の 300 年余の日本は、非戦平

和、死刑廃止が可能な国なのではないか！

　個人に禁じている殺人を国家が命じるダブルス

タンダードは『どうして人を殺してはいけない

の？』という子どもの衝撃的な質問 ( こういう発

想の生じることが、衝撃的なのであるが ) にオト

ナが即答できない一因となる。

　

　私は戦争にも死刑にも反対である。なぜなら人

を殺傷したくないからである。あくまで非暴力で、

言論を使って反対を言い続ける決意である。無関

心による沈黙は、戦争にも死刑にも賛意を示すこ

とになりかねない。正当防衛という考え方も承知

の上で、声を大にして訴え続けたい。人間一人を殺

害することは、ここまで永続してきた先祖を、未来

に誕生するかもしれぬ子孫までも殺害することに

なる。できることなら「殺される勇気！」を持ちた

いのである。本能が許すかどうか………いや、本能
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に逆らえるから人間と言える。我々はけっして「裸

のサル」ではない。今年も新年の夢に終わるのだろ

うか？『二度と教え子を戦場に送らない』と誓った

教師たちもほとんど亡くなってしまった。「死刑」

を容認することは、紛れもなく「戦争」を容認する

ことに通じる。

〈了〉

【書籍紹介】

書　名　『新版死刑廃止を考える』

著　者　菊田幸一

出版社　岩波書店 ( 岩波ブックレット )

発行年　2021 年　

概　要　死刑廃止・停止が国際的潮流であるにも

関わらず、依然として死刑制度を維持している日

本。以下目次。①世論の支持をどう考えるか／②死

刑は凶悪犯罪防止になるか／③死刑は被害者感情

を癒すか／④誤判、冤罪は避けられない／⑤日本

国憲法は死刑を認めているか／⑥なぜ国連は死刑

廃止を認めているか／⑦死刑に代わる刑罰はある

か

書　名　『知っていますか？死刑と人権一問一答』

編　者　アムネスティ・インターナショナル日本

支部

出版社　解放出版社

発行年　1999 年

概　要　以下目次 ( 一部省略 )。問１、人を殺した

のだから、死刑になっても仕方ないのではないで

しょうか？／問２、死刑制度はわたしたちの社会

を守るために、やはり必要なのではないでしょう

か？／問３( 略 ) ／問４、死刑がなくなると、凶悪

犯罪が増えるのではないでしょうか？／問５、被

害者遺族の気持ちを考えると、死刑は絶対に必要

ではないでしょうか？／問６〜10(略 )／問１１、

死刑囚の日常は、どのようなものでしょうか？／

問 12〜13( 略 ) ／問 14、実際に死刑を執行する

人たちは、どんな思いでしょうか？

書　名　『昭和戦記文学全集』( 全１５巻、別巻１)

編　者　阿川弘之・大岡昇平・奥野健男・瀬川文三・

村上兵衛

出版社　集英社

発行年　1965 年

巻ﾀｲﾄﾙ　①戦火満州に挙がる／②中国への進撃／

③果てしなき中国戦線／④太平洋開戦＝12 月 8

日＝／⑤海ゆかば／⑥南海の死闘／⑦軍隊の生活

／⑧連合艦隊かく戦えり／⑨武器なき戦い／⑩青

年士官の歴史／⑪戦時下のハイティーン／⑫流離

の日々／⑬原子爆弾投下さる／⑭市民の日記／⑮

死者の声／ ( 別 ) 知られざる記録

書　名　『太平洋戦争と朝日新聞』( 戦争ジャーナ

リズムの研究 )

著　者　早瀬　貫

出版社　新人物往来社

発行年　2001 年

概　要　昭和 16 年 12 月８日の開戦から昭和 20

年８月 15 日までの朝日新聞の記事 ( 主として大

日本帝国大本営発表の情報による ) の時系列的戦

史。

　「帝国ノ存亡危殆 ( きたい ) ニ瀕 ( ひん ) セリ事

既 ( ことすで ) ニ此ニ至ル。帝国ハ今ヤ自存自衛

ノタメ蹶然 ( けつぜん ) 起 ( た ) ッテ、一切ノ障碍

(しょうがい)ヲ砕破(さいは)スルノ他ナキナリ」

( 句読点筆者 ) が開戦の理由。そして「朕 ( ちん )

は祖宗また一般国民に対し忍び難きを忍んで予

( かね ) ての方針通り進みたい。( 中略 ) 朕の一身

は如何にあろうともこれ以上国が焦土と化し国民

が戦火に斃 ( たお ) れるのを見るに忍びない」( 御

前会議での天皇の発言の一部 )、この後、８月１５

日、天皇の肉声によるいわゆる玉音放送が流れた。

　



学校
法人 藤枝学園 藤枝明誠中学校・高等学校

【過去5年間　大学合格実績】
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令和4年2月1日（火） 令和2年度国際教養コース卒業生（22名）
英検取得実績　準 1級2名、2級21名

入学試験日：

◎特待生募集　特典
①入学金・授業料免除
②奨学金授与（入試上位者）

　共に人間の命に関わる重いテーマである。
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の上で、声を大にして訴え続けたい。人間一人を殺

害することは、ここまで永続してきた先祖を、未来

に誕生するかもしれぬ子孫までも殺害することに

なる。できることなら「殺される勇気！」を持ちた

いのである。本能が許すかどうか………いや、本能
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ことに通じる。
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( 句読点筆者 ) が開戦の理由。そして「朕 ( ちん )

は祖宗また一般国民に対し忍び難きを忍んで予

( かね ) ての方針通り進みたい。( 中略 ) 朕の一身

は如何にあろうともこれ以上国が焦土と化し国民

が戦火に斃 ( たお ) れるのを見るに忍びない」( 御

前会議での天皇の発言の一部 )、この後、８月１５

日、天皇の肉声によるいわゆる玉音放送が流れた。
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　共に人間の命に関わる重いテーマである。

「戦争には反対」

「死刑制度には賛成」

世論調査に戦争の賛否を問う設問があるとは思え

ないが、多くの日本人はそう考えていると推測さ

れる。なぜ戦争と死刑を並列したかといえば、共に

「個人には禁じている殺人を国家の名のもとに、命

じる」からである。

　まず戦争について。

　今年は戦後 77 年。昭和６年に始まった満州事

変から昭和の大戦争を語ることのできる体験者は

ほとんどいない。語る内容も、開戦 ( 昭和 16年 12

月８日 ) から６か月余しか明らかな勝利 ( 侵略 )

戦は無かったのだから、「語り部」も加害ではなく、

被害中心に語らざるを得ない。敗北戦は被害その

ものである。

　問題は、この戦争について、子どもたちが、どの

ように教えられるかである。

　「戦時には敵を 10 人殺せば英雄。平時なら殺人

鬼」とは、長いこと言われ続けてきた矛盾である。

徴兵制度が法律で義務化されていれば、『人殺しは

嫌だ』と拒めば、刑務所に拘束される。

　ある日、突然ミサイルが飛来して来たら、座して

死を待つのだろうか。ゲームで遊ぶ子どもでさえ、

ミサイル攻撃を阻止するには「発射基地を攻撃せ

ずに迎撃ミサイルで防衛しよう」などとは考えな

い。戦場体験者がいなければ、我々は戦記文学から

学ぶしかない。

　戦争は、常に「正義の自衛」から始まることは、歴

史の教える所である。「いかなる理由があろうと、

たとえ先制奇襲攻撃を受けても戦争には反対であ

る」と言えるのか。どんなに時代が経過しても、こ

の地球上から戦争が無くならないのは、戦争が人

類文化の一つだからなのではないか。文化を生む

のは人間の「知性」である。地球上に人類がいる限

り、戦争は無くなるはずがないという説に悲観的、

絶望的にすらならざるを得ない。

　政治家の中には、『戦争は悪いことだが………』

と前置きして、やむをえない戦争、戦争の正当性を

述べる人は少なくない。戦争は「絶対悪」という発

想がない限り、日本も戦争に巻き込まれる危険性

がある。

　次は、死刑制度について。

　死刑執行が見せしめのために、公開されている

訳でもないし、死刑の執行を行なう刑務官は、公務

員の守秘義務が課せられている以上、事実を語る

人はほとんどいない。

　日本の死刑は絞首刑である。刑務官の仕事とし

て、死刑囚の首にロープをかけ、両膝を縛り、足下

の踏み板をはずす気持ちは、どんなものだろうか。

被害者遺族は、絞首刑に立ち合って、憎みきれない

ほど憎い相手が死ぬのを目撃して、溜飲を下げる

ことができるのだろうか。一般人は、この極刑の詳

細を知らない。知識を得ようとすれば、これも書籍

に頼るしかない。

　凶悪殺人犯は、何の罪もない人の人権を抹殺し

た「人非人」( にんぴにん ) なのだから、殺人犯の人

権などを考える必要はない、と思う人も多い。しか

し、病気に罹患した死刑囚は、どうせ死刑になるの

だから、といって放置される訳ではない。国費で病

気の治療をし、健康 ( ？ ) になってから処刑する

のである。死刑囚の人権もまた守られているので

ある、というより心身がまともで恐怖を感じる時

に ( ？ ) 処刑する。でなければ鎮痛剤を射つか、全

身麻酔をかけて苦しむことのないよう処刑するは

ずだ、と穿 ( うが ) った見方をする向きもある。

　わが子が理由もなく誘拐され、身代金を要求さ

れ、殺されても、『死刑にしないでくれ』と言えるだ

ろうか。

　死刑執行は、被害者遺族に事前に連絡があるの

か、それとも事後なのか。我々と同じように、報道

されて知るのか。知ったら赤飯を炊いて祝杯をあ

げ、故人に報告をするのだろうか。こういう疑問す

ら、不謹慎と言われかねない。被害者の弟 ( 死刑反

対論者 ) から、『処刑されても、兄が還 ( かえ ) って

くる訳でもないし、恨む対称が居なくなり虚しい

だけだった』と聞いたことがある。

　さらに死刑制度の最悪の事態は、誤判による無

実の人の処刑、冤罪の問題である。日本において

も、死刑確定囚の再審無罪の例がある。

　ちなみに、日本は国連の死刑廃止条約を批准し

ていない。

　大多数の日本人が、戦争も死刑も実態を知らな

いまま賛否の意思表示をしているのではないか。

それでも意思表示していれば、まだ救われる。恐ろ

しいのは無関心である。

　死刑に関する書籍は限られているが、第二次世

界大戦に関する書籍の量は膨大で、とても読みき

れるものではない。小説、詩歌、日記、手記、遺言な

どあらゆるジャンルが存在する。その一部でもよ

いから読んで欲しい。特に実戦体験記録、たとえば

戦艦「武蔵」の最後をリアルに記した〈「海ゆかば水

漬 ( つ ) く屍 ( かばね )」渡辺清著 ( 昭和戦記文学

全集⑥)〉を読んでから、改憲論議に参加しても遅

くない。( 今回の書籍紹介は、概要ではなく、主に

目次や各巻のタイトルを並べるようにした )

　最近、スポーツの世界で頻繁に使われるように

なった言葉にリベンジ (revenge) がある。多くの

人は、雪辱戦の意味で使っているが、本来の意味

は、復讐・腹いせ・報復・遺恨・意趣・雪辱など

である ( 研究社大英和辞典 )。イスラエル、パレス

チナの報復の連鎖。オウム真理教の死刑囚の大量

死刑執行。いずれもリベンジなのである。刑罰は、

死刑も含めて非難と応報である。

　戦争が無かったと言われる ( 現在までの考古学

的知見による ) 縄文時代の 10,000 年余、死刑の

無かった平安時代の 300 年余の日本は、非戦平

和、死刑廃止が可能な国なのではないか！

　個人に禁じている殺人を国家が命じるダブルス

タンダードは『どうして人を殺してはいけない

の？』という子どもの衝撃的な質問 ( こういう発

想の生じることが、衝撃的なのであるが ) にオト

ナが即答できない一因となる。

　

　私は戦争にも死刑にも反対である。なぜなら人

を殺傷したくないからである。あくまで非暴力で、

言論を使って反対を言い続ける決意である。無関

心による沈黙は、戦争にも死刑にも賛意を示すこ

とになりかねない。正当防衛という考え方も承知

の上で、声を大にして訴え続けたい。人間一人を殺

害することは、ここまで永続してきた先祖を、未来

に誕生するかもしれぬ子孫までも殺害することに

なる。できることなら「殺される勇気！」を持ちた

いのである。本能が許すかどうか………いや、本能

に逆らえるから人間と言える。我々はけっして「裸

のサル」ではない。今年も新年の夢に終わるのだろ

うか？『二度と教え子を戦場に送らない』と誓った

教師たちもほとんど亡くなってしまった。「死刑」

を容認することは、紛れもなく「戦争」を容認する

ことに通じる。

〈了〉

【書籍紹介】

書　名　『新版死刑廃止を考える』

著　者　菊田幸一

出版社　岩波書店 ( 岩波ブックレット )

発行年　2021 年　

概　要　死刑廃止・停止が国際的潮流であるにも

関わらず、依然として死刑制度を維持している日

本。以下目次。①世論の支持をどう考えるか／②死

刑は凶悪犯罪防止になるか／③死刑は被害者感情

を癒すか／④誤判、冤罪は避けられない／⑤日本

国憲法は死刑を認めているか／⑥なぜ国連は死刑

廃止を認めているか／⑦死刑に代わる刑罰はある

か

書　名　『知っていますか？死刑と人権一問一答』

編　者　アムネスティ・インターナショナル日本

支部

出版社　解放出版社

発行年　1999 年

概　要　以下目次 ( 一部省略 )。問１、人を殺した

のだから、死刑になっても仕方ないのではないで

しょうか？／問２、死刑制度はわたしたちの社会

を守るために、やはり必要なのではないでしょう

か？／問３( 略 ) ／問４、死刑がなくなると、凶悪

犯罪が増えるのではないでしょうか？／問５、被

害者遺族の気持ちを考えると、死刑は絶対に必要

ではないでしょうか？／問６〜10(略 )／問１１、

死刑囚の日常は、どのようなものでしょうか？／

問 12〜13( 略 ) ／問 14、実際に死刑を執行する

人たちは、どんな思いでしょうか？

書　名　『昭和戦記文学全集』( 全１５巻、別巻１)

編　者　阿川弘之・大岡昇平・奥野健男・瀬川文三・

村上兵衛

出版社　集英社

発行年　1965 年

1943年東京生まれ、現在、名古屋在住。

1963年大学中退、元人財共育コンサルタント。

プロフィール

巻ﾀｲﾄﾙ　①戦火満州に挙がる／②中国への進撃／

③果てしなき中国戦線／④太平洋開戦＝12 月 8

日＝／⑤海ゆかば／⑥南海の死闘／⑦軍隊の生活

／⑧連合艦隊かく戦えり／⑨武器なき戦い／⑩青

年士官の歴史／⑪戦時下のハイティーン／⑫流離

の日々／⑬原子爆弾投下さる／⑭市民の日記／⑮

死者の声／ ( 別 ) 知られざる記録

書　名　『太平洋戦争と朝日新聞』( 戦争ジャーナ

リズムの研究 )

著　者　早瀬　貫

出版社　新人物往来社

発行年　2001 年

概　要　昭和 16 年 12 月８日の開戦から昭和 20

年８月 15 日までの朝日新聞の記事 ( 主として大

日本帝国大本営発表の情報による ) の時系列的戦

史。

　「帝国ノ存亡危殆 ( きたい ) ニ瀕 ( ひん ) セリ事

既 ( ことすで ) ニ此ニ至ル。帝国ハ今ヤ自存自衛

ノタメ蹶然 ( けつぜん ) 起 ( た ) ッテ、一切ノ障碍

(しょうがい)ヲ砕破(さいは)スルノ他ナキナリ」

( 句読点筆者 ) が開戦の理由。そして「朕 ( ちん )

は祖宗また一般国民に対し忍び難きを忍んで予

( かね ) ての方針通り進みたい。( 中略 ) 朕の一身

は如何にあろうともこれ以上国が焦土と化し国民

が戦火に斃 ( たお ) れるのを見るに忍びない」( 御

前会議での天皇の発言の一部 )、この後、８月１５

日、天皇の肉声によるいわゆる玉音放送が流れた。
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S c e n e 1   夫 は 快 適 空 の 旅 。 私 も 悠 々 と ！ ？

シャイな娘たちがアメリカの学校に！？

　夫の仕事で 2014 年から 2019 年の約５年間ア

メリカ合衆国ミシガン州に住んでいました。

　海外勤務希望を出し、会社での TOEIC 規定点数

を取れる様にコツコツと勉強していた夫の姿を見

ていたので、とても嬉しかった事を覚えています。

　それまでは転勤族の為、同じ場所に何年いられ

るのか？娘達の楽しみにしている学校、幼稚園行

事まで通えるのか？さえ分からない生活だったの

で、同じ所に 5 年間も住める！！という事が私の

一番の喜びでした。（海外勤務は約５年と決まって

います。）　　　　　　

　日本国内の知らない土地に行くより、アメリカ

に行く事の方が私にとってはストレスがなかった

のです。

　他にもインド・ドイツ他の勤務場所があった中

で、勉強した事のある英語圏であったこともラッ

キーでした。

　しかし、全く不安がなかったわけではありませ

ん。赴任が決まった時、長女 7 歳（小１）次女５歳

（年中）。長女はなかなか小学校になじめなかった

為、私が毎朝登校班に付き添いをして登校してい

ました。次女は足を骨折し、幼稚園をお休みしてい

る間に長女が卒園したため、1 人で幼稚園に通う

心細さを感じている頃でした。

そんな子供たちが転校！！しかもアメリカ！？　

　　　

引越し以前の意外な苦労

　アメリカ赴任の話はどんどん進んでいき、2014

年 1 月、夫は私たちより一足先に渡米しました。

私は子供たちと終業式まで日本にいることにしま

した。

　引越しの手配、ビザに関する書類などは会社が

用意してくれスムーズに済みましたが、家に関す

る色々な解約にかなり悩まされました。一番の難

関は本人様確認です。

「夫はもう、アメリカです。」

と伝えても、

「ご本人様でないと・・・。」

との事で。アメリカから委任状を送ったり、国際電

話をしたりと大変でした。

　引越しは [ おまかせパック ] でしたが、航空便

（1 週間ほどで届く。ダンボール約５箱まで）と船

便（３か月かかる）日本の倉庫に置いていく物の仕

分けはしておかなければなりません。

　保険や荷物チェックの為に１つずつ品名（つま

ようじでさえも）、購入金額をも書類に書きまし

た。

いざ、アメリカへ

　毎日バタバタと過ごしていた中、お友達がお別

れ会を開いてくれました。

しかし・・・予定した日が大雪！！リスケジュー

ルした日も大雪！！（宇都宮では、出かけられない

ほどの大雪が降ることは年に 1 度あるかないか

なのに。）

　これには、皆ミシガンの影響だ～！とびっくり

していました。（ミシガンは北海道と似た気候で

す。）

　お別れ会では、大人は涙・・・子供たちはあま

り理解していなかった様です。

　たくさんのお友達に見送っていただき、宇都宮

を出発し、実家（さいたま市）にて１週間ほど過ご

しました。

　成田空港まで両親に車で送ってもらい、いよい

よアメリカに出発！！

スーツケース４つと子供２人を連れての 13 時間

フライトです。出発してしまった寂しさと、無事に

出発できた安堵。ビジネスクラスを楽しもうと

思ったのですが、それが許されることはありませ

んでした。

「ママ〜こわい。」

「ママ〜ビデオ終わっちゃった。」

「ママ〜のどかわいた。」etc・・・

普段はおとなしい（外では）２人なのですが、プラ

イベート空間たっぷりのビジネスクラスは不安

だったのでしょう。シートベルトサインが消えて

いる間は私の席に一緒に座っていました。

　2 人は、豪華な機内食には興味を示さず、バナナ

とアイスクリームを食べただけでした。

飛行機の中では全く眠れずにデトロイト空港に到

着。

　夫が車で空港まで迎えに来てくれていました。

　家までの道中、電線のない青い大きな空に芝生

の緑、広い道に感動しつつ、疲れがピークに達した

私は大爆睡なのでした。

アメリカはやっぱり何でも大きかった！　　　

　私達がアメリカに着いた次の日から主人は泊り

の出張がありました。とても不安でしたが、同じ会

社の奥様方にお夕飯をいただいたり、お招きして

いただき、とても助かりました。駐在者にとって、

同じ会社の奥様同士のつながりは必須です。

　泊りの出張が多いアメリカ。そんな時に何故か

家のトラブルが起こることが多いのです。（シャ

ワーが出ない、ガレージの扉が開かない等）修理を

呼んでもすぐには対応してくれないので、お互い

に助け合いながら生活します。

　よく耳にする、社宅での奥様トラブルみたいな

ものはありません。

　お肉は○○で買うといい、洗剤の○○は日本人

には合わない、病院、学校、旅行先のお薦め等色々

アドバイスをいただきました。

　夫の会社では常時５家族程度の駐在家族がいま

したが、好きな所に住めるので適度な距離を保ち

ながら楽しくお付き合いできました。

　私たちは、サブと言われる集合住宅の中の一軒

家に住みました。一軒家だと、芝刈りや雪かきを自

分でしなければいけないのですが、サブに住むと

管理会社がしてくれる所もあります。集合住宅と

いってもお隣さんとは 5 メートル以上離れてい

デトロイトタイガース応援中

るし、共有のプールもあり、家の前は芝生。近くに

は湖。最高のロケーション！！

　家の中は、タイル床のキッチン、絨毯の階段に、

絨毯の子供部屋、主寝室にはシャワールームもあ

ります。そして、一軒家には竜巻時の避難場所とし

て地下室が作られています。

　ここで子供たちにプレゼント！卓球台です！厳

しい冬でも運動できる様に、他にもビリヤード台

やルームランナー等を地下に置いて運動スペース

にしているご家庭は多いです。

　賃貸の住宅には大抵、冷蔵庫、食洗器、洗濯機、乾

燥機、冷暖房が完備されています。

どれも大容量で家事が楽になるようになっていま

す。

　冷蔵庫は日本の２倍くらいあり、半分が冷蔵、半

分が冷凍。我が家の一週間分の食糧をいれてもま

だまだ余裕があります。

　食洗器は１日分を１回で洗えます。

　洗濯物を外には干さない習慣なので、洗濯後に

洗濯機と同じ大きさの乾燥機に放り込めば、洗濯

物も終了です。各部屋にクローゼットがあるので、

洋服は畳まずにハンガーにかけられます。

　車はガレージに入れ、家の裏扉から出られるの

で雨が降っていても濡れる事はないし、車への物

の出し入れも便利です。雪おろしや霜とりをしな

くて良いのが最大の利点です。

　この様に、家事は日本に比べてかなり楽。

　子供達をサポートする時間が増えてありがた

かったです。

　子供達は２人共年少時から英会話、長女は年長

時から公文の英語をやっていました。渡米時は、簡

単な英会話、アルファベットの読み書きが出来る

位。

　私は高校時代に国際コースのある学校に通い、

交換留学生として 3 か月間オーストラリアで過

ごし、日常会話程度は理解できる程度でした。

　こうして私たちのアメリカ生活がスタートしま

した！！　
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シャイな娘たちがアメリカの学校に！？

　夫の仕事で 2014 年から 2019 年の約５年間ア

メリカ合衆国ミシガン州に住んでいました。

　海外勤務希望を出し、会社でのTOEIC規定点数

を取れる様にコツコツと勉強していた夫の姿を見

ていたので、とても嬉しかった事を覚えています。

　それまでは転勤族の為、同じ場所に何年いられ

るのか？娘達の楽しみにしている学校、幼稚園行

事まで通えるのか？さえ分からない生活だったの

で、同じ所に 5年間も住める！！という事が私の

一番の喜びでした。（海外勤務は約５年と決まって

います。）　　　　　　

　日本国内の知らない土地に行くより、アメリカ

に行く事の方が私にとってはストレスがなかった

のです。

　他にもインド・ドイツ他の勤務場所があった中

で、勉強した事のある英語圏であったこともラッ

キーでした。

　しかし、全く不安がなかったわけではありませ

ん。赴任が決まった時、長女 7歳（小１）次女５歳

（年中）。長女はなかなか小学校になじめなかった

為、私が毎朝登校班に付き添いをして登校してい

ました。次女は足を骨折し、幼稚園をお休みしてい

る間に長女が卒園したため、1 人で幼稚園に通う

心細さを感じている頃でした。

そんな子供たちが転校！！しかもアメリカ！？　

　　　

引越し以前の意外な苦労

　アメリカ赴任の話はどんどん進んでいき、2014

年 1 月、夫は私たちより一足先に渡米しました。

私は子供たちと終業式まで日本にいることにしま

した。

　引越しの手配、ビザに関する書類などは会社が

用意してくれスムーズに済みましたが、家に関す

る色々な解約にかなり悩まされました。一番の難

関は本人様確認です。

「夫はもう、アメリカです。」

と伝えても、

「ご本人様でないと・・・。」

との事で。アメリカから委任状を送ったり、国際電

話をしたりと大変でした。

　引越しは [ おまかせパック ] でしたが、航空便

（1 週間ほどで届く。ダンボール約５箱まで）と船

便（３か月かかる）日本の倉庫に置いていく物の仕

分けはしておかなければなりません。

　保険や荷物チェックの為に１つずつ品名（つま

ようじでさえも）、購入金額をも書類に書きまし

た。

いざ、アメリカへ

　毎日バタバタと過ごしていた中、お友達がお別

れ会を開いてくれました。

しかし・・・予定した日が大雪！！リスケジュー

ルした日も大雪！！（宇都宮では、出かけられない

ほどの大雪が降ることは年に 1 度あるかないか

なのに。）

　これには、皆ミシガンの影響だ～！とびっくり

していました。（ミシガンは北海道と似た気候で

す。）

　お別れ会では、大人は涙・・・子供たちはあま

り理解していなかった様です。

　たくさんのお友達に見送っていただき、宇都宮

を出発し、実家（さいたま市）にて１週間ほど過ご

しました。

　成田空港まで両親に車で送ってもらい、いよい

よアメリカに出発！！

スーツケース４つと子供２人を連れての 13 時間

フライトです。出発してしまった寂しさと、無事に

出発できた安堵。ビジネスクラスを楽しもうと

思ったのですが、それが許されることはありませ

んでした。

「ママ〜こわい。」

「ママ〜ビデオ終わっちゃった。」

「ママ〜のどかわいた。」etc・・・

普段はおとなしい（外では）２人なのですが、プラ

イベート空間たっぷりのビジネスクラスは不安

だったのでしょう。シートベルトサインが消えて

いる間は私の席に一緒に座っていました。

　2人は、豪華な機内食には興味を示さず、バナナ

とアイスクリームを食べただけでした。

飛行機の中では全く眠れずにデトロイト空港に到

着。

　夫が車で空港まで迎えに来てくれていました。

　家までの道中、電線のない青い大きな空に芝生

の緑、広い道に感動しつつ、疲れがピークに達した

私は大爆睡なのでした。

アメリカはやっぱり何でも大きかった！　　　

　私達がアメリカに着いた次の日から主人は泊り

の出張がありました。とても不安でしたが、同じ会

社の奥様方にお夕飯をいただいたり、お招きして

いただき、とても助かりました。駐在者にとって、

同じ会社の奥様同士のつながりは必須です。

　泊りの出張が多いアメリカ。そんな時に何故か

家のトラブルが起こることが多いのです。（シャ

ワーが出ない、ガレージの扉が開かない等）修理を

呼んでもすぐには対応してくれないので、お互い

に助け合いながら生活します。

　よく耳にする、社宅での奥様トラブルみたいな

ものはありません。

　お肉は○○で買うといい、洗剤の○○は日本人

には合わない、病院、学校、旅行先のお薦め等色々

アドバイスをいただきました。

　夫の会社では常時５家族程度の駐在家族がいま

したが、好きな所に住めるので適度な距離を保ち

ながら楽しくお付き合いできました。

　私たちは、サブと言われる集合住宅の中の一軒

家に住みました。一軒家だと、芝刈りや雪かきを自

分でしなければいけないのですが、サブに住むと

管理会社がしてくれる所もあります。集合住宅と

いってもお隣さんとは 5 メートル以上離れてい

るし、共有のプールもあり、家の前は芝生。近くに

は湖。最高のロケーション！！

　家の中は、タイル床のキッチン、絨毯の階段に、

絨毯の子供部屋、主寝室にはシャワールームもあ

ります。そして、一軒家には竜巻時の避難場所とし

て地下室が作られています。

　ここで子供たちにプレゼント！卓球台です！厳

しい冬でも運動できる様に、他にもビリヤード台

やルームランナー等を地下に置いて運動スペース

にしているご家庭は多いです。

　賃貸の住宅には大抵、冷蔵庫、食洗器、洗濯機、乾

燥機、冷暖房が完備されています。

どれも大容量で家事が楽になるようになっていま

す。

　冷蔵庫は日本の２倍くらいあり、半分が冷蔵、半

分が冷凍。我が家の一週間分の食糧をいれてもま

だまだ余裕があります。

　食洗器は１日分を１回で洗えます。

　洗濯物を外には干さない習慣なので、洗濯後に

洗濯機と同じ大きさの乾燥機に放り込めば、洗濯

物も終了です。各部屋にクローゼットがあるので、

洋服は畳まずにハンガーにかけられます。

　車はガレージに入れ、家の裏扉から出られるの

で雨が降っていても濡れる事はないし、車への物

の出し入れも便利です。雪おろしや霜とりをしな

くて良いのが最大の利点です。

　この様に、家事は日本に比べてかなり楽。

　子供達をサポートする時間が増えてありがた

かったです。

　子供達は２人共年少時から英会話、長女は年長

時から公文の英語をやっていました。渡米時は、簡

単な英会話、アルファベットの読み書きが出来る

位。

　私は高校時代に国際コースのある学校に通い、

交換留学生として 3 か月間オーストラリアで過

ごし、日常会話程度は理解できる程度でした。

　こうして私たちのアメリカ生活がスタートしま

した！！　
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で、勉強した事のある英語圏であったこともラッ
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「夫はもう、アメリカです。」
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　毎日バタバタと過ごしていた中、お友達がお別
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ルした日も大雪！！（宇都宮では、出かけられない
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　これには、皆ミシガンの影響だ～！とびっくり

していました。（ミシガンは北海道と似た気候で

す。）

　お別れ会では、大人は涙・・・子供たちはあま

り理解していなかった様です。
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だまだ余裕があります。

　食洗器は１日分を１回で洗えます。

　洗濯物を外には干さない習慣なので、洗濯後に

洗濯機と同じ大きさの乾燥機に放り込めば、洗濯
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で雨が降っていても濡れる事はないし、車への物

の出し入れも便利です。雪おろしや霜とりをしな

くて良いのが最大の利点です。

　この様に、家事は日本に比べてかなり楽。

　子供達をサポートする時間が増えてありがた

かったです。

　子供達は２人共年少時から英会話、長女は年長

時から公文の英語をやっていました。渡米時は、簡

単な英会話、アルファベットの読み書きが出来る

位。

　私は高校時代に国際コースのある学校に通い、
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さいたま市生まれ。武蔵野音楽大学器楽学科ピアノ卒業。

2014年から5年間、夫の仕事の為アメリカ合衆国ミシガン州

にて娘2人と暮らす。

在米中には、娘達のスクールボランティア、教会コーラス伴

奏、病院でのボランティア演奏などをする。

現在は、自宅と楽器店にてピアノ指導にあたる。

プロフィール



SSK顧問　社会保険労務士 高橋　裕

・業務内容 ① 雇用・人事に関する相談

② 労働保険・社会保険に関する相談

③ その他、労働関係諸法令、労働保険・社会保険関係諸法令に関する相談

・相談窓口 埼玉県私塾協同組合　本部事務局　坂田義勝

TEL：049-224-7193　FAX：049-224-3342

F-Mail  sakata2451@nitfy.com

「労務関係のご相談は、私にお任せください！」

「塾ジャーナル」
教務・運営・集客にかかわる情報はこの一冊に

定期購読の
ご　案　内

プレゼント
コーナーも
　あります

塾ジャーナルは、学校と塾を結ぶ唯一の情報誌として、塾長や生徒募集にかかわる

先生方に購読していただいています。興味深い記事や生徒募集のアイデアが満載

の塾ジャーナルへの定期購読をぜひ、お申し込みください。

年間（6冊）購読料9,000円〔送料込〕

…お申し込みは…

（株）ルックデータ出版「塾ジャーナル編集部」
〒540-0012  大阪市中央区谷町1-3-23  大手前愛晃ビル304
TEL：06-4790-8630　FAX：06-4790-8640
E-mail:lookdata@manavinet.com
詳しい情報はhttp://www.manavinet.comをご覧ください。

●SSK活動の記録

11.18(木)　　研修セミナー　　市民会館おおみや　10:00～12:00

　　　　　 「中学英語に何が起こっている!?」

　　　　　　　・「中1英語格差」の危機と対策

　　　　　　　・定期テストの分析から英語指導の変化を読む　　　　　

　　　　　　　 　(講師:教育開発出版株式会社)　

12. 5(日)　 朝日学生新聞・私塾協同組合連合会(埼玉・東京・群馬・神奈川茨城)共催

　　　　　「ニュース作文コンクール」表彰式)

　　　　　　　　(於:朝日新聞本社) 13:00～14:30

12.12(日)　　年末情報交換会 (於:大宮サンパレスGLANZ)　18:00～20:00
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下記本部事務局にお問い合わせ頂け
れば、早速申込書をお送り致します。
定例会・イベント等もお気軽にお越
し下さい。

【本部事務所】

〒350-0822 川越市山田東町1707-3

英進学院内：坂田　義勝

TEL 049-224-7193

FAX 049-224-3342

【広報事務局】

〒344-0059 春日部市西八木崎3-17-7

戸田　敦子

TEL 048-763-3886 FAX 048-763-3892

E-mail:ats001@mtg.biglobe.ne.jp

埼玉県私塾協同組合事業ご案内
☆通常総会　☆定例会（隔月）：各種研修会等の報告、得意

分野等の実践報告、教育や経営情報等の交換会　☆中高

入試説明会（年1回）　☆全国研修大会（私塾協同組合連合

会）参加　☆組合忘年会　☆私塾フェア　☆機関誌「SSK

REPORT」発刊：組合広報活動　☆組合公式Webサイト

運営　☆メール、FAX等による情報交換　☆「公立・私立」

の合同フェア後援活動　☆協同組合連合会及び友好団体

との情報交換活動　☆受験情報速報　☆協賛企業による

特別価格物品販売　☆顧問税理士による税務相談：豊野

会計事務所
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雅学習塾

東大セミナー

小泉塾

学習舎

教育学院

英進学院

ステップ

木下英数教室

新井塾

時習学館

花田義塾

早野塾

歩学舎

野田塾

彩北進学塾

一橋ケンアイ

エルモカレッジ
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ソロモン総合学院
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岡山ゼミナール

セルモ川越新宿教室

栄和スクール
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学修塾  ダンデリオン

名学館ライフガーデン東松山
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修徳スクール

未来教育総合研究所
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渡邉　幸生
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●編集後記

●報告・執筆協力者

 井上清之（川口市立高等学校校長）／小浜逸郎（評論家・国士舘大学客員教授）／浅沼渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾フ

ァインズ講師）／布浦万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）／大水秀樹（東星学園中学校高等学校  数学科）／由紀草一（元

茨城県公立高校教諭）／山　えつこ（教育アドバイザー）／根本義明（吾妻稲門ゼミ）／今井はるか（学習塾ひまわり館代表）／国分岳／織

井菜穂／坂田義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

■11年間の長期にわたって連載されてき
た山﨑えつ子先生の「空を見る子供たち」
は、今号を以て最終回大団円となりまし
た。子供たちの希望に満ちた出　発を迎
えるフィナーレで、感動的です。
　山﨑先生本当にお疲れさまでした、と
言いたいところですが、次号からまた山
﨑先生の新連載が始まります。
　養護施設に生きる子どもたちや彼らを
取り巻く人々を題材とした小説「春降る
雪は音もなく」。フィクションの形でそ
うした環境の内実をリアルに描き出そう
という意欲作です。
　どうぞお楽しみに！
■今号から新連載「娘たちとの生活 in 
America」が始まりました。
　二人のお嬢様の保護者という視点での
アメリカ生活が活写されます。
　外部からの視線で分析するのではなく、
内部から好奇心をもって様々な出来事を
ナマのまますくいどっていく感じです。
ある種の教育ルポとしても読みごたえ十
分です。
　作者の織井菜穂さんは、「空見る」の
山﨑先生の教え子でもあった方で、文才
も受け継いでらっしゃいます。今後の展
開を楽しみに。
■「塾なんでもん」好調です。
　「晴耕雨読」といいいますが、学習塾
ひまわり館代表の今井はるか先生はなん

と、「朝は耕し夕べに教える」という生
活なのだそうです！ともに「いのちづく
り」ということで一本筋のとおった生き
ざまをなされています。
　生徒たちには、勉強を教えるというよ
り、「心意気を教える」という意識で接し
てらしゃるとか。素晴らしいと思いまし
た。
　ぜひご一読ください。
■いつもヘビーな問題を提示してくださ
る由紀草一先生の今回のテーマは、旭川
の女子中学生いじめ自殺事件です。マス
コミでの扱いが微妙なこの事件を深く掘
り下げました。
　「確かに、このようなことまでは知ら
なかった」という数々の情報を突きつけ
られ、目を背けてはいけない、という粛
然とした気持ちにさせられます。
　単純に生徒の進路決定に立ち会う、と
いう場面だけで考えても、教師や塾の講
師も子供たちの人生をある意味決定づけ
る恐ろしい職業についていると自覚せね
ばなりません。
　「いのちを預かっている」といっても
過言ではないでしょう。
　学生時代に恩師から
「溺れかかっている二人の子供がいる。
自分の子と他人の子、どちらを助けるべ
きか」と問われたことがります。
「他人の子を助けるべき。医者、芸者、

役者、教育者など、『者』のつく職業は
世間並みの常識に生きてはならない。あ
る意味、人でなし、制外者(にんがいもの)
として生きなければならない。少なくと
も、そういう覚悟を持てないなら、「教育
者」になど、なるな。」
　もちろん、とても実践できる自信など
ありませんが、最低限、こうした重い事
件とか情報などから目をそらさず、正対
すべきと、改めて肝に銘じました。
■「人間一人を殺害することは、ここまで
永続してきた先祖を、未来に誕生するかも
しれぬ子孫までも殺害することになる」
国分岳先生「戦争と死刑」の一節が刺さっ
てきました。戦争であれ、死刑であれ、
他者を殺害するというは、そのような生
命継承という奇跡の連鎖を断ち切ること
になります。それが目的でもあるのでしょ
うが。
　名曲『花は咲く』の一節「いつか生ま
れる君に、私は何を残しただろう」には、
死んでしまった者から、まだ生まれてい
ない者への思いが吐露されていますが、
このような生命観・霊魂観は、失っては
ならないと思いました。

（表紙デザイン　沢辺　均）

 （本荘雅一）

『SSK Report』編集部からのお知らせ

『SSK Report』編集部では、読者の皆様からのメールを受け付けます。
　おおむね以下の内容で自由にお寄せ下さい。
　＊『SSK Report』内容に関するご意見・感想・質問・要望・提案など
　＊エッセイ、PRなどの投稿
　＊『SSK Report』編集部からの取材・誌上での紹介をご希望される方や
　　各種団体、機関等。自薦他薦ともに
　　

送信先：honjo@gkdan.com　　
　　　　本荘雅一　まで
　　　　件名に「SSK広報誌編集部行」
皆様からの貴重なドキュメント、お待ち申し上げます。
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